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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　東とう京きようという都市があった。

　彼──秋あき月づき蓮れん次じが中学二年生だった、あの日までは。

「うん、待ってる」

　蓮次の年上の幼なじみ、大おお郷さと夢ゆ衣いはそう言って笑った。

　彼がつまらない理由で家出をし、二人で東京にやってきた日のことだ。

　何の前まえ触ぶれもなく、その厄やく災さいは降りかかった。

「ゆー姉ねえぇぇえええっ！」

　東京都心の消失。

　正確には、東京という空間が消え去ったわけではない。

　突とつ如じよとして紫むらさき色いろの境界線が真円を描えがく形で都心を囲い、その内側にいた人々が、煙けむりと化して──消え去ったのだ。

　その数、数百万人。

　蓮次の幼なじみ、大郷夢衣もその中の一人だ。

　高校一年生で、幼い頃ころからの人気者の少女。ブラウスとミニスカートを着た彼女は、その日は特に大人びて見えた。シュシュで長い髪かみをまとめた夢衣は、美人の多い都会の中でも人目を引くほど綺き麗れいだった。

　蓮次は、夢衣──自分の想おもい人びとが煙となって消える瞬しゆん間かんを目まの当たりにした。

　一方で、紫色の境界線上にいた彼は──。

「──ッッッ！」

　身体からだを真っ二つに引き裂さかれた。

　都心側に残された右半身は、夢衣とともに煙けむりとなった。元の形を失っても、彼の右目は空高く舞まい上がる光景を見ていた。

　そして再び地上に舞い降おり、吸い込まれたのは──。

　ロングドレスを着た美女の、大きく開いた口の中。

　否いな──それは美女どころか人ですらない、異質の存在だった。

　薄うす紫むらさきの皮ひ膚ふと、硬こう質しつの唇くちびる。フリルやリボン、棘とげや花弁に満たされ、ボロボロに朽くちているようにも芸術的な彫ちよう刻こくのようにも見えるドレス。真紫の繊せん維いの集合体ともいうべき長い髪と、最も濃こい紫色であり、複雑な構造でティアラのような模様を描く角──。

〝ハーメルン〟。

　後に蓮次がそう呼ぶことになる、紫尽ずくめの怪物である。

　蓮次の右半身と、大郷夢衣。さらに数百万人もの人類を吸い込んだ怪物は、美味おいしそうに喉のどを鳴らして彼らを吞のみ込んだ。

　かくして、身体の半分を失った蓮次は死に果てる──はずだった。

　だが、そうはならなかった。

　死を待つ蓮次の左半身の前に、〝ハーメルン〟とは別の紫色の塊かたまりが現れたのだ。

　軟なん泥でい状で不定形のそれは二つに分ぶん裂れつし、彼ともう一人に取り憑ついた。不運にも彼のすぐそばで境界線によって首から上を切断された女の子だ。

　紫色の塊の半分は、蓮次の右半身になった。くせっ毛の髪から、反はん抗こう期丸出しの目つきまで元通りだ。

　もう半分は、女の子の頭になった。蓮次のいる位置からは、その顔立ちは見えなかった。彼女が大事そうに手にした六面ダイスの飾かざり付きのブレスレットだけを覚えている。

　次の瞬間──災さい厄やくは完成した。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきと、不ふ可か侵しんの境界線の形成。

〝東京厄やく襲しゆう〟である。

　数百万人もの人類の失しつ踪そうと、紫色の境界線による都心の隔かく絶ぜつ──。

　東京という都市があった。

　ただし、それはもう過去の話である。

　秋月蓮次がまだ中学二年生だった、二年前のあの日に東京は変へん貌ぼうしたのだ。

　人類を拒きよ絶ぜつし、人類を敵視する存在。

　人類の敵──エネミー・オブ・マンカインド。

　ＥＯＭイー・オー・エムと呼ばれる侵しん略りやく者しやたちに支配された世界へと。
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　　　　０１




　東とう京きよう厄やく襲しゆうは、日本という国に大きな傷きず跡あとと後こう遺い症しようを残した。

　数百万人もの消えた人々のみならず、残された国民にも不幸と不安をもたらした。

　それは秋あき月づき蓮れん次じにとっても例外ではなく──。

　深い沼ぬまをかき分けて進むかのごとく、重い日々の始まりでもあった。

「……」

　厄襲発生から、二週間後。

　蓮次は千ち葉ばにある故郷の住宅地に戻もどってきた。

　数百万人もの国民が消え去り。

　国の中ちゆう枢すうを担になう都心が紫色の霧きりによって外界から隔かく絶ぜつされた。

　そんな未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じを受け、この国は混乱状態に陥おちいっていた。

　臨時政府はまだ完全に機能するに至らず、消えた人々の親類や関係者たちの嘆く声は国内外に響ひびき渡わたった。東京都周域で電力や水道など、生活基き盤ばんに支障をきたしている国民への避ひ難なん誘ゆう導どうなども現在進行形で行われている。

　海外へ脱だつ出しゆつする人々や、水や食料などを買い溜だめする人々も続出した。

　だがそれも一段落すると、国内に残る国民は一転して──静まりかえった。

「……」

　包帯だらけの蓮次は、ある一軒の診しん療りよう所じよの前にいた。

　紫色の霧に包まれた都心──〝臨クリ界テイカ区ル・エ域リア〟と名めい称しよう決定された、境界線上で発生した衝撃によって受けた傷はまだ癒いえていない。

　それでも蓮次は救護所から帰宅許可が出るなり、ここへやって来た。

　混乱のピークを過ぎると、人々は自宅に引きこもった。

　一体、何が起きたのか。

　これから、何が起きるのか。

　全く理解すらできない、無力な人類は──自らの巣にこもって、これ以上の厄災が訪れないことをひたすらに願っている。

　住民が息を潜ひそめる住宅地に、どこからかサイレンの音が響いた。

「──蓮クン……！」

　バンッ、と大きな音を立てて診療所の入り口が開いた。

　長い髪をシュシュでまとめた女の子が姿を現した。窓から外を見て、家の前に佇む蓮次に気づいたのだろう。

　大おお郷さと真ま愛い。

　蓮次のせいで行方ゆくえ不明になった、大郷夢ゆ衣いの実の妹だ。同い年である蓮次の妹とは大の仲良しでもあった。眼前の診療所は、彼女の──大郷家の住まいも兼かねている。

　真愛が蓮次に駆かけ寄り、右手を振ふりかぶった。

　しかし頰ほおを狙ねらったはずの手は、勢い余って彼の肩かたに当たった。おまけに足をもつれさせ、彼に体当たりする。

「返して……！」

　叩たたかれた肩も、体当たりを受けた胸も、ちっとも痛くなかった。

　もっと身体の奥のほう。

　脳天から心臓を突き抜ぬけ、足の指先に至るまで、蓮次の中心──彼を支える軸じくが強烈に締しめ付けられた。目眩めまいが彼をぐらつかせ、動どう悸きが激しくなる。

「返してよぉ……！　お姉ちゃんを、返して……！」

　秋月蓮次と大郷夢衣という、二つ違ちがいの幼なじみによる〝家出ごっこ〟。

　それは、いわば両家公認の定例行事だった。

　だが、よりによって、あの日。

　東京を目指したのは──蓮次のせいに他ほかならない。

「蓮クンのせいで、なんでお姉ちゃんが……！」

　蓮次にしがみつく真愛は、目を真っ赤に腫はらしていた。姉の夢衣のことが大好きだった彼女は、この二週間、ずっと泣なき濡ぬらしていたのだろう。

「なんで、蓮クンだけ……！」

　どうして蓮次だけ、のうのうと生せい還かんしたのか。

　その罪悪感と無力感が──蓮次の心臓を鷲わしづかみにして離はなさない。

「蓮クンだけ、ここにいるなんて、ズルイ……ズルイよぉ……！」

　真愛の涙なみだが濡らすほどに、蓮次の着たシャツが重くなっていく。

　そのあまりの重さに──蓮次の足がガクガクと震ふるえた。

　泣き叫さけぶ小学生の女の子を、抱だき支えることもできない。いっしょに泣くこともできないし、謝って済むことでもない。その全ての資格が、彼にはない。

　ただ、情けない顔で。

　情けないくらい、掠かすれた声で。

「……お、俺が……」

　喉の奥から、自分でも思ってもみなかった言葉が漏もれた。

「取り戻す、から……絶対に……ゆー姉ねえを……」

　真愛が、涙で濡らした顔を上げた。

「ゆー姉は、死んだわけじゃない……あの、紫むらさき色いろの化け物に吸い込まれただけで……俺だって、まだ生きてるんだし、ゆー姉だって、絶対……」

　真愛が信じられないものを見る目つきで、彼から身を離した。

　彼女の反応は、当然だ。彼自身、自分が何を言っているのか分からない。

「俺……見たんだ……ゆー姉が、煙けむりみたいになって……俺も身体の半分が煙になって……他の人たちも、大勢……みんな、紫色の化け物に吸い込まれた……俺も吸い込まれたけど、よく分からないうちに別の紫色の化け物が、俺の半分になって……」

　硬こう直ちよくする真愛に向かって、前のめりになって続ける。

「だから、俺が……ゆー姉を取り戻さなきゃ……ゆー姉を吸い込んだヤツを見たのは、きっと俺だけだし……俺があそこまで行って、ゆー姉を──」

　蓮次の口が、真愛の張り手によって塞ふさがれた。

「ウソばっかり……！」

　呆ぼう然ぜんとする蓮次を、真愛が何度も叩く。

「化け物とか、身体からだが半分とか……ヘンなこといって、ごまかそうとしてる！　お姉ちゃんを助けるとか、蓮クンにできるわけないじゃん！　バカ！　バカぁっ！」

　蓮次は真愛の罵ば倒とうと殴おう打だを、ひたすら浴び続けることしかできず──。

　その翌日。

　東京厄襲が発生してから二週間と、一日。

　一いつ睡すいもできない一夜を過ごし、朝、洗面所で歯を磨みがいていても。

　彼の中心を苛さいなむ痛みは、まったく消えずにいた。

　──お姉ちゃんを助けるとか、蓮クンにできるわけないじゃん！

　真愛の言葉が、茨いばらのように蓮次に絡からみついて離れなかった。

「俺は……何なんだ」

　歯ブラシを持った手をダラリと下げ、鏡に映る自分の顔を見る。

　酷ひどい顔だ。髪かみはボサボサで、目元に隈くまが浮うかんでいる。そうでなくとも、元から悪い目つきが、亡ぼう霊れいのように生気を失っていた。

　しかし紛まぎれもない、秋月蓮次という自分の顔である。

「ゆー姉を助けるって……どうすりゃ、いいんだよ……」

　東京都全域には、厳げん戒かい態勢が敷しかれていた。

　特に紫色の境界線によって隔絶された都心──〝クリティカル・エリア〟には、誰だれも近づくことができなくなっているという。

　自衛隊や米軍が包囲しているというだけではない。

　半球状に都心を覆おおう紫色の境界線は、何人たりとも越こえられない壁かべとなった。日本の臨時政府と国連の共同会見によって明かされたことだ。その境界線は未解明の強力な斥せき力りよくによって、ありとあらゆる物体を弾はじき返してしまうらしい。

　現時点で、人類が〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうする方法は──見つかっていない。

「俺に……何ができるんだよ……」

　蓮次のような、ただの中学生にできることなど何一つなかった。

　鏡の中の自分。

　いや、自分の顔の右側を、左手で鷲づかみする。

「──お前に、何ができるんだよ……！」

　何の変へん哲てつもない、見慣れた間ま抜ぬけ面づら。

　だがそれは偽にせ物ものだ。蓮次はそのことを知っている。

「お前は……なんで、俺の中にいるんだよ……！」

　東京厄やく襲しゆうが発生した、あの瞬しゆん間かん。

　境界線上にいた蓮次は、真っ二つに引き裂さかれた。

　それなのに紫むらさき色いろの世界側に消えた右半身が、今もこうして存在するのは──得体の知れない何かが彼に取り憑つき、そっくりそのまま彼の右半身に成り代わったからだ。

　あれは、夢ではない。

　そう確信しているのに、蓮次の右半身は何の変化も示さない。

「なんで……俺の中に……！　お前も、あの化け物といっしょなんだろ……？」

　歯ブラシを放り出した右手で、右の頰を殴なぐる。

「ゆー姉を吸い込んだ、あの化け物と同じなんだろ！　何とか言えよ……！」

　脳裏に浮かんだのは、蓮次の大切な幼なじみを吸い込んだ存在。

　紫色のドレスを着た、女の怪かい物ぶつ。──まるで、あの紫色に満ちた異世界を象しよう徴ちようするかのように、紫一色で染まった〝クリティカル・エリア〟の化身である。

「何なんだよ、お前……！　なんで、痛いんだよっ……！」

　何度も右の拳こぶしで右の頰を殴る。

　口の中が切れて、唇くちびるが裂けた。いつの間にか、両の眼めから涙が溢あふれ出していた。

「ゆー姉を奪うばったヤツの、仲間のクセに……！　なんで俺の中にいるんだよ！」

　もしかしたら蓮次はあの時、すでに死んでいて──。

　今の自分は、ただの化け物が人間のフリをしているだけかもしれない。

　それなら、それでいい。

　もう人間ではなくてもいい。むしろ別の何者かになることができるなら、望むところだ。少なくとも今の無力な中学生よりはマシだ。

　だが、蓮次は何もできない馬ば鹿かな子供のままで。

　どうすれば大郷夢衣を取り戻もどすことができるのかも、分からない。

「……！　どうしたの、蓮クン！」

　妹が洗面所に飛び込んで来た。しかし蓮次は自分を殴るのを止めない。

「俺は……！　俺は、何なんだよ……！」

「やめて、蓮クン！　やめてぇっ！　翔しようちゃぁん！　蓮クンが……うわああぁあん！」

「──蓮次！　何してるんだ、やめろ！」

　大学生の兄、翔しよう一いちが力ずくで蓮次を止めようとする。

　東京厄襲後、長男の翔一は一流企き業ぎようの内定を蹴けった。外資系で厄襲後も安あん泰たいな会社だというにも拘かかわらずだ。

　兄が代わりに就職を決めたのは──救きゆう務む庁ちよう。

　東京厄襲が発生した後、間もなく発足した政府の新組織である。厄襲に関かかわる事案の監理や、〝クリティカル・エリア〟の情報を統とう括かつすることが救務庁の使命である。

「落ち着け、蓮次！　やめろって言ってるだろう！」

　兄が救務庁に勤めると決めたのは、いわゆるケジメというやつだ。

　それも、弟がしでかしたことに対しての。

　消えた大郷夢衣は地元の信しん頼らいある医師の娘むすめであり、人気者でもあった。彼女が失しつ踪そうする原因を作った蓮次がいる秋月家が地元に居続けるために、兄が自らの身を捧ささげたのだ。

　この混乱した情勢の中、慣れ親しんだ地を離れずに済んだのも、そのためだ。

　だが優ゆう秀しゆうな兄に多大な期待を寄せていた両親がどう思ったか。

　それも不出来な弟のせいで──。

　地元も、家庭も。

　蓮次がいることで、滅め茶ちや苦く茶ちやになった。

　自分が何者かといえば──疫やく病びよう神がみでしかなかった。

　東京厄襲発生から、およそ一ヶ月が経った頃。

　蓮次は毎日のように、自宅と救務庁の本庁を往復していた。

　自宅のある住宅地は相変わらず静かだった。蓮次が通う中学校も休校が続き、出歩く住人もまばらだ。時折、治安維い持じのために警察や自衛隊の車両が行き来している。

　あと見かけるのは──近きん隣りんに住む高校生や大学生で構成された集団。

　自警団くらいのものである。

「……ちっ」

　駅を目指して歩く蓮次を見つけるなり、男女三人組の自警団員が露ろ骨こつに顔をしかめた。

　蓮次は無言で、彼らとすれ違う。

「毎日、毎日、同じ時間にうろつきやがって……気持ち悪りぃ」

「あんまり出歩くなっつってんだろうが。ただでさえ大郷の同級生たちが、お前に目をつけて何をするか分からないってのによ」

「……」

「聞いてるのかよ、おい！　これ以上、問題起こすなっつってんだ！」

「翔一さんも、なんでこんな子のために……彼女の松まつ子こさんも、かわいそう……」

　蓮次の兄、翔一は自警団のリーダーでもある。幼い頃ころからトラブルメーカーの蓮次とは違い、面めん倒どう見みの良い翔一は地域では若者の顔役だった。

　蓮次は自警団を無視して、駅に向かった。

　すっかり運休の増えた電車に乗り、埼さい玉たま県にある救務庁の本庁を目指す。

　本庁に近づくに連れ、目に留まる人々の数が増えていった。陰いん鬱うつな表情で一つの庁舎を目指して歩く人々は、さながらゾンビの列である。

　数百万人にも及およぶ、失踪者の家族あるいは関係者たちである。

「ごめんなさい。新しい情報は、まだないのよ」

　庁舎一階、受付フロア。

「失踪者の安否や失踪原因については、まだ何も……」

　ようやく順番が来た蓮次にそう言ったのは、女性の受付係だった。

　窓口は二十以上あるが、確か昨日も同じ女性だったはずだ。美人だが太い三つ編みと大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがね、さらに眼鏡チェーンが野暮ったい女性である。

「……」

「あなた、毎日ここに来てるわよね。〝クリティカル・エリア〟について何か分かれば、すぐに緊きん急きゆう放送でテレビで放送するわ。電波もかろうじて復旧しつつあるし」

「……」

「名前は……秋月蓮次くん、ね。あなたもあの時、都心にいたのね。三級の直接被ひ災さい者しやなら、傷もまだ癒いえてないでしょう。今はあなたも自宅で安静にしておいたほうがいいわ」

　手元でデータを参照しながら、眼鏡チェーンの女性が言う。

　蓮次は虚うつろな表情で、口を開いた。

「──〝スポット〟……」

「え？」

「〝スポット〟っていうのを通れば、〝クリティカル・エリア〟に入れるって……」

　女性が顔つきを変えた。

「ええ、厄襲発生直後から、そういうものが見つかっているっていう情報はあるわ。救務庁は実際にその存在を確認して、〝スポット〟と仮か称しようしています。国民に〝スポット〟の所在に関わる情報提供を求めているのも事実よ」

「……」

「すでに特別法によって、〝スポット〟の個人使用及び隠いん蔽ぺいは犯罪行こう為いに認定されているわ。もしあなたがそれらしきものを見つけたら、すぐに私たちに通報してね」

「……そこを通れば……あっちに──〝クリティカル・エリア〟に……」

　呟つぶやく蓮次を、女性がじっと凝ぎよう視しした。

「ダメよ」

「……」

「あそこには誰も立ち入るべきじゃないの」

　言われずとも、蓮次には無理だ。

〝スポット〟とやらがどこにあるのか、どのようなものなのかも知らないのだ。

　だが、もし目の前に、それがあったとしたら──。

「〝エリア〟が今、どうなってるかも分からないわ。そこへあなたみたいな子供が……」

「──何も、新しい情報がない？」

「……ええ。でも全力で調査中よ」

「浅あさ草くさは？」

　眼鏡チェーンの女性が、眉まゆをひそめた。

「浅草……？　浅草が、どうかしたの？」

　女性の反応を見て、蓮次は目つきを変える。

「……」

「ごめんなさい、睨にらまれても変わらないのよ。まだ国民に公開できるような情報は──」

　女性が言い終えるよりも先に、蓮次は窓口に背を向けた。

　失踪者の関係者で埋うめ尽つくされたフロアを抜ぬけ、庁舎の外に出る。

　本庁前は広場になっており、そこも大勢の関係者がひしめいていた。

　蓮次は広場の隅すみに移動し、スマートフォンを取り出した。ポケットから取り出した小さな機械を接続し、メモリにある番号を押す。

『救務庁本庁、匿とく名めい通報ダイヤルです。救務特別法に則のつとり、この音声は録音されます。よろしければ１の番号を押してください』

　音声ガイダンスに従って手順を進み、言う。

「消えた人たちは、みんな女の化け物に吸い込まれたんだ……」

　スマートフォンのマイクではなく、そこに接続した機械に口を寄せる。

　玩具おもちやのボイスチェンジャーである。

「アイツは、浅草にいた。紫むらさき色いろのドレスみたいなものを着てた……」

　プツリ、と小さな音がした。

『──先日、同様の通報をいただいた方でお間ま違ちがいないでしょうか？』

　聞こえる音声が切り替かわった。ガイダンスではなく、リアルタイムの肉声だ。

『貴重な情報をありがとうございます。つきましては、その情報を入手した経けい緯いについて詳しよう細さいをお聞かせ願えませんでしょうか』

「……」

『紫色のドレスを着た女が都民を吸い込んだとおっしゃいましたが、貴方あなたはそれを目もく撃げきしたということでしょうか？　同じような情報は他ほかにありません。貴方は、どのような場所から、どのような手段を用いて、それを確認したのでしょうか？　貴方も都内にいたのであれば、なぜ──』

　蓮次は答えず、通話を切った。

「俺の身体からだの半分も、そいつに吞のみ込まれたんだ──って言ったら、俺も救務庁に捕つかまるかもしれない。だって俺の半分は、きっと……」

　顔の右側を押さえ、呟く。

「紫色のアイツと、〝同類〟だ」

　スマートフォンをしまい、歩き出す。

「救務庁に捕まったら──俺の手で、ゆー姉を取り戻せなくなる……」

　電話での反応を見る限り、蓮次の通報が無視されているわけではなさそうだ。

　それなのに受付係の女性は、「新しい情報はない」と言っていた。

「〝スポット〟を通れば、あっちに行けるんだろ？　だったら、浅草にだって……なのに、なんで救務庁は何も言わないんだよ……」

　情報を隠かくしている。

　もし、そうだとしたら、救務庁は信用できない。

　やはり──自分でやるしかない。

「……〝同じような情報はありません〟か」

　先ほどの通報ダイヤルでの会話を思い出し、ぽつりと唸うなる。

「あの子は……俺と同じものを見なかったのか？」

　東京厄やく襲しゆうが発生した瞬しゆん間かん、身体の一部を失ったのは蓮次だけではない。

　あの時、蓮次のそばにいた女の子。サイコロ、いわゆる六面ダイスの飾かざりをつけたブレスレットを拾おうとして、頭を丸ごと失った女の子だ。

　たまたま近くに居合わせただけだが、彼女にも蓮次と同じものが棲すみ着くところを見た。失った頭部が元に戻もどるところも。

　あの子は一体、今ごろ、どうしているのだろう？

「もしかしたら……あの後の衝しよう撃げきで、死んだのかもな」

　顔も知らない、赤の他人だ。

　だが、蓮次にとっては──〝同類〟である。

　純じゆん粋すいな人間でもないし、化け物でもない。

　いずれの要素も半分だけ、という中ちゆう途と半はん端ぱな存在だ。

「……」

　窓口に戻って調べてもらおうか、と庁舎を振ふり返る。

　だが、すぐに思いとどまった。

　同類か何か知らないが、今は余計な人物を気にしている余よ裕ゆうなどない。蓮次が気にすべきは大郷夢衣であり──そのたった一人でさえ、助けることができずにいるのだ。

　本庁に戻らず、帰き途とにつく。

　その判断が、蓮次に奇き跡せきを呼び込んだ。

「……」

　その奇跡とは、とある人物との出会い。

　広場のベンチから、彼の顔をじっと凝視する同世代の少女がいた。

　彼が通う中学校ではちょっと見ないくらいの美人──だったのだろう。今は全身から疲ひ労ろう感かんを漂ただよわせ、目元に隈くまを浮うかべている。

　そんな様子でここにいるということは、彼女もまた失しつ踪そう者しやの関係者なのだろう。家族を失った、どこかのお嬢じよう様さまといったところか。

「……なんだよ」

　少女の視線は、蓮次を苛いらつかせた。

　一目で分かった。彼女の疲ひ弊へいしきった眼まなこに滲にじんだ闇やみは──無力な自分に対する絶望だ。

　鏡を通して見る、蓮次自身の眼と瓜うり二つである。

「キミって……友達いなそうね」

　初対面から喧けん嘩かを売ってきた少女。

　彼女はその後──蓮次にとって唯ゆい一いつ無二の存在となった。

　友人ではない。

　恋こい人びとでもない。

　その出会いが幸運か、それとも失敗か、その判断すらできずにいる。

「お前こそ」

　お互たがいの大切な人を取り戻すことができたなら、二人の出会いは正解。

　その途と中ちゆうで死ぬことがあれば、不正解。

　運命に互いの存在価値を委ゆだねた、文字通りの運パ命ー共ト同ナ体ーである。

「友達もいないなら情報漏ろう洩えいの心配もない……かもね」

　苦笑する少女の表情から読み取ることができたのは──妥だ協きよう。

　ちっとも満足がいかないが、他にアテもないから仕方がない。

　そんな気持ちが、ありありと見えた。

「……ねえ、少し話さない？」

　忘れもしない、あの日。

　蓮次は一人の少女と出会うことで、ようやく第一歩を踏ふみ出すことができたのだった。

　弓ゆみ家いえ叶方かなた。

　救いの神か、あるいは地じ獄ごくへの道連れか。

　蓮次と同い年の少女は、蓮次を〝クリティカル・エリア〟へ侵しん入にゆうする同志に誘さそった。

「……私は、〝スポット〟を見つけた」

　本庁の受付係が言っていたように、変わり果てた都心への侵入は犯罪である。

　だが、それでも。

　蓮次が二つ返事で承知したのは、言うまでもない。

「俺は──東京にいた人たちを吸い込んだヤツを見た」

　蓮次も彼が抱かかえる秘密を、叶方に明かした。

「と、とても信じられないわ……そんな怪かい物ぶつが、私の弟や──数百万人の人たちを……？　それに──」

　叶方は最初のうちは、蓮次の証言を信用しなかった。

「キミの右半分も、怪物だなんて……」

　だがお互いの秘密を共有し、パートナーとなると決めた以上、後あと戻もどりできなかった。

　彼の右半身の真相は棚たな上あげとなった。

　二人は〝クリティカル・エリア〟侵入の準備を始めたのである。

「またトレーニングかよ！　〝スポット〟があるのに、なんで体力作りばかりなんだ！」

「私たちは、ただのガキだからよ！　何が起きるか分からない場所に行くには、まだ考えも体力も足りなすぎる！」

　東京厄襲から、およそ二ヶ月。

　蓮次はいまだ〝クリティカル・エリア〟に侵入できずにいた。

　パートナーの叶方が、頑がんとして〝スポット〟を使わせようとしなかったのだ。

　一刻も早く大郷夢衣を救い出したい蓮次が、我が慢まんできるはずもない。

「お前が心配してた俺の傷も、すっかり治った！　言われた通り、トレーニングもこなしてる！　これ以上、何が必要だってんだ！」

「必要なものなんて、何も揃そろってないわ！　通信機や緊きん急きゆう時の救急用品だって……私が今度出すデビューシングルが売れれば、それを揃える目め処どが立つの！　他の専門的なトレーナーを雇やとうことだって……第一、サバイバル術の訓練だって、まだ全然──」

「サバイバル術？　あのキースっていう酔よっ払ぱらいのことか？　あんなの、アイツが好きなように俺を殴なぐるだけじゃねーか！　やってられるかよ」

「……嫌いやな予感がするのよ！　今の私たちじゃ、まだ早いの！」

「なんだよ、嫌な予感って！　お前がビビってるだけだろ！」

　考えなしの蓮次と、過度に用心深い叶方。

　二人の相性は、はっきり言って──最悪だった。

「救務庁が、相変わらず〝スポット〟を探してるからよ！　それを通って違い法ほうに侵入する人たちの噂うわさも絶えないし、そういう人たち──私たちみたいな存在を〝侵入者レイダー〟と呼ぶまでになってる！」

「だから、どうしたってんだ！　やっぱり〝スポット〟を通れば向こうに行けるってことだろ!?」

「そうよ、だからこそ救務庁も探し続けてる！　実際にそれを使って〝クリティカル・エリア〟に侵入している人たちがいるのよ！」

「だったら、俺たちも早く──」

「それなのに、〝エリア〟内部の情報が少なすぎる！」

「……！」

「行き来してる人間がいるなら、どうやっても情報は漏もれるはずよ。今、世界で最も注目されてるのに……公表されたのが、救務庁が撮さつ影えいした廃はい墟きよの画像だけなんて」

「ど、どういうことだよ」

「〝スポット〟を通った人間は、いる。でも……」

「……」

「生せい還かんできた人間は──少ないのかもしれないわ」

　千葉県の山腹にある、竹林。

　小さな掘ほっ立たて小屋に、〝スポット〟はあった。

「──やっと、だな。今さら中止なんて言うなよ」

「私だって、すぐにでも向こうに行きたかったのよ」

　東京厄襲から、三ヶ月。

　蓮次と叶方は、埃ほこりだらけの物置を満たす紫色の濃のう霧むの前にいた。

　それが〝クリティカル・エリア〟と外界を結ぶ唯一の手段、〝スポット〟だった。

「でも、私たちの命は一つしかない。賭かけはできないわ」

「大丈夫さ。今の俺たちは嫌ってほどトレーニングをしたし、準備も整えた」

　動きやすい運動着とナップサックで装備した二人が、頷うなずきあう。

　早く〝クリティカル・エリア〟に向かうべきだと主張する、秋月蓮次。

　慎しん重ちようを期して準備万ばん端たんで臨むべきだと主張する、弓家叶方。

　二人のどちらの主張が正しかったかといえば、答えは明白だった。

「行くわよ。準備はいい？」

「浅草にいるアイツを見つけるまでは、帰ってくるつもりはないぜ」

　そうして挑ちよう戦せんした、はじめての〝クリティカル・エリア〟侵入は──。

　ほんの数時間で、終しゆう了りようした。

「──うわぁああああああっっ！」

「あああぁああっ！」

　情けなく泣なき叫さけびながら、〝スポット〟をくぐって小屋に舞まい戻る二人。

　転がるように床ゆかに倒たおれ込み、血ち塗まみれになったお互いの顔を凝ぎよう視しする。

「……ッ！」

「……ッ！」

　どちらからともなく、飛びつくようにしてお互いの身体からだにしがみつく。

「うぅうううっっ……！」

「はあっ……！　はあっ……！」

　ガチガチと奥歯を鳴らしながら、引きちぎれるほど相手の身体を抱だきしめる。

　互いの心臓の鼓こ動どうと息い吹ぶきを通して、自分がまだ生きていることを確かめる。

　焦あせる蓮次と、用心深い叶方。

　結局のところ、どちらが正しかったかといえば──どちらも間ま違ちがっていた。

　二人は、あまりにも無防備すぎた。

〝クリティカル・エリア〟という異世界に変へん貌ぼうした、東京都心。

　そこを人類にとって代わって徘はい徊かいする、クリプテッドという猛獣。

　そして。

　その世界を跋ばつ扈こする、支配者たち。

　人類の敵──エネミー・オブ・マンカインド。

　ほんの一いつ瞬しゆん、遭そう遇ぐうしただけで、本能に恐きよう怖ふを植え付けられてしまった。

　立ち向かおうとか、身を守ろうという意思すら抱いだかない。

　ただ──哀あわれに逃にげ出すしかなかった。

　蓮次たちは、捕ほ食しよく者しやの巣に迷い込んだ獲え物ものにすぎなかった。

「うぅ……ううぅうっ……」

「うう……うああ……」

　生まれてはじめて体感した死の恐怖と、あまりに強大すぎる敵。

　受け入れがたい現実を前にして、二人はいつまでも抱きしめ合い続けて──。

　東京厄やく襲しゆうから、およそ四ヶ月後。

　二人は再び、〝スポット〟の前に並び立った。

　軽量素材でできたボディウェアを着込み、その上からナイフや非常用物資を提さげたタクティカルベストを装着した状態である。

　傷が癒いえ、以前にも増してトレーニングを積んだ。

　だが一度、恐怖によって叩たたき折られた心は──修復できていなかった。

　紫むらさき色いろの濃霧を前にして小刻みに震ふるえる蓮次に向かって、叶方が拳こぶしを伸のばした。

「──秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻もどすために」

　叶方の拳も、震えていた。

　怖こわいものは、どうしようもない。人間である以上──一応、半分は人間である蓮次にとって、恐怖という感情は切っても切れないものである。

　だが──一人ではない。

　彼と同じく、大切な人を取り戻したい少女が常にそばにいる。

　挫くじけそうになっても、大切なものを思い出させてくれるパートナーがいる。

「弓家叶方は、弓家奏そう汰たを取り戻すために」

　蓮次は言い、少女の拳に自分の拳を合わせた。

　触ふれあった互いの拳が、震えを止めた。

「二回目の〝クリティカル・エリア〟侵入を開始します」

　叶方の宣言とともに、二人は紫色に染まった異世界に再突とつ入にゆうを果たした。

　その結果、またもや命からがら逃げ帰ることになった。

　だが、もう──折れなかった。

「あ、あんな状じよう況きようで、どうしろってんだ……！　たかが犬一いつ匹ぴきと思ったら……！」

「はあっ、はあっ……！　死角が多すぎて、二人じゃカバーしきれないわ！　捜そう索さく方法を根本から見直す必要がある……！」

　生せい還かんするや、次なる侵しん入にゆうに向けて反省するようになり──。

　さらに、数ヶ月。

　国内の混乱は、一応の収束を見せつつあった。

　だが依い然ぜんとして〝クリティカル・エリア〟内部の情報は、ほとんど公開されなかった。

『失しつ踪そう者しやの情報に関して不明の状況が続いていることに、世論の反発が増加しています』

　テレビニュースによって、たまに状況の変化を知らされる程度である。

『これに伴ともなって、救務庁が大量の人員を投入する計画を推おし進めています。第一次大規模探たん索さく作戦と称しようして──』

「このケーブル！　何度も言ったけど、いい加減ウンザリだ！　今日も、こいつが絡からまったせいで、死にかけた！」

「お互たがいの情報交こう換かんは、絶対に必要だって言ってるでしょ！　絡まるのは、レンの訓練不足よ！　どのトレーナーからも呆あきれられてるじゃない！　全然、成長がないって！　反応速度以外！」

　何度も死にかけ、成果もなく、そのたびに蓮次と叶方は衝しよう突とつした。

　東京厄襲から一年も経たった頃ころ。

　二人の関係は、最悪の状態に陥おちいっていた。

「今日は……一時間も、捜索できなかった。浅草どころか、その五分の一の距きよ離りも……手に入れたショットも使い切ったし……何もかもやり直しだ、クソ……」

「……また、レンがケーブルに絡まったせいでしょ。ショットだって私の指示を無視して使ったせいだし」

「指示！　指示！　──お前の指示に従って、良いことが今までに一つでもあったか!?　馬ば鹿かみたいに遅おそい進み方も、通信ケーブルもそうだ！　本当にこのままでいいのか？　一体、いつになったらカナの言う通りに上手うまくいくんだよ！」

「私の指示に従うのが、パートナーを組んだ時の約束でしょ！　いつになったら？　アンタが成長したら、よ！　なんでそんなに不器用なの？　〝アングリィ〟がなければ、今までに何度死んだと思ってるの？」

『救務庁が第二回大規模探索作戦の計画を進めていることを明らかにしました。しかし第一回の探索作戦の失敗から、政府内では反発の声も高まっています』

　東京厄襲から、一年と数ヶ月。

　パートナー解消の危機を乗り越こえた二人は、わずかながら手て応ごたえを得ていた。

「はあっ、はあっ……！　逃げ切った！　ははっ！　クリプテッド、敵対したレイダー、それにＥＯＭイー・オー・エム──全部から逃げ切ってやった！」

「これよ……！　今までやってきた戦略が、ピタリとはまった！　今までやってきた隊形と通信ケーブル──そのどっちもなかったら、絶対に死んでた！　今日みたいな動きが、ミスなくできるようになれば、私たちでも〝エリア〟で生き残れる！」

「ああ、行けるぞ、カナ！」

「行くわよ、レン！　浅草へ！」

『間もなく行われる第二回大規模探索作戦について、救務庁が新たに説明を──』

　そして。

　東京厄襲から、二年。

『成果のなかった二回の大規模探索作戦を経て、いよいよ三度目の作戦が始まろうとしています』

「なんとしても、救務庁の第三次大規模探索が始まる前に……」

「これより五十九回目の〝エリア〟侵入を開始します」

　二年間、積み重ねた経験と装備を基に挑いどんだ、〝クリティカル・エリア〟侵入は──。

　失敗に、終わった。

　浅草に到とう達たつし、諸悪の根源たる紫色の人形──〝ハーメルン〟を見つけ出した。

　だが蓮次は、何もせずに〝スポット〟に帰ったのだ。

「──どうしてよ！　最初から、決めてたじゃない！　〝ハーメルン〟を見つけたら、何を差し置いても〝アングリィ〟化するって！　弟が！　私の弟が、そこにいたのに！」

「……」

「〝ハーメルン〟を倒すためにいるんじゃなかったら……あなたなんか、ただの中ちゆう途と半はん端ぱなＥＯＭじゃない！　それを、ただの人ひと違ちがいなんかで……！」

「人違いじゃ──ない」

　原因は蓮次が偶ぐう然ぜん、遭遇した少女を〝スポット〟に連れ帰ることに専念したからだ。

　大郷夢衣。

　彼女はなぜか救務庁のメンバーとともにいた。非常時の蓮次の目には、間違いなく彼女が大切な幼なじみに見えたが──叶方には、そう映らなかった。

　そして──。

『いよいよ本日、救務庁による第三次大規模探索が実じつ施しされます。果たして今回こそは、失踪者に関する情報を得られるのでしょうか』

　現在。

　支し援えん者しやを失い、武器である変身トランスショットも失い、今まさに唯ゆい一いつの〝エリア〟侵入の手段である〝スポット〟までも失いつつある状況で。

　蓮次と叶方は、竹林の小屋にいた。

「今日は、第三次大規模探索作戦の決行日。前の二回と同じように、きっとＥＯＭやクリプテッド、レイダーを巻き込んだ戦せん闘とうがあちこちで発生する。──戦場になった〝エリア〟の隙すき間まを縫ぬって、一気にスカイツリーまで辿たどりつく」

「……」

「そして、そこにいる──〝ハーメルン〟を叩く」

　蓮次が助けた、大郷夢衣にそっくりの少女が何者か。

　彼はそのことについて思い出したことがあったのだが──叶方は追究しなかった。

「これが私たちの最後のチャンス」

　ボディウェアとタクティカルベスト。ゴーグルとナイフ。叶方は索さく敵てき用の集音器。

　二年間もの経験で、厳選した装備。

　そして同じ月日だけ蓄えた──執しゆう念ねん。

　今の自分たちに残された全てを込めて、お互いを繫つなぐ通信ケーブルを接続する。

「秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻すために」

「弓家叶方は、弓家奏汰を取り戻すために」

　救務庁にいつ捕つかまるともしれない、二人の〝侵しん入にゆう者しや〟が〝スポット〟に向き直った。

「これより六十回目の〝エリア〟侵入を開始します。──ゴー！」

　少女の号令とともに、蓮次が紫色の濃のう霧むに飛び込んだ。

　もう後あと戻もどりはできない。

　再び、こちらの世界に戻ってこられる保証などない。

　だが、それでも蓮次は迷うことなく、不安定な紫色の霧きりの中を突つき進む。

　最後のチャンス。

　そう、これが今の蓮次たちに残された、唯一の選せん択たくであり──。

「──現れたぞ！」

　しかし。

〝スポット〟をくぐった先、〝クリティカル・エリア〟内部に待ち構えていたのは、白い制服を着た男たちだった。

　いつもなら、静せい寂じやくと薄うすい霧に包まれているはずのロッカールーム。

　都心にある東京ドームシティの一角を、救務庁の制服を着た男たちが占せん拠きよしていた。

「拘こう束そくしろ！」

　自分に向かって飛びかかる、屈くつ強きような男たちを見て──。

　──うん、待ってる。

　大切な想おもい人びとの笑顔が、蓮次の脳裏をよぎった。
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　蓮次がくぐり抜ぬけた、紫むらさき色いろの濃霧。

　通つう称しよう〝スポット〟の出口は、〝クリティカル・エリア〟に通じている。

　東京都心にある、かつての大型エンターテインメント施し設せつ。

　東京ドームシティである。

　蓮次はその一角にある、荒こう廃はいし、無人の静寂と薄うす紫むらさき色いろの霧が包む係員専用のロッカールームに躍おどり出るはずだった。

　かつて二年間、そうであったように。

　しかし──。

「拘束しろ！」

　部屋の隅すみにある〝スポット〟から飛び出した蓮次を出で迎むかえたのは、白い制服を着た男たちだった。

「……！」

　予想外の状況だ。動どう揺ようし、思考が一いつ瞬しゆん停まる。

　だが積み重ねたトレーニングが、彼の身体からだを勝手に動かした。

「おおっ？」

「なっ──」

　躍りかかったのは、二人。

　金きん髪ぱつの男の太い腕うでを、頭を下げてかわす。続けてタックルを仕し掛かけてきたドレッドヘアの男を、身体を水平に跳ちよう躍やくさせてやり過ごす。そのまま両りよう腕うででドレッドヘアを突き飛ばし、床ゆかに着地するや後退して距離をとる。

「くっ……！」

　右手でナイフを抜き、左手でネックゲイターを持ち上げて口元を隠かくす。前ぜん傾けい姿勢をとり、左手はそのまま握にぎり拳こぶしをつくって急所の喉のどを守る。

「やけに反応が良いぞ、気をつけろ！」

「ガキか？　だが、その構え……」

　奇き襲しゆうをかわされた二人の男が、蓮次を挟はさみ込むように動いた。

　とっさに反応したものの──蓮次は困惑していた。

　ゴーグルの奥にある彼の眼球が、ブレるように左右に動いた。視界に入る情報を、素早くかき集める。──近接戦術、特に室内戦闘や市街戦における専門訓練は、血ち反吐へどを吐はくほど叩たたき込まれていた。自じ称しよう、退役軍人のトレーナーによって。

　この紫色の世界において、対人戦の技術など気休め程度にしか役に立たない。

　だが一部の訓練は、なくてはならないものだった。

　瞬しゆん時じに視界内にある情報を立体的に捉とらえる、空間把は握あくの技術である。

　一秒の判断の遅おくれが死に直結するのが、〝クリティカル・エリア〟だからだ。

「子供だからって侮あなどるなよ！　ショットを使わせるな！」

　まず蓮次が理解したのは、最悪の情報だった。

　救務庁……！　やっぱり、この〝スポット〟は見つかってたのか──。

　ロッカールームにいるのは、蓮次を除いて男が四人である。

　全員が身に纏まとっているのは──救務庁の制服だ。

　唯一の出入り口である扉とびらは、最も大おお柄がらで無ぶ精しようヒゲを生やした男によって塞ふさがれていた。そいつが指示しているところを見ると、彼らのリーダーなのだろう。

　蓮次と対たい峙じしているのが、若い二人組。外国人風の金髪とドレッドヘアだ。

　残る一人は、アジア系のキャップ帽ぼうだ。〝スポット〟の前に立ちはだかり、様子を窺うかがっている。

　動揺と混乱が解けずとも、一秒で状況が理解できた。

　逃にげ道みちが、ない。

　その上──勝ち目も、ない。

　救務庁が人員を大量投入する第三次大規模探たん索さく作戦は、まだ開始したばかりだ。

　それなのに、どうしてすでに救務庁のメンバーが待ち構えているのか。

　その疑問を解決するよりも先に、蓮次がすべきことは──。

『レン？　どうしたの？　クリアの報告は、まだ？』

　ネックゲイターから伸のびた通信ケーブルから、パートナーの声が響ひびいた。

　せめて、叶方だけでも──。

「待まち伏ぶせだ……！　逃げろ、カナ……！」

　蓮次の小声による警告と、つい〝スポット〟へ向けた視線。

　それを無精ヒゲの男は見み逃のがさなかった。

「……仲間がいるぞ！　確保しろ！」

　命令を受けて、キャップ帽の男が〝スポット〟に飛び込んだ。

「くそっ！」

〝スポット〟に向かって、地面を蹴ける蓮次。

「ガキが！　逃がすか！」

　金髪の男が銃じゆう型のスタンガンを構えた。躊躇ためらいなく引き金を引く。

　だが蓮次の初動はフェイントだった。突っ込むと見せかけ、身を仰のけ反らせる。

「ぬおっ……!?」

　紐ひも付きの弾だん丸がんをかわし、金髪男の脇わきをくぐり抜ける。

　しかし次の瞬間、ガクンと蓮次の身体が急停止した。

「調子に乗るなよ」

　蓮次が着たタクティカルベストを、赤く輝かがやくラインを浮うかべた腕が摑つかんでいた。ドレッドヘアの男の双そう眸ぼうが赤く輝き、頭部に小さな二本の角ホーンが生えている。

　強化リインショット。

〝クリティカル・エリア〟内でのみ使用可能な、三種の注入液の一つである。筒つつ状じようの注入器に満たされたそれを体内に注入すると、身体能力を強化できるのだ。──見た目が変へん貌ぼうし、制限時間があるという副作用もあるが。

　赤く輝く腕が、蓮次を真横に振ふり回した。

「がぁっ……！」

　錆さびたロッカーに背中から叩きつけられ、床に転がる蓮次。

　悶もん絶ぜつする彼の上に、金髪の男が馬乗りになった。彼の首に鋭するどいナイフを突きつける。

「動くな。お前もレイダーなら知ってるだろ。俺たち救務庁には、抵てい抗こうする不法侵入者を殺す権利がある」

　ドレッドヘアも身を屈かがめて、蓮次の頭を摑んだ。強化した腕わん力りよくなら、彼の頭などトマトのように握りつぶせるだろう。

「気持ち悪い動きをするヤツだ。さっきの構えも、昔、傭よう兵へい部隊でいっしょになったヤバイのと瓜うり二つだったが……偶ぐう然ぜんか？」

「うぐっ……んんっ……！」

　男二人にのしかかられ、蓮次は身動きがとれない。骨は折れていないようだが、ロッカーと衝しよう突とつしたダメージが回復するまでは時間がかかりそうだ。

「──こっちもガキでした」

　蓮次は何とか顔を上げ──奥歯を嚙かみしめた。

「それも、女だ」

〝スポット〟から、二人分の人ひと影かげが現れた。

　一人はアジア系のキャップ帽。そしてもう一人は──。

「くっ……！」

　後ろ手に拘束された、弓家叶方だった。

　叶方も近接戦闘の訓練は受けている。だがバックパックを背負った状態で、不意打ちを受けては逃げることすらできなかっただろう。

「外にいたのは、一人だけか？　他に仲間は？」

「見当たりませんでした。罠わながあるかもしれないので、深入りはしませんでしたが」

　蓮次と叶方は目を合わせ、顔を歪ゆがめた。

　彼らを捕とらえた相手の正体は、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　救務庁、補助サブチーム。

　選えり抜きの主力部隊である正規メジヤーチームほどではないが、単独でも〝エリア〟探索をこなす強力な兵士たちだ。傭兵も多く、実戦経験ならば、むしろ正規チームよりも秀ひいでているかもしれない。蓮次たちも過去に何度か、遭そう遇ぐうしたことがあった。

「そいつらのゴーグルを外せ。端たん末まつのデータと照合する」

　うつぶせになった状態の蓮次から、強引にゴーグルがはぎ取られた。

　デジタルカメラのフラッシュが、蓮次の素顔を照らす。

「……手配書にはない顔だな。侵しん入にゆう歴の浅い初心者か？」

「いや、それにしては装備が本格的ですよ。どれも見たことのない型だが、素材も作りも実じつ践せん的だ。子供が手に入れられるレベルじゃない」

「さっきの動きもだ。もしショットを使われていたら、危なかったかもしれない。相当に近接戦せん闘とうを仕込まれている。日本人に見えるが……どこかの国のスパイか？」

「女のゴーグルもとれ」

「や、やめろ……！」

　蓮次は藻も搔がくが、自分を押さえ込む男たちはびくともしなかった。

　為なす術すべもなく、叶方のゴーグルがはぎとられる。

「……──」

　無精ヒゲがデジカメを構えるも、フラッシュライトが焚たかれることはなかった。

　露あらわになった少女の素顔を見て、男たちが凍こおりついていた。

「ＫＡＮＡＴＡ──か？」

　誰だれかが、呟つぶやいた。叶方が悔くやしげに顔をそむける。

　ノーメイクの状態とはいえ、彼女の整った顔立ちは隠せなかった。

　蓮次のパートナー、弓家叶方。彼女は紛まぎれもなく蓮次とともに〝エリア〟侵入を繰くり返してきたレイダーであるが、もう一つの側面も持っている。

　それがＫＡＮＡＴＡという有名芸能人としての顔である。若きヴァイオリニストとして中高生の人気を集め、テレビコマーシャルにも頻ひん繁ぱんに出演している。

　全すべては──〝エリア〟探索に必要な資金を集めるためだ。

「おいおい、マジか……本物のＫＡＮＡＴＡか？」

「ＫＡＮＡＴＡがレイダー行為を？　テレビ局の悪ふざけ……じゃないよな」

　蓮次と叶方は、絶望に顔を歪ませた。

　最も知られてはいけない秘密が、とうとうバレてしまった。

　世間一いつ般ぱんでは、レイダーと呼ばれる者たちは非難の対象になっている。多くの被ひ害がい者しやを出した〝クリティカル・エリア〟に不法侵入し、そこに残された金品を漁あさる火事場泥どろ棒ぼうという扱あつかいを受けているからだ。世論の後押しを受けた法改正によって、レイダーに対する生殺与よ奪だつの権利が救務庁に与あたえられているくらいだ。

　蓮次と叶方は、都心に残された財産を盗ぬすんだことはない。

　だが、そんなことは一切、関係ない。

　レイダー行為をしていることが周囲に露ろ見けんすれば──そこで終わりだ。

　二人は犯罪者として、罰ばつせられる。どのような判決にしろ拘こう留りゆうされ、二度と〝クリティカル・エリア〟に舞まい戻もどることはできないだろう。

　そうなれば大切な人を取り戻すこともできなくなる。

　最後のチャンスのつもりで臨んだ〝エリア〟侵入──。

　その最初の一歩で、二人は早くも希望を絶たれてしまった。

「まさか、あのＫＡＮＡＴＡがレイダーだったなんてな……どうします？」

「──変へん更こうはない。やれ」

　キャップ帽がナイフを抜ぬいた。その切っ先を──。

「お──」

　蓮次が止める間もなく、少女の腹に突つき刺さした。

「──」

　叶方は目を見開いただけで、悲鳴を上げなかった。

「おいッ！　何のつもりだ、お前らっ！　俺たちはもう抵抗してないだろうがッ！」
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　血相を変えて暴れる、蓮次。

　刺したのは、急所に当たる部分だ。即そく死しすることはないが、致ち命めい傷しようになり得る。

「早く修復リペアショットを射うてよ！　なんで、こんなこと──ぐっ！」

　金きん髪ぱつとドレッドヘアが、暴れる蓮次を押さえつける。

「リペアを射って欲しければ、質問に答えろ」

　そう言って、無精ヒゲのリーダーが蓮次を睨にらんだ。

「お前たちの他に、仲間は何人いる？」

「……！」

　蓮次は彼らの意図を理解した。

　救務庁は、レイダーを目の敵かたきにしている。蓮次と叶方の他にも仲間がいることを警けい戒かいして、情報を引き出そうとしているのだ。

　叶方を──拷ごう問もんすることによって。

「……い、いくら救務庁でも、こんなこと──」

「我々も命がかかっているからな。それにゆっくりお喋しやべりしている余よ裕ゆうもない。──拘こう束そくしたレイダーの尋じん問もん方法は、各チームの判断に任せられているしな」

　お喋りしている余裕がない──。

　男の言葉が気になったが、いくら何でも非人道的すぎるやり方だ。タチの悪い補助チームに当たってしまったようだ。

「だ、だからって……！」

「お前がいくら能書きをたれても構わんが、いいのか？　女が死ぬぞ」

「……ッ！」

　蓮次は叶方を見た。

　相棒の少女が、血の気を失った顔を左右に振った。刺された腹から流れる血が脚あしを伝い、地面を赤黒く染めていた。

「──仲間は、いない。俺たちだけだ……」

　うなだれ、声を絞しぼり出す蓮次。

　無ぶ精しようヒゲの言葉は脅おどしではない。叶方の出血量が、そのことを物語っていた。一刻も早く修復ショットを射たなければ、いずれ失血死してしまうだろう。もしそうなっても、救務庁は〝エリア〟内での戦闘で起きた事故として処理できる。

　最後のチャンスに失敗したとはいえ──。

　パートナーの命まで、ここで落とさせるわけにはいかない。

「ショットの手持ちは？　一見したかぎり、持っていないようだが、隠かくしてるのか？」

「……一本も残ってない。もう、全部使い切った」

　蓮次はおとなしく答える。

「ショットもなしで、〝エリア〟に飛び込んできたのかよ」

「俺ら救務庁から奪うつもりだったんだろ。今日、〝クリティカル・エリア〟に群がってくるだろう他ほかのレイダーどもと同じようにな」

　金髪男とドレッドヘアが、せせら笑った。

「まんまとな。こっちの狙ねらい通りだ」

　ピクリ、と蓮次は顔を上げた。叶方も同じ反応を見せた。

　狙い通り？

　こっちとは──救務庁のことだろうか？

　叶方が、かすれた声を漏もらした。

「救務庁の……狙い……？　どういう──」

「黙だまれ。質問をするのは、こっちだ」

　無精ヒゲの男が、口を滑すべらせた金髪男を睨みつけた。肩かたをすくめる、金髪男。

「次の質問だ。──この〝スポット〟は、どこに通じてる？　外に罠は？」

　今度こそ。

　蓮次と叶方は、状じよう況きようも忘れて表情を硬こう直ちよくさせた。

　たった今、無精ヒゲが彼らに投げかけた質問──それは蓮次たちにとって、あまりに予想外すぎる質問だったからだ。

「えっ……？」

「何を驚おどろいている？　さっさと質問に答えろ。黙っていても女の出血は──」

「あんたら──この〝スポット〟まで、〝エリア〟側を通ってきたのか？」

　補助チームの面々が、眉まゆをひそめた。

　蓮次は──おそらくは叶方も、全く同じことを考えていたはずだ。

　目の前にいる救務庁の尖せん兵ぺいたちは、千葉県の小屋にある〝スポット〟の入り口を通った上で、出口側であるロッカールームで待ち伏ぶせしていた──そう思っていた。

　しかし彼らは、〝スポット〟の入口側がどこにあるのか知らないという。罠を警戒しているのが、その証しよう拠こだ。

「我々が、〝スポット〟の入り口側を通って、今ここにいると思っていたのか？」

　無精ヒゲの表情に、警戒の色が浮うかんだ。

「随ずい分ぶん、動どう揺ようしているな。なぜ、そう思った？」

　当然だ。

　実際のところ、蓮次と叶方は、この〝スポット〟での待ち伏せを想定していた。小屋側に何者もいなかったため、油断した結果、この有様ではあるが──。

　なぜ想定していたか？　理由はある。

「ゆー姉──」

　蓮次が先日しでかした、取り返しのつかない失態。

〝エリア〟内で遭遇した少女──大郷夢衣の顔をした救務庁メンバーを、この〝スポット〟を使って救出してしまったからだ。

　その少女は姿を消してしまったが、救務庁にこの〝スポット〟の場所を知らせる可能性が高いと考えていた。だからこそ、この〝スポット〟を使うのは今日が最後で──今日こそが最後のチャンスと考えていたのだ。

〝スポット〟の場所が分かっているのに、わざわざ危険な〝エリア〟内を通ってここにやって来る理由はない。車にでも乗って、のんびり千葉県にある小屋まで来たほうが良いに決まっている。

〝エリア〟内で再会した大切な幼なじみ、大郷夢衣。

　いや──。

「──ヒマワリが、この場所を知らせたんじゃ……ない？」

　思わず呟く、蓮次。

「バカ……！」

　叶方がかすれた声で彼を叱しつ咤たするが、もう遅おそかった。

「ヒマワリ？」

　無精ヒゲが顔つきを変えるのを見て、蓮次も自分の失言に気づいた。

「ヒマワリだと？　ひょっとして正規チームの人工衛星ヒマワリのことか？」

「あのちっこいヘルメット野や郎ろうを知ってるのか？　だが、なんで今──」

「……最近、人工衛星ヒマワリが、ＥＯＭとの戦せん闘とうの末に〝エリア〟内で行方ゆくえ不明になった。その後、なぜか〝エリア〟外で救助されたが……本庁ではレイダーから逃とう亡ぼう、あるいは拉ら致ちされかけたという予想をしている」

　無精ヒゲの言葉に、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが落ちた。

「まさか──お前たち、なのか？」

　男たちの雰ふん囲い気きが変わった。罠わなにかかった馬ば鹿かなレイダーを見る目つきから、油断ならない敵を警戒する兵士のそれに豹ひよう変へんする。

「こんな……手配リストにも載のってないようなガキ二人が？　正規チームの、あのヒマワリを掠さらおうとしたってのか？　冗じよう談だんだろ？」

「リストに載ることもないくらい用心深いレイダーだっていうなら、あり得なくはないが……本当にそうなら、俺たちにとっちゃ大おお手て柄がらだ。しかも、そいつが、あのＫＡＮＡＴＡで……？　どうなってんだ、こりゃあ」

「お前たち、一体……何者だ？」

　そう言って睨む無精ヒゲを、叶方が睨み返した。

「こ、こっちのセリフよ……そうだとしたら、こんなの絶対、おかしい──」

　かすれた声で言う。

「こ、このロッカールームは……〝エリア〟側から、捜そう索さくしただけじゃ……そう簡単に見つかる場所じゃ……ない……」

　苦しげに喘あえぐ少女の目元が、蒼そう白はくを通り越こして黒ずみつつあった。

「それに──いくら何でも早すぎる……今日が大規模探たん索さく作戦の決行日とはいえ……こんなに都合良く待ち構えていられるはずが……本当に、救務庁のメンバーなの……？」

　金髪男がニヤリと笑った。

「俺たちが救務庁以外の何に見えるってんだ？」

「予想を裏切って悪いな。我々は救務庁の正式なメンバーだし──この〝スポット〟を見つけたのは、単なる偶ぐう然ぜんだ。──ここでじっくりお前たちの正体を問い詰つめたいところだが、そうも言っていられない。もう一度、質問するぞ」

　無精ヒゲが真しん剣けんな表情に戻もどった。

「この〝スポット〟はどこに通じている？　罠は？　通っても安全なんだろうな」

　二人のレイダーを尋問する、屈くつ強きような男たち。

　蓮次は、見み逃のがさなかった。──彼らの視線が一瞬、ロッカールームの外に向けられるのを。冷静を装よそおう補助チームの間に、微び妙みような緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。

「……まさか」

　蓮次の頰ほおを、冷ひや汗あせが伝った。

「あんたら──追われてるのか？」

　ただでさえ最悪の状況に置かれているのに、新たな嫌いやな予感を覚える。

「そう思うなら、質問に答えろ。お前らも他人ひと事ごとじゃないぜ？」

　蓮次を拘束し、叶方に重傷を負わせて拷問する男たちの表情──ただのサディストに見えていたそれが、全く別のものに見えた。

　男たちは──追い詰められているのだ。

「このあたり……東京ドームシティは、お前たちの縄なわ張ばりか？　それなら、この外にいるＥＯＭのことも知ってるんじゃないか？　ヤツの特性を知ってるなら、それも教えろ」

　ＥＯＭ──。

〝クリティカル・エリア〟を徘はい徊かいする、謎なぞの生命体。

　否いな、生命体なのかどうかすら分からない。見た目や性質に統一感がないからだ。

　ただ、そいつらに共通しているのは、見つけた人類を必ず殺そうとすること。

　そして例外なく──人間が立ち向かうことすらできないような、絶対の捕ほ食しよく者しやであるということだ。

「ＥＯＭ……」

　押さえ込まれた蓮次の胸が、締しめ付けられるように息苦しくなった。

　異形の侵しん略りやく者しやたち、ＥＯＭに対する恐きよう怖ふは──レイダーとなって一年と八ヶ月もの間に、嫌というほど心身に刻みつけられている。

「近くを探索中に、タチの悪い追走型のＥＯＭに絡からまれてな。逃にげ道みちを探してる途と中ちゆうで、この〝スポット〟を見つけたっていうわけだ」

　もはや隠す気もないのか、ドレッドヘアが早口で言った。

「早いところ〝スポット〟を通って離り脱だつしたいところだが……レイダーの中には出入り口にえげつない罠を仕し掛かけてるのがいるからな」

「そろそろ時間切れが近いぞ。この〝スポット〟の向こうに、罠はあるのか？」

　時間切れ。

　すなわち叶方の限界が、近づきつつあった。すでに土気色になった表情には動きがなく、唇くちびるから漏れる吐と息いきもか細くなっていた。

「外にいるＥＯＭ──金色の光で攻こう撃げきしてくるＥＯＭの特とく徴ちようは？　どっちでもいい。答えられるほうに答えろ」

　どくん、と蓮次の心臓が高鳴った。

　金色の光を操るＥＯＭ。

　蓮次の脳裏を、金色の光──いや、蓮次を殺そうと執しつ拗ように迫せまる金色の糸がよぎった。

「分かった、答える！　罠はない！　そのＥＯＭのことも知ってる！　何でも話すから、早くカナにリペアを射うってくれ！」

　床ゆかの上で藻も搔がきながら、必死に訴うつたえる。

　今にも、彼のパートナーが息絶えようとしていた。

　修復ショット──他のショットによる変身を解き、なおかつどのような重傷であろうと〝スポット〟侵しん入にゆう時の状態まで回復できるそれは、死者には効果がない。

「金色の糸みたいなＥＯＭのことだろ！　気流を読んで襲おそいかかってくる、ヤバイやつだ！　俺も殺されそうになった！　あんたらの仲間が何人殺されたのか知らないけど、空気の流れに気をつけてゆっくり動けばやりすごせる！」

　男たちが、顔を見合わせた。

「いや──俺たちは最初から四人だ。被ひ害がいはない。ほとんどこちらに攻撃が当たらないから、目に見える攻撃以外の特性があるのか警けい戒かいしていたんだが……ヤバイやつだって？」

「は……？」

　男たちの意外な反応に、絶句する蓮次。

「──バカ……早く、逃げ……」

　男たちが話の食い違ちがいに困こん惑わくする中、叶方が真っ青な唇を動かした。

「喋しやべるな、カナ！　おい、早くリペアを射ってくれ！」

　なりふり構わず叫さけぶ蓮次の頭に、パラパラと細かい粉が落ちた。

　ロッカールームが、かすかに揺ゆれていた。

　いや、ロッカールームだけではない。

　蓮次たちがいる建物全体が、小さな衝しよう撃げきとともに震しん動どうしていた。

「なんだ、この揺れは……？　それに、この音は……」

　救務庁のメンバーが警戒する。

「みんな──勘かん違ちがいを──あいつは、なぜかレンを──狙ねらって──」

「うおおおっ！　早くカナにリペアを射てぇっ！」

「──追い込まれた、んじゃない──この辺りに〝スポット〟が──あると踏ふんで──探させられてたのよ──そいつ自身の代わりに──」

　虚うつろな目つきで、ブツブツと叶方が呟つぶやき続ける。

　その間にも、震動と衝撃音は大きくなっていき──。

「あの──金色の糸は──ＥＯＭじゃないわ──」

　一ひと際きわ大きな衝撃が、ロッカールームを揺らした。

　通路側の壁かべに、放射状の亀き裂れつが走った。

　床に押し倒たおされた蓮次の髪が、舞まい上がった。

　分厚いコンクリートの壁が、圧あつ倒とう的な衝撃とともに外側から破は壊かいされた。

　吹ふき込んだのは、激しい突とつ風ぷうと──。

「ショットを使っているだけの──人間よ……！」

　鮮あざやかに吹き込む、金色の糸の洪こう水ずいだった。
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　蓮次にのしかかっていた二人分の体重が消えた。

　金きん髪ぱつの男が、金色の糸に頭を撃うち抜ぬかれたのだ。金髪を鮮せん血けつで染めた男の遺体が壁に激げき突とつし、血の花を咲さかせる。

　ドレッドの男には砕くだけた壁の残ざん骸がいが命中した。悶もん絶ぜつして床に転がるドレッド。

　ロッカールームに空いた大穴から、次々と金色の糸が舞い込む。

「〝スポット〟が……！」

　キャップ帽ぼうの男が叫んだ。

　衝撃で天てん井じようの一部が崩くずれ落ち、〝スポット〟を埋うめてしまっていた。

「穴の前に立つな！　ショットを使え！」

　リーダーの無ぶ精しようヒゲが、強化ショットを自らに射ちながら叫んだ。

　キャップ帽の男が、赤い注入器を腕うでに刺さした。元から変身していたドレッドヘアも含めて、男たちの頭に赤く輝かがやくホーンが生える。

「カナ……！」

　最初から地面に伏ふせた状態だった蓮次は、奇き襲しゆうの被害を受けていなかった。

　床に投げ出された叶方に呼びかけるも──。

「──」

　パートナーの少女はぐったりとしたまま、ピクリとも動かない。

　もう、一刻の猶ゆう予よもない──。

「くっ……！」

　金色の糸と怒ど号ごうが飛び交かう中、蓮次は地面を蹴けった。

　壁かべ際ぎわに崩れ落ちた遺体に飛びつく。金髪男の成れの果ての身体からだをまさぐり、制服に備え付けられたソケットから変身ショットを無造作に抜き取る。

　強化ショットが二本、感覚センスショットが一本、修復ショットが三本の計六本だ。

　すぐさま振ふり返り、駆かけ出す。

「うおおぉっ！」

　金色の糸が舞い込む空間を、一直線に横切る。

「死ぬなっ！　カナ……！」

　コンクリートの破片が蓮次の頭を打った。だが彼は怯ひるまない。

「ショット！」

　叶方の身体に飛びつき、青いショットを少女の身体に射つ。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

「うぶっ──」

　蓮次の腹部を、熱い衝撃が貫つらぬいた。

　背後から迫った金色の糸が、蓮次の腹を貫いたのだ。彼の視界が真っ赤な自分の鮮血で染まり、持っていたショットが宙に舞い上がる。

　ゆー姉──。

　急激に遠ざかる意識の中、真っ赤な視界に入ったのは──。

　彼のせいで消え去った、年上の想おもい人びとの笑顔。

　そして、その幻げん影えいの中から生えた、二本の腕だった。一本は傾かたむく蓮次の身体を支え、もう一本は舞い上がった青いショットを摑み取る。

「ショット！」

　弓家叶方だ。

　蓮次の射った修復ショットが間に合ったようだ。一いつ瞬しゆんにして全快した少女が、今にも鼓こ動どうを止めようとしていた蓮次に修復ショットを射ち込む。

　注入器から体内に、青い液体が流れ込む感覚。自分の身体が青い輝きに包まれ、腹に空いた穴が塞ふさがっていく。飛び散った鮮血も、跡あと形かたもなく消えていく。

「伏せて……！」

　回復した蓮次を、叶方が押し倒した。

　蓮次と叶方、二人は抱だき合う形で瓦が礫れきの陰かげに隠かくれる。

「……」

　やむを得ない状じよう況きようとはいえ、気まずい表情で見つめ合う二人。

　先に目を逸そらしたのは叶方だった。妙みような勝利感を覚える、蓮次。

「う、動き回ったら敵の思うつぼよ！　あの敵──〝ツイスター〟は、こちらの動きを気流で感知して、狙ってきてるんだから！」

　叶方が叫んだ。彼女は金色の糸を〝ツイスター〟と名付けたようだ。

「黙だまっていろ！　あれはＥＯＭだ！」

　外側から削けずられて大きくなる一方の大穴のそばで、無精ヒゲのリーダーが怒ど鳴なった。

「感覚ショットを使って、何度もこの周囲を警戒した！　しかし、この〝スポット〟の周りに人間がいる気配はなかった！　クリプテッドもだ！」

「私たちが思っている以上に、遠くから攻撃してるだけよ！」

「射線も通っていない敵に対して、遠えん距きよ離りから攻撃？　敵は感覚ショットと強化ショットを同時に使っているとでもいうのか？　あり得ない！」

「それは……！」

　叶方が口をつぐんだ。

　感覚ショットと強化ショットは、同時に使用することができない。どちらかを使った状態でもう一方を使用すると、後から使ったほうの効果が打ち消されてしまうのだ。

　ショットの効果の上書きはできない。

　それは救務庁やレイダーたち、〝エリア〟を生きる者の常識である。

「俺は、カナを信じる」

　蓮次は言った。思い当たる部分もある。

　切り札である〝アングリィ〟化も使わずに、一度は逃にげることができたことだ。

「他ほかのＥＯＭと比べて、この敵は、ほんの少しだけ──生温い気がする」

　何度も殺されかけておきながら言える台詞せりふではないが、とにかくそう感じるのだ。

「ええ。それに〝ツイスター〟は、きっとレンを狙ってるんだわ」

「は？　俺を？　なんでだよ……！」

「理由までは、分からないわ。自分の獲え物ものだとでも思ってるのかも。この前、この辺りで逃がしたものだから、近くに〝スポット〟があると予想して張り込んでたのよ」

「噓うそだろ……そのあたりの〝こだわり〟が、敵が人間だって言う根こん拠きよなのか？　ＥＯＭは見境がないだけで、決まった誰だれかを狙うなんてないもんな。でも──」

「敵のショットの使い方が分からない。──ううん、全く予想できないわけじゃないけど、それを口にしたら、ますます説得力がなくなりそうで……」

〝ツイスター〟からの攻こう撃げきは、勢いが収まる気配がなかった。

　また一人、キャップ帽の男が頭を撃ち抜かれて倒れる。

　彼らは撤てつ退たいするというが──密室であるロッカールームに退路はない。建物の外へ脱だつ出しゆつするには、金色の糸の通り道である大穴を通るしかないのだ。

「でも、今はそれよりも──」

　叶方が顔つきを変えた。蓮次を押しのけ、匍ほ匐ふく前進をして壁際に移動する。

　少女が詰つめ寄ったのは、頭から出血させて倒れたドレッド頭だった。

「さっきと立場が逆になったわね。リペアを射って欲しい？」

「うぅ……くそっ……」

　ドレッドが顔を歪ゆがめた。毒づくも、指一本動かすことができずにいる。

「喋れるのね、良かった。でも見たところ、重傷よ。──リペアが欲しいなら、私の質問に正直に答えて。噓や誤ご魔ま化かしは見み抜ぬけるし、くだらない駆け引きをしている状況じゃないのは、分かってるわよね」

　脅きよう迫はくする叶方を、蓮次は止めなかった。

　口では何と言っても、彼女はお人好しだ。ドレッドを見殺しにするようなことは百パーセントあり得ないし、彼自身、気になっていることもある。

「さっき、あなたたちは──私たちがここに現れたのを〝狙い通り〟って言ったわね」

　それだ。

　蓮次も、彼らのその言葉が気になっていた。

「あれは、どういう意味？」

　救務庁が今日、〝クリティカル・エリア〟にいる意味。

　第三次大規模探たん索さく作戦と称しようし、彼らが総力を投じたのは、失しつ踪そう者しやの手がかりを得るため。あるいは〝クリティカル・エリア〟解明のヒントを得るためだったはずだ。

　しかし実際に眼がん前ぜんにいる彼らは、別の狙ねらいがあるかのように言った。

「……ははっ」

　ドレッドが嘲ちよう笑しようを浮うかべた。侮あなどられたと見た叶方が、目を細める。

「見殺しにするわけがないと思ってるの？　ついさっきまで自分たちが拷問していた相手が、命を握にぎってるのに？」

　叶方はお人好しだ。決して見殺しにはしない。──はずだ。

「──どうして救務庁が……あんなに派手に動いてるのか……不思議に思わなかったのかよ……」

　苦しげな喘あえぎとともに、ドレッドが言った。

「第三次大規模……探索作戦なんて……おおっぴらに決行日を宣言してまで……過去二回と同じように……ショット目当てのレイダーが出てくると分かってるのに」

　疑問に思わなかったわけではない。むしろ戦争になると分かっていながら作戦を決行する救務庁を、叶方といっしょに非難していたくらいだ。

「何が言いたいんだ？　おい──」

　蓮次は眉まゆ根ねを寄せるも、叶方の反応は違った。

　彼のパートナーは、凍こおりついたように目を見開いていた。

「さすがにＫＡＮＡＴＡは気づいたみたいだな……あんたのファンだぜ……」

「カナ？　どうしたんだ？」

　蓮次が問いかけると、叶方がポツリと呟つぶやいた。

「救務庁の本当の狙いは、私たち──レイダー？」

　ドレッドがニヤリと笑った。

「重役出勤の正規チーム様は、ともかく……俺たち補助チームは……二日前から、とっくに行動を開始してたんだよ……」

「……！」

「今日、現れる馬ば鹿かなレイダーどもを待ち伏ぶせして……一いち網もう打だ尽じんにするためにな」

　そこまで説明されれば、鈍にぶい蓮次といえど理解できた。

「な、何、言ってんだ、お前──」

　だが感情が追いつかない。納得できるはずがなかった。

「救務庁は、失踪者を助けるのが使命だろ？　なんで、それがレイダーの話になってるんだよ……そんなことしてるヒマがあったら、失踪者を捜さがせよ！」

　動けないドレッドに摑つかみかかる蓮次。

　金色の糸が彼の頭をかすめて、背後にあるロッカーを粉ふん砕さいした。

「……〝クリティカル・エリア〟は危険だ……まずは、ここを完全に封ふう鎖さして……分ぶん析せきする必要がある……抜ぬけ道みちを使うレイダーは……何を外の世界に持ち出してしまうか分からない……そう……いつか、ＥＯＭでさえ……〝エリア〟の外へ……」

　レイダーが、ＥＯＭを〝エリア〟の外へ持ち出す──。

　あまりに馬鹿げた妄もう想そうだ。

「そんなこと、あるわけ──」

　怒鳴りかけ、ハッとする。

　蓮次は、それをくだらない妄想とは言えないのだ。

〝アングリィ〟というＥＯＭを内に抱かかえながら、〝エリア〟を自由に行き来しているのは──他ならぬ蓮次である。

　救務庁側にも、蓮次と同じような存在がいたとすれば。

　ＥＯＭが〝エリア〟の外に持ち出されるという危き惧ぐを抱いだいても──不思議ではない。

「救務庁は……失踪者を、捜していない？」

　叶方が、惚ほうけた顔で呟いた。

　第三次大規模探索作戦がレイダーを捕つかまえるための罠わなだとしたら──否いな、それ以前から、救務庁の狙いが〝クリティカル・エリア〟の完全封鎖だったとしたら。

　救務庁は、そこに残された失踪者を捜したことなど、今までに一度もなく──。

「うおおおおおっ！」

　気がつくと、蓮次は涙なみだを浮かべてドレッドにのしかかっていた。

「どれだけの人間が、お前ら救務庁に期待してると思ってるんだ……！　何百万人も消えたのに、お前らしか頼たよれずに……いつか消えた人たちを取り戻もどしてくれるはずだって！」

　蓮次の周りでも、東京厄やく襲しゆうと〝エリア〟の話題は事欠かない。

　だが誰もが、最後は決まって言うのだ。

　失踪者の家族──大郷夢衣の両親でさえ、同じ言葉を口にして耐たえている。

　救務庁に任せよう、と。

　この国にいる誰もが、祈いのりにも近い思いを込めて、そう言っているのだ。

「……その何倍もの人間が……〝エリア〟を怖おそれてるんだよ……」

　金色の糸が飛び交かう中、ドレッドは皮肉げな表情を変えなかった。

「〝エリア〟の外に……何億人いる……？　助かるかどうかも分からない数百万人のために……ＥＯＭが外に解き放たれるというリスクを怖れるのは……当然だ……」

「当然？　当然だと？　数百万人を見捨てるのかが？」

「そうだ……それができないのが、お前らレイダー……自分勝手な願望のために、何億、何十億人も危険に晒さらすような──」

　ドレッドが言い放つ。

「人類の敵だ。お前らはＥＯＭと何も変わらない……」

　ぴくり。

　蓮次の顔の右側が、わずかに痙けい攣れんした。

　彼を人類の敵と言う、ドレッドの言葉を否定はしない。実際、どれだけ多くの人々に危険が及およぼうとも、蓮次は大郷夢衣たった一人を選ぶ覚かく悟ごを持っている。

　蓮次は人類の敵かも知れない。

　だが、同時に理解した。

　そんな蓮次の邪じや魔まをするという、救務庁という組織は──。

　蓮次の、敵だ。

「──ショット」

　叶方が修復ショットをドレッドに射ち込んだ。

「……！　カナ！」

「まだ聞きたいことがあったけど──時間切れよ」

　ドレッドの容態が悪化したわけではなかった。

　ロッカールームにいる生き残りが、蓮次と叶方、そしてドレッドだけになったのだ。

　大穴を見ると、首を撃うち抜かれた無ぶ精しようヒゲが倒たおれるところだった。

　しかし、金色の糸──〝ツイスター〟の攻撃は止まない。

「動く人間がいなくなったから、いよいよ本格的にこの建物を破は壊かいするつもりよ。念入りに周囲一帯を更さら地ちにした後、私たちの──レンの死体を見物に来る気なのかも」

　叶方は冷静だった。青い輝かがやきに包まれるドレッドを見る。

「あなたも……協力してください」

「カナ！　なんで、こんなヤツと──」

　怒いかりに任せて抗こう議ぎする蓮次の腕うでを、叶方が摑んだ。

「お願い」

「……っ！」

　苦楽を共にしたパートナーだからこそ、分かる。

　指示でも命令でもなく、懇こん願がんする少女。

　表面上は冷静を装よそおっているが、彼女もまた蓮次と同様に揺ゆれ動いている──。

「悪いが……あれはどう見ても、ＥＯＭに見えるぜ」

　拒きよ絶ぜつしたのは、ドレッドだった。

「ＥＯＭからは逃にげるしかない。あんたらは、どうするっていうんだ」

「あれは、人間です。だから私たちで連れん携けいをとって脱だつ出しゆつします」

　叶方とドレッドが睨にらみ合った。

「場合によっては──戦せん闘とうもあり得ます」

　議論し合う時間も余よ裕ゆうもないことは、この場にいる全員が分かっていた。

「……俺はあんたのファンだが、心中したいほどじゃない」

　ドレッドが強化ショットを自らに注入した。

「それにあんたらにとっちゃ、俺が生きていても困るだけだろ。お前らの素性を知ってるんだからな。最後は結局、どちらかが裏切ることになるさ」

　額から赤く輝くホーンを生やしたドレッドが、地面を蹴けった。仲間たちの死を見て、隙すきを窺うかがうのは無意味と判断したのだろう。強化した脚きやく力りよくで逃げ切るつもりだ。

　大穴から飛び出したドレッドを、金色の糸が狙った。

　一いち撃げき目は、加速するドレッドの後方に置き去りにされた。

　二撃目は、ドレッドのすぐ後ろを通過した。

　三撃目は、誤差を修正した金色の糸がドレッドのこめかみに命中した。

　視界の中で弾はじける血ち飛沫しぶきから、叶方が目をそらした。

　芸能人のＫＡＮＡＴＡがレイダーだった。──その事実を知る者は、これで全ぜん滅めつした。

　だがそれを素直に喜ぶには、あまりに無残すぎる光景である。

「……味方なんていないって、分かってた」

　少女が、呟いた。

「でも、まさか──救務庁まで、失踪者を捜す気がなかったなんて……」

　叶方はやはり、ショックを受けていたようだ。

　蓮次も同じだ。救務庁には頼らないと誓ちかったが、心の奥では期待していた。

　もし自分たちが失敗しても、いつかは救務庁が──。

　ただの甘えかもしれないが、蓮次と叶方がそう考えていたのも確かである。

「いよいよ、俺たち二人しかいないってわけだ」

　もう、一切の甘えも許されない。

　蓮次たちが失敗すれば──永遠に、失った人を取り戻すことはできなくなる。

「俺たちで、やるしかない」

　建物を破壊する衝しよう撃げき音おんが響ひびく中、蓮次はゆっくりと拳こぶしを突つき出した。

　元の世界の味方はなく、〝エリア〟内にも敵しかいない。

　だが、目の前には──頼りになるパートナーがいる。

　ここまで追い込まれても、彼女が彼と同じ意思を持っているならば──。

「……」

　戦うことができる。

　力強さを取り戻していく叶方の瞳ひとみを見て、蓮次は確信する。

「やろう、私たちで」

　叶方がはっきりと言い、蓮次と拳こぶしを合わせた。

　二人は〝ツイスター〟に捕ほ捉そくされないよう、慎しん重ちように補助チームのメンバーが残したショットをかき集めた。

　強化ショット二本、感覚ショット二本、修復ショット四本が集まった。

　修復ショットが多いのは、それだけ生存確率が上がって良いのだが──。

「強化ショットが二本だけじゃ、〝アングリィ〟化できない……！」

「いいえ、もし三本あっても〝アングリィ〟化するのは危険よ。敵の居場所が分からない以上、どこに飛ぶかも分からないし……もし本当にレンが目をつけられてるんだとしたら、私たちはずっと前から監かん視しされてた可能性だってある」

「監視されていたら、マズイのか？」

「〝アングリィ〟を見られてる可能性がある」

「……！」

「もし見られていたとしたら、敵も対策を考えているでしょうね。〝アングリィ〟は単独の敵に対してしか攻撃できないから、敵が一人じゃなかった場合──下手に攻撃したら、レンが一人で敵地のど真ん中に孤こ立りつすることになる。むしろ、それが狙いかも……」

「……人間相手となると、やっかいだな。じゃあ、どうする？」

「最初からするつもりだったことを、するしかないわ」

　蓮次と叶方が、今日ここにやって来た時からするつもりだったこと。

　それは、たった一つしかない。

「強行突とつ破ぱよ」

　ゴーグルをかけ直し、お互いの通信ケーブルが繫つながっていることを確認する。

　重量のあるバックパックは、蓮次が背負った。

　建物が削けずり取られて小さくなっていく中、二人は肩かたを並べる。

「先行して、レン。ここからはもう立ち止まれないわよ」

「任せろ。もう──ヘマはしない」

　見つめ合い、二人は同時に注入器を振ふりかぶった。

　蓮次は強化ショットを。

　叶方は感覚ショットを。

「ショット！」

「ショット！」

　自らの身体からだに、注入した。







　　　　０４




　蓮次の左ひだり眼めが、赤い輝きを放った。頭部の左側から深しん紅くのホーンが生え、左半身に輝くラインが浮うかび上がる。

「いいぞ、カナ！」

「戦せん闘とう隊形！　お互いの距きよ離りは三十メートルを維い持じ！　ルートは随ずい時じ、指示する！」

　叫さけぶ叶方の双そう眸ぼうも、緑色に輝いた。頭部に生やしたホーンに手を当て、周囲の音を確認した上で号令を下す。

「ゴー！」

　蓮次は地面を蹴った。壁かべの大穴に突とつ入にゆうする。

　直後、金色の糸の洪こう水ずいが大穴を襲おそった。

　蓮次たちがまだ生きていると確信した上で、痺しびれを切らすのを待ち構えていたのだ。

　しかし予想していたのは、蓮次たちも同じである。

　蓮次は強化した脚力で跳ちよう躍やくし、身をひねって金色の糸をかわす。建物の外に着地して、すかさず周囲を目視で警けい戒かいする。

「──クリア！」

　紫むらさき色いろの霧きりが漂ただよう東京ドームシティは、あいかわらず無人の静せい寂じやくを保っていた。

　変わったのは、蓮次たちの〝スポット〟がある建物だけだ。外から見ると壁と天てん井じようの半分が崩ほう壊かいし、砕くだけたコンクリートの山と化していた。

『25番ゲートに突入！　遮しや蔽へい物がない外は危険よ！　球場を抜ぬけて敵を振ふり切きる！』

「了りよう解かい！　しっかりついてこいよ、カナ！」

　瓦が礫れきにひっかからないよう、通信ケーブルを操あやつりながら駆かけ出す。

　身体を揺さぶって走る蓮次に、金色の糸が次々と襲いかかった。避けきれなかった糸が蓮次の肌はだを切り裂さくも、彼のスピードは落ちない。

　後方で、叶方が大穴から飛び出した。

　金色の糸に狙ねらわれるも、蓮次と同じ動きをしてかわす少女。腕わん力りよくや体力では蓮次に劣おとる彼女だが、短時間における運動能力に関しては心配無用である。

「ゲート通過！　クリア！」

　巨きよ大だいなドーム設備の入り口、25と書かれた文字の下を通過する蓮次。

『私も続く！　そのまま先行して！』

「了解！」

　左手で逆手に持ったライトを口元に構え、右手でナイフを持つ。

　戦闘指南役の元傭よう兵へいから教わった構えだ。左手で急所の喉のどを守りつつ、いざとなったらライトを口にくわえて左手を自由にすることができる。

　暗い通路を走り抜ぬける、蓮次。

『〝ツイスター〟が攻撃を続けてる！　外がい壁へきが破壊される前にスタジアムへ！』

「大だい丈じよう夫ぶか？　スタジアムは……」

『分かってる！　でも外よりはマシよ！』

　叶方の指示に従い、蓮次は通路を進んだ。

　出口には、すぐに辿たどり着いた。蓮次はライトをしまって通路から飛び出す。

　差し込む明かり。

　待っていたとばかりに──視界を埋うめ尽つくす、金色の閃せん光こう。

「……ッ！」

　右に傾かたむけた頭、限界までよじった背中、跳躍して真横に浮いた脚あし。

　その全すべてをかすめて、金色の糸が通路出口の壁や床ゆかに命中した。

　空中で身体を一回転させて、着地する蓮次。

「──クリア！」

　彼の視界に拡ひろがったのは、すり鉢ばち状に並んだ無数の観客席。

　巨大な空間の中央に収まった、枯かれ枝えだだらけの野球競技のグラウンド。

　東京ドーム球場だ。

　全天候型の多目的スタジアム──だった空間である。

　かつては何万人もの観客で賑にぎわっていたドーム球場も、〝クリティカル・エリア〟に吞のみ込まれた時点で荒こう廃はいし、見る影かげもなくなっていた。

　特に天井の一部が崩壊し、そこから明かりが差し込んでいる光景には哀あい愁しゆうすら感じる。

『二階観客席を通って、ホーム側へ！　正面ゲートに抜けるわ！』

「天井の穴も、相変わらずだ！　ここも外と変わらないんじゃないか？」

　言われた通りに走りながら、蓮次は叫んだ。

『外との接点は天井の穴だけ！　あんな上空から私たちに繫がってる気流はないはずだから、こっちの居場所は分からないはずよ！　そうなったら〝ツイスター〟は通路の出入り口に狙いを絞しぼるか──』

　叶方の言葉が終わるよりも先に、明かりがないはずのスタジアム内が明るくなった。

　天井に空いた穴から、金色の雨が降り注いだのだ。

『めちゃくちゃに攻撃して、力ずくで気流を作ろうとする……！』

　輝かがやくシャワーが、スタジアム内を破は壊かいした。

　観客席に穴が空き、砕けたシートや柵さくの一部が舞まい上がった。地じ響ひびきがドーム全体を襲い、コンクリートの粉ふん塵じんで視界が塞ふさがれる。

「う──うおおおっ！」

『スピードを落とさないで！　敵が私たちの場所を特定する前に通過するわよ！』

　頭上からは黄金の雨と、砕けた天井部分の資材。

　足元からは舞い上がる粉塵と、飛び散るシートの残ざん骸がい。

　破壊音と衝撃に包まれた観客席を、一気に駆け抜ける。

「カナ、無事かっ!?」

　叶方の体力が心配だった。感覚ショットは広こう範はん囲いの索さく敵てきを可能とするが、運動能力や体力を強化することはできない。

『はあっ……はあっ……こっちを気にしてる余よ裕ゆうがあったら、先を急いで！』

　叶方が叫んだ。

『進行方向で衝撃音と崩壊音！　球場からの出口が壊こわされた……！』

「なっ……！　どうするんだ！」

『一時方向、四階席から空気が抜ける音が聞こえる！　壁の一部が崩壊したんだわ！　そこから脱だつ出しゆつする！　レン、リフト準備！』

「了解！」

　蓮次はスタンドを駆け上がり、上下段の観客席を隔へだてる壁の前で待ち構える。

『行くわよ、三、二、一──』

　粉塵の中から、叶方が現れた。

　蓮次は中ちゆう腰ごしに構え、左ひだり肩かたに自分の左手を乗せる。

「ゼロ！」

　叶方が蓮次の肩に飛び乗った。蓮次は左手で彼女の靴くつを受け止め、上に放り上げる。

　少女の身体が、宙を舞った。

　高い壁を跳とび越こえ、無事に上段の観客席に着地する叶方。

「よし！」

　蓮次も強化した脚きやく力りよくで跳躍し、叶方の後に続く。

　上段の客席に着地すると、すでに叶方は前方に向かって走っていた。

「──あそこの穴から脱出する！　先に行って、受け止めて！」

　四階観客席、天井に近い壁の一部が崩壊しているのが見えた。

「分かった！」

　蓮次は叶方を追い越し、観客席を駆け上がり──。

　崩壊した壁から、スタジアムの外へ飛び出した。

　再び紫色の霧に覆おおわれた空の下に躍おどり出た蓮次を出で迎むかえたのは──急きゆう勾こう配ばいの傾けい斜しやで地上と繫がる、東京ドームスタジアムの屋根だった。

「くっ……うおああっ！」

　駆け下りようとした蓮次だが、すぐに足をとられてしまう。

　屋根の上をバウンドしながら転がり──勢いよく地面に激げき突とつする蓮次。ショットで肉体を強化していなければ、全身の骨を折っていただろう。

『きゃっ──』

　スピーカーから、叶方の押し殺した悲鳴が聞こえた。

　顔を上げた蓮次の目に、東京ドームの屋根を転がる少女の姿が映った。立ち上がって両りよう腕うでを拡げる蓮次の元に、少女が落下する。

「ぐっ……！　大丈夫か、カナ？」

　蓮次が受け止めるなり、叶方が彼の腕から地上に降りた。

「──し、周囲に異音なし。今のうちに、ここから離はなれましょう」

　顔を歪ゆがめながらも、前に向かって足を踏ふみ出す叶方。

「今なら、〝ツイスター〟は私たちを見失ってるわ……！」

　言われて、蓮次は東京ドームを見上げた。

　天井に空いた大穴から、次々と金色の糸が内部に流れ込んでいく光景が見えた。

「ＥＯＭは誰だれもいない場所を攻こう撃げきしたりはしない……本当に、人間だったのか」

　叶方の言葉を信じていなかったわけではない。

　しかし今なおドーム全体を震ふるわせるほどの攻撃を繰くり返しているのが、人間の仕し業わざとは──証しよう拠こを見せつけられても、信じたくない事実である。

「ＥＯＭじゃないにしても化け物だ。なんでそんなヤツが、俺を……？」

「レン！　いいから、早く先行して！」

　パートナーの叱しつ咤たで、蓮次は我に返った。

　今は一秒でも早く浅草へ──否いな、スカイツリーを目指すことが最優先だ。

　正体不明の人間と戦っている余裕など、今の蓮次たちにはない。

「分かった、行くぞ！」

「ゴー！」

　蓮次は東京ドームシティの敷しき地ちを駆け抜ける。

　普ふ段だんの慎しん重ちような探たん索さくスタイルではなく、今は戦闘態勢を維持した上での強行軍だ。頭から輝くホーンを生やした二人は、あっという間に敷地の出口に到とう達たつする。

『正面、外そと堀ぼり通り！　自動車の陰かげに二体の四つ足の気配！』

「了解！」

『接敵まで、三、二、一──』

　蓮次は東京ドームシティの敷地から脱出し、外堀通りに飛び出した。

　同時に、犬型のクリプテッドが蓮次に襲おそいかかった。広い車道に放置された自動車の陰に潜ひそんでいた二体である。

　不意打ちを想定していた蓮次は、一体のクリプテッドにカウンターのナイフを突つき刺さした。もう一体の頭部を強化した左手で摑つかみ、地面に叩たたきつけて潰つぶす。

「クリア！　他に、敵の気配は？」

「敵の……気配ですって？」

　蓮次の元に追いついた叶方が、疲ひ労ろうした顔で頭部のホーンに手を当てた。

「あちこちから、聞こえるわ。この近くではないにしろ……」

　蓮次はつられて、顔を上げた。

　広い都道から見み渡わたす、都心のはるか遠方で光が弾はじけた。

　また別の方角からは、巨大な火柱のようなものが上がるのが見えた。

　空の一部を緑色の雲が覆い、緑色の雷らい雨うに包まれているのも見える。

「救務庁とレイダー、クリプテッド……それにＥＯＭ。今の〝クリティカル・エリア〟で、戦場になってない場所なんてないわ……」

「……」

　戦場と化した都心で、立ち尽くす二人。

　かくいう蓮次と叶方も、すでに全身傷だらけだ。ショットに余裕もないため、リペアを使うわけにもいかない。

「……怖こわいな」

　ぽつり、と蓮次は本音を漏もらした。

「うん」

　叶方が素直に頷うなずいた。

　ＥＯＭという怪かい物ぶつが、恐おそろしい。

　クリプテッドすらも怖い。〝ツイスター〟のように目的も分からないまま、襲ってくる人間にも恐きよう怖ふを覚える。

「どいつもこいつも、わざわざこんなに怖い世界に侵しん入にゆうしておいて──〝ハーメルン〟を目指してるのは、俺たちしかいないのか」

　蓮次はナイフを握にぎる手に、力を込める。

「この〝クリティカル・エリア〟だけじゃないわ。きっと、外の世界を含ふくめて──」

　叶方が、東北方向の空を見た。

「私たち、二人だけ……」

　救務庁は当てにできない。

〝アングリィ〟という切り札を持たない、他のレイダーたちも同じだ。

　今、この世界で失しつ踪そう者しやを取り戻もどそうとしているのは──。

　見つめる先にある、崩くずれた斜しや塔とうを目指しているのは──。

　蓮次と叶方、二人しかいない。

「行こう、カナ」

「ええ、レン」

　二人は外堀通りを走り出した。

　神かん田だ川がわに沿って伸のびる都道を東進し、秋あき葉は原ばらを抜ぬけて、浅草へ──。

　いや、スカイツリーへ辿たどり着くために。

『マズイ……！』

　放置自動車の間をすり抜けるうちに、後ろを走る叶方が呻うめいた。

「どうした!?」

『東京ドームの破壊音が止やんだわ！　私たちが脱出したのが〝ツイスター〟にバレた！』

「……！」

『──回かい避ひ！』

　叶方が叫さけんだ。蓮次は真横に身を投げ出す。

　空から飛来した金色の糸が、紙一重で蓮次のそばを突き抜けた。金色の糸に射い貫ぬかれた自動車が、衝しよう撃げきとともに宙に舞い上がる。

「も、もう見つかった……!?　いくらなんでも、早すぎるだろ！」

『やっぱり……！　索さく敵てき範はん囲いがバカみたいに広いだけじゃない──私たちのルートが完全にバレてる！　私たちが浅草方面に向かうことを知ってるんだわ！』

　蓮次がはじめて〝ツイスター〟に狙ねらわれたのは、浅草だった。

　敵は、彼が再びその地へ向かおうとしていることを知っている──。

『私じゃ、何度も避よけきれない！　レン、悪いけど派手に動いて〝ツイスター〟を引きつけて！　他の敵の警けい戒かいは、私がやる！』

「了りよう解かい！」

『ショットの余裕は、もうない……！　このまま進むしかないわ！　秋葉原の様子次第で、万まん世せい橋ばしを渡わたるかどうかを──』

　叶方が言葉を切った。

『後方で戦せん闘とう音おん！　五時方向、神田川！』

「なにっ？」

　自動車を盾たてにし、金色の糸を回避する蓮次。障害物にひっかからないよう左手で通信ケーブルを操あやつりながら、後方を振ふり返る。

「──」

『──』

　蓮次は絶句して、その光景を見上げた。

　叶方の顔は見えないが、彼女もまた愕がく然ぜんとしているのが気配で分かった。

　パートナーの言った通り、外堀通りに沿って流れる神田川で──。

　魚が、跳はねた。

　かなり距きよ離りが離れている蓮次たちに、その光景が見えた理由は単純だ。

　魚の大きさが、尋じん常じようではないからだ。鯨くじらよりも大きいどころか、神田川の幅はばよりも大きいかもしれない。古代魚のアロワナのように細長い躰からだは鎧よろいのような鱗うろこに覆われ、頭部には巨きよ大だいな紐ひも状の角が生えている。

　思わず立ち尽つくす蓮次の耳に、我に返った叶方の声が響ひびいた。

『回避！』

　もはや条件反射だった。

　間かん一いつ髪ぱつ、頭を下げた蓮次の頭上を、金色の糸が突き抜ける。

「あ──あれも、ＥＯＭ……なのか？」

　再び走り出しながら、蓮次は呻うめく。

『神田川にあんなのが潜んでたなんて……！　救務庁かレイダーか知らないけど、寝ねた子を起こしたどころの騒さわぎじゃないわ。あの魚の進路──私たちと同じじゃない！』

「どうする!?　外堀通りを離れるか？」

『──いいえ、このまま走るわよ！　横道に逸それて〝ツイスター〟に袋ふくろ小路こうじに追い詰つめられたくないし……魚とはまだ距離がある！』

「あの魚に、逃にげ勝つ気か……？　あれが泳ぐスピードも分からないのに」

『途と中ちゆうでルート変へん更こうするわ！　少なくとも、神田川はもう渡わたれない……！』

　神田川を渡ることができなければ、その先にある靖やす国くに通りも使えない。

　首都高速道路に乗ることもできない。先日、二人が殺されかけた〝ドッペルゲンガー〟というＥＯＭが、まだその付近を徘はい徊かいしているかもしれないからだ。

　一年八ヶ月もの月日をかけて構築したルートが、ほぼ全ぜん滅めつである。

『こうなったら秋葉原を抜けるしかないわ！　あそこはクリプテッドも多いし、今いま頃ごろ、激戦区になってるでしょうけど……何とか抜け道を探しましょう！』

　ぶっつけ本番で新しいルートを進むのは、危険極きわまりない。

　だが、どんなに危あやうかろうと、目に見えるＥＯＭに近づくよりは安全に違ちがいない。

「ぐうっ……！」

　しかも今の蓮次たちには姿の見えない敵、〝ツイスター〟もいる。

　致ち命めい傷しようは避さけられているものの、蓮次の身体からだに刻まれる裂れつ傷しようは増える一方だった。

『魚が加速したわ！　もう外そと堀ぼり通りは、ムリ……！　次の交差点を北へ！』

「くそっ……！」

　外堀通りの先、工事現場のある交差点が前方に見えた。

　蓮次は魚型のＥＯＭを警けい戒かいし、後方を振り向く。

「うっ──」

　それが油断に繫つながった。金色の糸が、ついに彼の背中を切り裂さいた。

『レン！』

　もんどり打って倒たおれる蓮次の耳に、叶方の声が響ひびいた。

「来る……なっ……！」

　背中が熱い。起き上がろうとしても、脚あしに全く力が入らなかった。

　重傷だ。〝ツイスター〟からの次の攻こう撃げきは避けられないだろう。

　しかも──。

『……人の気配！　左の工事現場よ！』

　叶方が鋭するどい声で叫さけんだ。

『待まち伏ぶせされてた!?』

　最悪のタイミングで、新たな襲しゆう撃げき者しやの登場である。

「……ッ！」

　蓮次は震ふるえる左手で、修復ショットを引き抜いた。

　今すぐに怪け我がを癒いやし、新たに強化ショットを射うって、敵を迎むかえ撃うつ。

　そのような素早い対処が、重傷を負った今の蓮次にできるはずもなく──。

「──」

　蓮次の視界に、金色の輝かがやきが閃ひらめいた。

　しかし、それが彼を撃ち抜こうとした直前。

「レンさん、危ないっ！」

　工事現場から飛び出した人ひと影かげが、蓮次を突つき飛とばした。

　その人物は意外にも、蓮次が知っている少女だった。

　だが蓮次が驚おどろくよりも先に──。

「……ッッ！」

　蓮次の身み代がわりになった少女に、金色の糸が直ちよく撃げきした。
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『間もなく指定の時間となります。救務庁正規チーム及およびサポートチームは、〝スポット〟の前で隊形を組んでください』

　神か奈な川がわ県内にある、救務庁認定〝スポット〟。

　高さだけでも五メートルはありそうな紫むらさき色いろの濃のう霧む。それは国内で確認されている〝スポット〟の中でも最大規模のものだ。周囲は外敵に備えて、分厚いアスファルトの壁かべと天てん井じようで囲われている。

『〝クリティカル・エリア〟への侵入は、マニュアルに従って──』

　紫色の濃霧の前に並ぶのは、白い制服に身を包んだ人々。

　日本政府が認めた、選えりすぐりの精せい鋭えいたちである。

　そして、その先頭に立つのが──彼女だった。

『人工衛星ヒマワリが先導します』

　小こ柄がらな身体にフィットした、白い制服。その上から大型のヘルメットをかぶった様は、これから深海に潜もぐっていこうかという重装備である。

〝人工衛星ヒマワリ〟。

　彼女がそう呼ばれるようになったのは、一年以上前のことだ。

　それ以前の自分の名は──分からない。

　彼女の記き憶おくにある最初の光景は、二年前にさかのぼる。

　東京厄やく襲しゆうと呼ばれる、あの未み曾ぞ有うの災害が発生した瞬しゆん間かん。

　──ゆー姉ぇぇえええっっ！

　覚えているのは、あの時に聞こえた一人の少年の叫び声だけだった。

　その後、彼女は気がつくと仮設の救護所に横たわっていた。そこで安静にしていると、救務庁という組織の人間がやって来て──〝実験〟と〝検証〟の対象となった。

　彼女はされるがままにされた。

　彼らは実験の成果に不満だったようだ。頭を捻ひねって、彼女には分からない議論を経た後に──彼女を、〝クリティカル・エリア〟に放り込んだ。

　彼女がそこで見せた戦闘力は、彼らを満足させた。

　かくして。

『──時間です』

　救務庁探たん索さく課、正規チーム管理下特とく殊しゆ機動兵器。

〝人工衛星ヒマワリ〟が誕生したのである。

『これより、救務庁による第三次大規模探索作戦を開始します』

　彼女がかぶったヘルメットが、録音された音声を流す。

　身元不明の彼女には、人権がない。あくまで〝クリティカル・エリア〟探索のための兵器にすぎない彼女は、行動の選せん択たくに自由もない。救務庁が定めたマニュアルに従って探索員を誘ゆう導どうし、彼らを守るためだけに行動するよう洗脳を受けている。

　さらに彼女の行動は逐ちく一いち、ヘルメットに記録されている。万が一、反はん抗こう的な行動を取ろうとすれば、ヘルメット内部に麻ま痺ひ性のガスが充じゆう満まんし、昏こん倒とうさせられる。

『正規チームとサポート要員は、〝スポット〟突とつ入にゆうの準備に入ってください』

　ヒマワリの背後には、救務庁の精鋭たちがズラリと並んでいた。

　八人構成の正規チームをはじめとする、救務庁探索課の探索員たちである。銃じゆう器きや調査機器を装備した者や、電動バイクに乗った機動部隊。さらには拠きよ点てん確保のために、静音性を高めた装そう甲こう車しやも見えた。

『カウントダウン、開始。十、九、八……』

　ヒマワリのヘルメットが、高らかにカウントダウンした。

　鏡面加工されたヘルメット内部にある、彼女の素顔は一ミリも表情を動かさない。

　人権など、いらない。誰だれにどんな扱あつかいを受けようと、何の感情も持たなかった。彼女自身、自分が彼らと同じ生き物であるという自覚はなかった。

　だが。

　──そうだよ、俺だよ……蓮次だよ。

　あの少年と、再会した。

　紫色に満ちた世界、〝クリティカル・エリア〟であの勇ゆう敢かんな少年に救い出されたことで、彼女は完全に自分が何者かを思い出していた。

　自分に与あたえられた、本当の使命もだ。

　彼女がそれらを思い出したことは──ここにいる救務庁の者たちは知らない。

『三、二、一……』

　今、彼女が〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうするのは、救務庁の尖せん兵ぺいとしてではない。

　彼女の──否いな、彼女たちの使命を果たすためだ。

『──総員、突入開始』

　救務庁の探索員たちが、高らかに気勢の雄お叫たけびを上げた。

　ヒマワリは先せん陣じんを切って、地面を蹴けった。

　巨大な〝スポット〟に頭から──大きなヘルメットから突つっ込む。

　紫色に染まる視界。落下感とも浮ふ遊ゆう感かんともつかない奇き妙みような感覚を経て──。

　かつての東京都心。

〝クリティカル・エリア〟に足を踏み入れた。

『──人工衛星ヒマワリが、〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆう完かん了りようしました』

　そこは大きな噴ふん水すい広場だった。

　ヒマワリが飛び出した巨大な〝スポット〟の出口は、広場の中心──今は水も涸かれ果てて苔こけすらも枯かれた噴水の跡あと地ちにあった。

　大噴水の後方には、古風な建造物──かつての東とう京きよう国こく立りつ博はく物ぶつ館かん。

　左右には東とう京きよう都と美び術じゆつ館かんや、国こく立りつ科か学がく博はく物ぶつ館かん。

　ここからは見えないが、すぐ近くには不忍しのばずの池いけもある。

　その全てが見る影かげもなく老ろう朽きゆう化し、半はん壊かいしていた。目に映る範はん囲いに生えた樹木も枯れ果て、広場に立つ偉い人じんの像も折れている。

　ヒマワリが降り立った地。

　そこはかつて、上うえ野の公園と呼ばれていた場所だった。

『人工衛星ヒマワリが、強化ショットを使用します』

　彼女は両りよう腕うでを交差させ、両腕にあるソケットから赤い注入器を抜ぬき放つ。

　東京厄襲によって、都心から人類が消え去った。

　それだけではない。紫色の境界線によって外界から隔かく絶ぜつし、薄うす紫むらさき色の霧きりによって満たされた世界はまるで何百年も経たったかのように廃はい退たいしていたのだ。その原因は不明であり、現在も調査を進めている。

　変わったのは、それだけではない。

　人類にとって代わって、都心を徘はい徊かいする異形が現れたのだ。

　たとえば、クリプテッドと呼ばれる存在である。体形こそ犬やゴリラに似たそれらは、決して人類にとって友好的ではなかった。

〝エリア〟内で遭そう遇ぐうした時点で、人類に襲おそいかかろうとする怪かい物ぶつたち。

　そんな存在が、今まさに──ヒマワリを取り囲んでいた。

　ドーベルマンという犬種に似たクリプテッドの群れである。筋肉質の体たい軀くに体毛はなく、緑色に輝かがやくラインを全身に浮うかび上がらせている。

〝スポット〟から現れた獲え物ものに、異形の犬たちが飛びかかった。

『変身トランス』

　ヒマワリは両腕に握にぎった注入器を、自らの首に突き刺さした。二本の注入器が皮ひ膚ふを突き破やぶり、赤い液体を彼女の体内に流し込む。

　紫色の輝きが、ヒマワリを包み込んだ。ヘルメット内部に隠かくされた彼女の素顔に、紫に輝く模様が浮かび上がる。頭部から枝分かれした二本の角が生え、ヘルメット上部にあるウサギの耳のような筒つつがピンと伸のびた。

　紫し電でんを纏まとい、双そう眸ぼうを紫色に輝かせたヒマワリが、両手を拡ひろげる。

『人工衛星ヒマワリが、〝スポット〟周囲の脅きよう威いを取り除きます』

　細い腕の先に、小さな光の玉が生み出された。

　バレエを踊おどるように、ヒマワリがその場で一回転すると──キャベツを力任せに潰つぶしたような音が、大噴水に響ひびき渡わたった。

　襲いかかった犬たちが、一いつ匹ぴき残らず押し潰されたのだ。見えない渦うず潮しおに巻き込まれたかのように、ヒマワリを中心にして跡あと形かたもなく飛び散る。

　次に彼女は、地面を蹴った。

　彼女の身体からだが音もなく、しかしロケットのような速度で空高く舞まい上がった。

　一定の高さで静止し、地上を見下ろす。かつての姿とはかけ離はなれた上野公園の全ぜん貌ぼうと、過去の戦せん闘とうの痕あとである装甲車や兵器の残ざん骸がいが一望できた。

　彼女の眼下で、救務庁のメンバーが〝スポット〟から姿を現した。

『半径三十メートル以内にいるクリプテッドは排はい除じよしました。上空から確認できる範囲には、直近の脅威となりうる動きは見当たりません』

　地上に向かって、指向性のマイクを通じて報告する。

『──よし。噴水前で隊形を組め。サポートメンバーは周囲にある建物の安全を確保して、拠点を作るぞ』

　地上から聞こえた隊長の声も、指向性のマイクを通じたものだ。

〝クリティカル・エリア〟の中では、無線による通信を使用することができない。従って救務庁の探索員どうしの連れん絡らくは、最さい新しん鋭えいの指向性マイクの音声が届く距きよ離りに限られる。

『拠点を作り次第、正規チームは任務を果たすために行動を開始する』

『任務って、失しつ踪そう者しやの手がかりを探すんでしたっけ？』

　高性能のマイクは、チームメンバーの軽口までもヒマワリに届けた。

『……』

『おっと、冗じよう談だんですよ。分かってますって。──我々の本当の任務はね』

　ヒマワリが、真の使命を胸に秘ひめているのと同じだ。

　彼らもまた隠された使命を抱いだいている。

『チームから外されたくなければ、今からくだらん冗談は禁止だ』

『了りよう解かい』

『魚な瀬せもだ。今日も迷まい子ごになるようなことがあれば、次こそチームから外すぞ』

『気をつけます……』

『レイダーを見つけても、基本的には無視する。今日、奴やつらを拘こう束そくするのは──補助チームの仕事だ』

　正規チームの会話を聞きながら、ヒマワリは都心を見回していた。

　彼は──あの少年は、まだ近くにいない。

　だが必ず、再会できるはずだ。

　ヒマワリと、救務庁の精鋭たち。

　両者が見つめる先で、必ずまた彼と再会できるという確信があった。

『今日の第三次大規模探索作戦における、我々の任務を果たす』

　正規チームの隊長と、ヒマワリの小さな呟つぶやきが──。

『目指すのは──浅草だ』

「蓮……クン」

　同時に重なった。
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　救務庁、第一本庁舎。

　埼玉県にある円えん筒とう状のビルの二十二階に、総務課のオフィスはあった。

「失踪者の関係者からの問い合わせ……今日は最高記録になるでしょうね」

　窓から見える地上の様子を見て、秋月翔一は呟いた。

　一階にある待合所に入りきらなかった人々が、庁舎前の広場を埋うめ尽つくしていた。列の整理を行う誘導員や、〝エリア〟探索反対の旗を掲かかげる市民団体、カメラやマイクを持つ報道関係者などの姿も見える。

「まあ、第三次大規模探索の決行日なんだから、当然といえば当然ですけど」

　よく磨みがかれた窓ガラスに、翔一の顔も映り込んでいた。

　友人たちからホスト顔と冷やかされる、整った顔立ち。実は気を抜くとキツく見えがちな目元を隠すためのダテ眼鏡めがね。学生時代は運動部で鳴らした体つきも、今はスーツの下に隠れて見えない。

「世間も本庁の外もこんなに慌あわただしいのに──いいんですかね？」

　翔一は苦笑し、オフィスを振ふり返った。

　第三次大規模探たん索さく作戦。

　東京厄やく襲しゆうという災害については、いまだに謎なぞだらけだ。都心で消えた人々がどうなったのか、そして〝クリティカル・エリア〟という空間は一体どうなっているのか。

　それらの手がかりを得るために国家規模で計画したのが、今回の作戦である。

　かつて同様の作戦は二回、実行された。

　その二回とも手がかりを得られず失敗した──とされている上での三度目である。

　この日本という国が。

　いや、世界中が。

〝クリティカル・エリア〟と、探索作戦の主導組織である救務庁に注目している。

「俺たち総務課だけ、いつも通りで」

　総務課のオフィスは、外の様子とはうって変わって静かなものだった。

　職員のほとんどが翔一を無視し、黙もく々もくとデスクワークをこなしていた。たまに電話の音が響いてオフィスを出て行く者もいるが、すぐに戻もどってくることが多い。

「今日まで何をしてきた、秋月」

　課長席の薄うす毛げの上司が、翔一をジロリと一いち瞥べつした。

「作戦当日に慌てるような仕事をしてきたのか？　この日に備えて十分な予算を割さいて、十分な計画を組んで、十分な人員を手配したはずだ」

　冴さえないサラリーマンといった風ふう体ていの課長だが、敏びん腕わんの職員である。

　課長だけではない。救務庁に所属する職員は、誰だれもが優ゆう秀しゆうだ。

　東京厄襲が発生した直後、国内外から自じ薦せん他薦問わず結集した傑けつ物ぶつたちである。彼らの実力は、厄襲直後の国民の混乱を収拾することに成功したことが示している。

　遅おくれて新卒採用された翔一は、この課では一番の下したっ端ぱである。

「はい。今日までの忙いそがしさを思い出しただけで、この窓を破って空を飛びたくなります」

「やるべきことをやった以上、我々は待機だ。──どうせ、すぐに想定外のトラブルで各課からヘルプ要よう請せいが来るからな。いつでも動けるようにしておくように」

　一見、オフィスは平へい穏おんな仕事風景だ。

　だが、どこか雰ふん囲い気きがピリピリとしているのは、やはり今日が第三次大規模探索作戦の決行日だからだろう。

　救務庁の職員は優秀であると同時に──失踪者の関係者も多い。

「ヘルプですか。……探索課からも、ですか？」

「いや、実際の〝エリア〟探索は管かん轄かつ外だ。これまで通りな」

　課長が書類に目を通しながら、言う。

「蚊帳かやの外──だとでも思っているのか？」

「……いえ」

　翔一は笑って誤ご魔ま化かし、自分のデスクに戻ろうとした。

「フラフラと馬ば鹿かみたいに彷徨うろつくな、秋月。士気に関かかわる」

　女性の先せん輩ぱい職員が席を立った。彼を睨にらみ、オフィスを出る。

「来い」

「う──は、はい」

「いつもの説教だろうが、パワハラで訴うつたえたりするなよ。面めん倒どう臭くさいからな」

　別の先輩職員に冷やかされつつ、翔一はオフィスを出た。

　先に行った女性職員は、通路の角にいた。ボリュームの多い髪かみをターバンで束ねた二十代中ちゆう盤ばんの女性が、しかめっ面で腕うで組ぐみをしている。

「今は救務庁が一丸となるべき時だ。そんな気の抜けた様子じゃ困る」

「はい、すみません」

　素直に反省する翔一に、女性が小さな封ふう筒とうを押しつけた。

「それに──こういうのも、困る……」

　やっと、届いたか。

　翔一は怪け訝げんそうな表情を装よそおい、封筒を受け取った。

「何ですか？」

「私宛あてに届いたものだ。だが開けてみたら、キミの宛あて名ながあった。──書類の流れは記録されているのに、これでは規律違い反はんだ。まあ、上には報告してないが……」

「確かに俺宛てですね。何かのミスかな？」

「た、確かにキミとは一度、個人的な食事をした間あいだ柄がらだ。だが必要以上に距離を縮めるのは、その、仕事に支障をきたすと思う」

「実はまだ仕事のことで悩なやんでて。また相談に乗ってもらえませんか？　個人的に」

「そ、それなら、そうと言え……こんな気の引き方をしなくても、そういうことならプライベートの番号を教えておくから──」

　電話番号を交こう換かんし、翔一は女性に最上の微笑ほほえみを見せた。

「下の課に呼ばれてるのを忘れてました。ちょっと出てきます」

「分かった……課長には伝えておく」

　ぼうっと紅潮した顔で頷うなずく女性を置いて、翔一は通路を歩き出した。

　すれ違ちがう職員の目を気にしながら、封筒を開ける。

　中身は小さなメモリカードだった。

「手に入れられたんだな、鞠まり緒お」

　魚瀬鞠緒という探索課の調査員に頼たのんでいたものだ。

　探索課の正規チームの一員と密ひそかな関係を持ち、同どう僚りようの女性職員に色目を使って受け取り先を偽ぎ称しようしてまで入手した機密データである。

　自分の行こう為いが重大な規律違反であり、男性としても最低であることは分かっている。

　だが救務庁に入り、あの少女──。

　人工衛星ヒマワリという、同郷の幼なじみにそっくりな少女を見つけてしまった時点で、翔一が救務庁に入庁した目的は変わってしまった。

　彼の幼なじみの少女は、〝エリア〟に消えたはずだ。

　そして、そのことが原因で、翔一の弟、秋月蓮次は今も苦しんでいる。

　あのヒマワリという少女が何者なのか。

　翔一は志を抱いて救務庁の一員となった者として──そして何をしでかすか分からない、危なっかしい弟を持つ兄として、確かめる義務がある。

「中身は音声ファイルが三つか……」

　スマートフォンでメモリを読み込みつつ、エレベータに乗り込む。

　他に乗る者はいない。下階に向かうボタンを押し、音声ファイルを再生する。

『──貴方あなたがこれを聞いている頃ころ、私は〝クリティカル・エリア〟の中ね……なんて言ったら、縁えん起ぎが悪いかしら？』

　翔一は相好を崩くずした。聞こえたのは魚瀬鞠緒の声だった。

『気にしていた、二年前の通報記録を届けます。帰ったら、褒ほめてくれるわよね？　……愛してる』

　最初の音声ファイルは、そこで終わった。

「……褒めるだけじゃ、足りないくせにな」

　微笑を浮うかべたまま呟き、次の音声ファイルを再生して耳に当てる。

『通報記録番号２０８９７を再生します。──年、──月、──日』

　合成音声と、小さな電子音が聞こえた。

　そして次に聞こえたのは──。

『──消えた人たちは、みんな女の化け物に吸い込まれたんだ……』

　どくん、と。

　翔一の心臓が跳はねたのは──聞こえたのが不気味な甲かん高だかい声だったからではない。

　ボイスチェンジャーを通した声なのだろう。

　その音声を聞いて、なぜ動どう揺ようしたのか──自分でも分からない。

『アイツは、浅草にいた。紫むらさき色いろのドレスみたいなものを着てた……』

　それだけで二つ目の音声ファイルは終しゆう了りようした。

　──二年前にあった、匿とく名めいの通報。ボイスチェンジャーが使われていたけど分ぶん析せきしたら……当時、まだ十代前半くらいの男の子っぽいって。

　魚瀬が言っていた言葉が、脳裏をよぎった。

「……」

　エレベータが停止したが、翔一は降りなかった。

　漠ばく然ぜんとした嫌いやな予感を覚えつつ、最後の音声ファイルを再生する。

『通報記録番号２０８９７の解かい析せきデータを再生します』

　合成音声による案内の後に、聞こえた音声は──。

『──消えた人たちは、みんな女の化け物に吸い込まれたんだ……』

　確かに。

　まだ若い少年のものだった。

　たとえば──当時まだ中学生だった、翔一の弟くらいの。
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「──ッッ！」

　金色の糸の直ちよく撃げきを受けた眼鏡少女が、地面をバウンドして転がった。工事現場に放置されたミキサー車に激げき突とつして、ようやく止まる。

「かはっ──ふうっ……！」

　大量の血をまき散らし、ビクビクと痙けい攣れんする少女。完全に致ち命めい傷しようである。

「ショット！」

　蓮次は自らに修復ショットを注入した。彼の身体からだが青い輝かがやきに包まれ、傷が完治する。同時に強化ショットによる変身も解除された。

『なんで、その人がここに……！　確保して、レン！』

「分かってる！」

　叶方に言われるまでもなく、蓮次は地面を蹴けった。

「──ショット！」

　倒たおれた眼鏡めがね少女に飛びつき、修復ショットを射うち込む。回復を待たずに彼女が背負ったデイパックを摑つかみ、全力で工事現場の奥にある建物まで引きずる。

　とある大学の一いつ棟とうだ。水すい道どう橋ばし駅の周辺には大学施し設せつが多い。

　老ろう朽きゆう化してガラスが割れた入り口から、眼鏡少女を建物内へ放り込む。

　蓮次もすぐに中へ飛び込んだ。

「敵の気配なし！　クリア！」

『〝ツイスター〟の追つい撃げきが止やんだわ！　レンを倒したと勘かん違ちがいしてる？　それとも──』

「いいから、カナも合流しろ！　今のうちだ！」

　怒ど鳴なり、蓮次は倒れた眼鏡少女の首に手を当てた。青い輝きに包まれた少女は俯うつぶせに倒れて震ふるえたままだが──傷はすでに癒いえていた。

『え、ええ、そうね！　すぐに向かうわ』

　回復は間に合ったようだ。少女の首から、はっきりと脈を感じた。

　ただ、哀あわれなほどに動どう悸きが激しくなっているが。

「ひうぅ……うぉえっ……」

　うずくまって嘔え吐ずいている少女を前に、蓮次が呆ぼう然ぜんとしていると──。

「ここじゃ外から狙ねらわれるわ！　もっと奥へ！」

　叶方が合流した。緑色の耳──否、一対のホーンを生やした少女が、通信ケーブルを操あやつりながらフロアの奥にある階段まで走って行く。

「了りよう解かい……」

　蓮次は眼鏡少女を見下ろした。彼女は震えるばかりで動き出す気配がない。

　仕方なく、彼はまた彼女のデイパックを摑んだ。ずるずると引きずっていく。

「──ダメ、遠くから色んな音が聞こえるけど、建物の中からじゃよく分からないわ。少なくとも、このすぐ近くには敵の気配は感じないけど……」

　階段の下で、ホーンに手を当てた叶方が言う。

「今のショットが効いてるうちに、できるだけ距きよ離りを稼かせぎたかったけど……いったんここで態勢を立て直す必要があるわね。──ショット」

　叶方が悔くやしそうに言い、修復ショットを自分に注入した。頭のホーンが弾はじけて消える。

「たった一駅分で……ショットを半分以上使い切ったな」

「ええ……これじゃ〝ハーメルン〟どころか、スカイツリーに辿たどり着くこともできない」

　蓮次と叶方は渋じゆう面めんで向き合った。同時に足下の少女を見下ろす。

「まあ、死ぬよりはマシだけどな。ええと……ありがとうございます？」

　蓮次が礼を言うが、眼鏡少女はブルブルと震えたままだ。

「おかげでレンが命拾いしました。ありがとうございます」

　叶方も礼を言った。ただし彼女の態度は蓮次と違っていた。

「でも、どうして〝エリア〟にいるの？　しかも──よりによって、こんな日に」

　叶方は怒おこっていた。眼鏡少女の襟えりを摑んで、乱暴に顔を上げさせる。

「今日が第三次大規模探たん索さく作戦の決行日だってことくらい、知ってるでしょ？　今、〝エリア〟内は救務庁だらけなのよ。あなたみたいな初心者が無事でいられると思ったの？」

「うぅ……レンさんと、カナさん……お二人に会うだめに……」

　死にかけたのが、よほど怖こわかったのだろう。少女は天然パーマが乱れ、眼鏡もずり落ち、涙なみだと鼻水で顔がぐしゃぐしゃになっていた。嗚お咽えつのせいで声も濁にごっている。

　蓮次と叶方が彼女と出会ったのは、これがはじめてではなかった。

　つい最近、この〝クリティカル・エリア〟で偶ぐう然ぜん、遭そう遇ぐうしたのだ。クリプテッドに嚙かみ殺されそうになっていた彼女を救出し、別れた場所はこの大学の目と鼻の先だ。

　彼女もまた違い法ほうの侵しん入にゆう者しや──蓮次たちと同じレイダーである。

　それも、ショットの使い方も知らなかったくらい、未熟なレイダーだ。

「俺たちに？」

　蓮次と叶方は、目つきを険しくした。

　同じレイダーだからといって、味方とは限らない。

　今まさに殺されかけた〝ツイスター〟然しかり、名指しで目をつけられて良い結果になった試しはない。

「私だって……もう、こんなことやめようと……私にはムリだって思って──今日が最後のつもりで、ドサクサ紛まぎれにお父さんのオフィスまで行こうと……でも、あそこがあんなことになってるなんてぇ……私だけじゃ、あんなの、どうしようも……」

「……」

　蓮次と叶方は、顔を見合わせた。

　何やら事情がありそうだ。

「お、落ち着いて。私たちに分かるように説明してくれる？」

「うぅ……あい……」

　蓮次たちに宥なだめられながら、眼鏡少女はポツポツと語り出した。

　彼女の性は、キムラ。

　名前は〝恥はずかしい〟ため、言いたくないそうだ。珍めずらしい名前のせいでいじめられたこともあるという余計な情報をくれつつ、蓮次たちを捜していた理由を語る。

「東京厄やく襲しゆうで消えたお父さんとお母さんの手がかりを探すつもりだったけど……私、トロいし……レイダーに向いてないって、はっきり分かりました。お母さんがいた実家があるのはもっと西のほうで、私なんかじゃ何年経たっても……」

　東京厄襲が発生した日、彼女は友人といっしょに都外にいたそうだ。

「でも、せめてお父さんとお母さんがいた、その、証しよう拠こというか思い出がほしくて……前に、お父さんが言ってたんです。お父さんが働いてるオフィスに、家族写真を飾かざってるって……だから、せめてそれだけでも……今日なら、ドサクサ紛れで私でも……その、前みたいに運良くショットも拾えるかもって……」

　蓮次や叶方と同じ。

　いや、今日、この〝クリティカル・エリア〟に侵入しているレイダーたちと同じ目的で、彼女もここにやって来たのだ。

　それが──救務庁による罠わなだとも知らずに。

「で、でも……あそこが、あんなことになってるなんて思ってもみなくて……」

「あんなこと？」

　眉まゆをひそめる叶方の肩かたに、眼鏡少女──キムラがしがみついた。

「お、お願いです……！　二人はスゴい経験豊富なレイダーなんですよね？　この前も、スゴくて……スゴかったし！　前に別れた場所の近くに行けば、また会えるかもしれないと思って捜してたんです！　私といっしょに、あそこに行ってくれませんか？」

　蓮次と叶方は、また顔を見合わせた。

　キムラという少女の気持ちは、分からないわけではない。失しつ踪そう者しやを身内に持つ者同士、同情の余地がないとも言えない。

　だが今の状じよう況きようを考えると、答えは──二人で相談するまでもなかった。

「……ごめんなさい、キムラさん。今日だけは、無理よ。私たちにも目的があるの。助けてもらった恩もあるけど、この前、助けた分で貸し借りナシってことにして」

「じ、じゃあ、取引しませんか？　ショット！　私が持ってるショットを全部差し上げますから！　まだ、前のが少し残ってるんです！」

　わたわたとデイパックを下ろし、中身をぶちまけるキムラ。

　携けい帯たい食しよくや包帯に混じって、変身ショットが転がり落ちた。

　強化ショットが一本と、感覚ショットが一本だけだ。

「これだけじゃ……足りない」

　蓮次は唇くちびるを嚙んだ。確かに今は一本でも多くのショットが必要だ。だが、たった二本、それも修復ショットもないのでは──寄り道をする分を差し引いても、割に合わない。

「悪いことは言わないわ。せめて生きているうちに、〝クリティカル・エリア〟から出るべきよ。無む駄だ死にする必要なんて──」

「い、嫌です……！」

　キムラがショットを握にぎりしめ、叫さけんだ。

　またボロボロと涙を流し、同情する蓮次と叶方を睨にらみつける。

「もう、こんなところには来ません……！　でも、今日だけ──今日しかないんです！　私じゃお父さんとお母さんを助けるなんて無理だったとしても……このまま、何もできないまま──何も取り戻もどせないまま、元の世界に帰るなんて……できないっ！」

　顔を歪ゆがめて、声を張り上げ叫ぶ少女を見て。

　ズキリと胸が痛んだのは、蓮次だけではないはずだ。

　隣となりにいる叶方も、苦しげに唇を嚙んで胸を押さえていた。

　助け出すべき人がいるのに、己の無力さのあまり何もできない辛つらさを──二人は思い知っている。それこそがパートナーである二人を結びつけていると言ってもいい。

「──ごめん、なさい」

　絞しぼり出すような声で言う叶方を、責めることはできなかった。

　冷静なようで、実は蓮次よりよっぽど感情的なのが叶方だ。我が身のように気持ちが分かる相手の頼たのみ事ごとを断るのは、身を切られる思いだろう。

　だが、それでも──蓮次たちには、何をおいてもやるべきことがあった。

「わ、私が使ってる〝スポット〟も、差し上げます！　私はもう二度と使わないから！」

　ぴくり。

　蓮次と叶方は、同時に肩を震わせた。

　今まで彼らが使っていた〝スポット〟の所在は、救務庁に見つかってしまった。

　いや、あの場にいた補助チームが全ぜん滅めつした以上、正確には見つかったかどうか分からないが──そうでなくとも、謎なぞの敵〝ツイスター〟にはバレてしまっただろう。

　東京ドームシティにある〝スポット〟は、もう使えない。

　代わりになる〝スポット〟は必要だ。普ふ通つうに探していては永遠に見つからないかもしれない上、いくら金を積んでも手に入る代物ではない。

「……」

　揺ゆれる蓮次たちを見て、キムラがさらに言った。

「ショットも、これで足りないなら……も、もっとたくさん！　たくさん、手に入ります！　私はいらないので、全部差し上げますから……！」

　畳たたみかけようとしたのだろうが、それは逆効果だった。

　迷っていた叶方が、警けい戒かいを露あらわにする。

「どういうこと？　いくら何でも、そんな都合の良い──」

「見れば、分かります！　いっしょに来てくれれば、一目で！」

　叶方は疑っているようだ。疑い、用心するのが頭の良い彼女の仕事である。

　だから代わりに、考えなしの蓮次が身を乗り出した。

「……どこに行けば、分かるんだ？」

　蓮次たちの目的地はあくまで浅草──スカイツリーだ。

　だが新たな〝スポット〟が手に入り、本当にたくさんのショットが手に入るというのであれば──それは寄り道ではない。

　近道である。

「あ、秋葉原……」

　キムラという眼鏡少女が口にしたのは、常に蓮次たちが避さけていた区域。

　東京都千ち代よ田だ区と呼ばれていたエリアの中でも、最高の難所──。

「秋葉原──ＵＤＸです」

　変わり果てた電気街を守る、大要よう塞さいだった。
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　蓮れん次じは注意深く足音を殺しながら、大学二階にある渡わたり通路を駆かけ抜ぬけた。

　窓の外、右手には先ほどまで蓮次たちがいた外そと堀ぼり通り。

　左手には外堀通りと合流する直前の本ほん郷ごう通りが見えた。

「クリア」

　ネックゲイターから伸のびた通信ケーブルを操あやつりながら、非常階段まで辿り着く。

『了りよう解かい』

　返答とともに、後方から二人の少女が姿を現した。

　蓮次のパートナーである弓ゆみ家いえ叶方かなたと、もう一人の同行者。

　キムラと名乗る眼鏡めがね少女だ。〝クリティカル・エリア〟の外では高校二年生だと言っていたから、蓮次と叶方よりも一つ年上ということになる。

「──異音なし。クリア」

　叶方が集音機を非常階段に向けながら、言った。

「この建物内は、だけどね」

　ごくり、と誰だれかが生なま唾つばを吞のみ込む音が聞こえた。

　蓮次、叶方、キムラの三人が同時に黙だまり込む。

　叶方がヘッドフォンを外し、緑色の注入器を取り出した。感覚ショットだ。

「ここからは、集音機なんかには頼たよれないわ。今日の〝クリティカル・エリア〟を──感覚ショットなしで移動するのは、ただの自殺行こう為いでしかないから」

　蓮次は頷うなずいた。キムラも遅おくれて何度も頷く。

「なぜかレンを狙ねらってる〝ツイスター〟について、分かったことがあるわ。感覚ショットを使って私たちの動きを〝見て〟いるのは間ま違ちがいないでしょうけど……バカみたいに広い視認範はん囲いはともかく、個体を識別できるほどの正確性はないようね。キムラさんに攻こう撃げきが命中したことで、レンを倒たおしたと勘かん違ちがいしてくれてたらいいけど……」

「でも、またいつ襲おそわれるか分からない」

　蓮次は言う。

「だから今度は外堀通りじゃなくて、北にある本郷通りを行くんだろ？」

「ええ、せめて二人組じゃなく三人組に変わったことで、〝ツイスター〟の目を誤ご魔ま化かせることを祈いのりましょう」

　祈る、とは消極的な言葉だ。普ふ段だんの叶方なら、決して口にしないだろう。

　だが運に頼ってでも、目指さなければならない場所ができた。

　それが──。

「秋あき葉は原ばらＵＤＸ、か……」

　思わず呟つぶやいた蓮次のこめかみに、嫌いやな汗あせが伝った。

「今までなら、絶対に近づこうとしなかった場所だな……」

「あの辺りは、クリプテッドの巣だもの。どうしてかは知らないけど──あの難所があるから、今まで私たちはそこを迂う回かいして浅草を目指してたのに」

　叶方も緊きん張ちようした面持ちだ。

　ただでさえ第三次大規模探たん索さく作戦で混乱している〝クリティカル・エリア〟の中で──よりによって、これまで避けてきた難所を目指そうというのだ。

　はっきり言って、死にに行くようなものである。

　それだけの危険を冒おかすメリットがなければ、だが。

「──キムラさん」

　叶方が、眼鏡少女を睨んだ。

「さっき聞いた話がウソだったら、私たちはその場で離り脱だつするわよ。いいわね？」

「ウソじゃありません……！」

〝エリア〟全体が戦場と化した中で、秋葉原がどのような状況になっているか。

　おおよそのことは、キムラからすでに聞いていた。

　にわかには信じがたい話だったが──蓮次たちは、そこに一いち縷るの希望を見いだした。

「あそこには、たくさんのショットがあります……！」

「……」

　蓮次と叶方は、視線を合わせて覚かく悟ごを決める。

　たくさんのショット。

　それは今、彼らが何よりも欲ほつしているものに他ならない。

　浅草、ひいてはスカイツリーまで到とう達たつするために。

　そして──そこに居る、紫むらさき色いろのＥＯＭに一いち撃げきを加えるために。

「──修復ショットは、残り一本しかないわ」

　叶方が緑色のショットを振ふりかぶった。

「これは、今から私がする変身を解くために必要よ。つまり……新しい修復ショットを手に入れないかぎり、この先は強化も怪け我がもできないってこと」

　強化ショットが二本。

　感覚ショットが、叶方が握っているものを含ふくめて二本。

　修復ショットが一本。

　それが今、三人が持つショットの全すべてである。

「もし、この中の誰かが転んで足を挫くじいて動けなくなったとしても、治ち癒ゆはできないわ。それだけで私たちは戦場のど真ん中で孤こ立りつして死ぬ。万が一の事態で新たな強化ショットを射うったとしても、変身が解けずに自じ滅めつして死ぬ」

　三人は顔を見合わせ、頷いた。

　死ぬのは、怖こわい。

　だが、それでも何もせずにはいられないからこそ、蓮次は──。

　ここにいる三人は、違い法ほうの〝エリア〟侵しん入にゆう者しやであるレイダーとなったのだ。

「ショット！」

　叶方が感覚ショットを自らの腕うでに振り下ろし、号令を下した。

「──ゴー！」

　蓮次は非常階段に飛び込んだ。

　右手にナイフを握り締しめ、左手で通信ケーブルの動きを操る。二年間、命がけで積み重ねた経験によって、ケーブルが生き物のように障害物を避けていく。

　音もなく非常階段の出口に密着し、周囲の気配を探る。

　建物を出て、街路樹の下で鋭するどく言う。

「クリア……！」

『了解』

　眼鏡少女を引き連れ、叶方が蓮次のそばまでやって来た。

　どこか遠方から、爆ばく発はつ音おんが聞こえた。

「遠くから戦せん闘とうの気配がするのは、相変わらず。今の爆ばく音おんは、おそらく救務庁がやったのね。隊列を組んだ複数の靴くつ音おとと、激しく動く三人組──おそらくレイダーが東南方向で対たい峙じしてるわ。今の音を聞きつけて、四体のクリプテッドが集まりつつある……」

　頭に生やしたホーンに手を当てて言う叶方を、眼鏡少女が尊敬の眼まな差ざしで見た。

「す、すごい……！」

「覚悟しておいて、キムラさん。いざとなったら、あなたもショットを使うことになるかもしれないわ。あれから、実際に使ってみた？」

「あっ、は、はい。なんだか力持ちになりました」

「それなら、俺と同じ普通の強化タイプだな」

　運動能力を強化できる、強化ショットは強力だ。

　人間離ばなれした筋力や体力を得られるが、一方で本人の戦闘技術や判断力に利用価値が左右されるという面もある。何の訓練もしていない一いつ般ぱん人じんでは、犬やゴリラのようなクリプテッドを相手に滅め茶ちや苦く茶ちやな殴なぐり合いをするのが精々だからだ。

「普ふ通つう？　えっと……普通じゃない人もいるんですか？」

「私たちは〝上級者〟って呼んでるけどね。たまにショットとの相性が飛び抜けて良い人間がいるのよ。あの金色の糸──〝ツイスター〟も、きっとそれね」

　眼鏡少女が身み震ぶるいして、黙り込んだ。先ほどの恐きよう怖ふを思い出すと同時に、自分が戦力外であることを悟さとったのだろう。

「それでも感覚ショットと強化ショットを、同時に使えるはずはないんだけど……」

　ポツリと呟き、叶方が北に顔を向けた。

「北方面には敵の気配なし。本郷通りに向かうわよ。──ゴー！」

　蓮次は地面を蹴けり、背の高い建物に挟はさまれた路地を駆けだした。

　死角の多い一本道は危険だ。だが感覚ショットを使った叶方の聴ちよう覚かくがあれば、普段よりは大だい胆たんに前に進むことができる。

「クリア！」

『了解』

「クリア！」

『了解』

　オフィスビルやコンビニエンスストア、薬局などの前を突つき進んでいく三人。

　間もなく、蓮次は大通りに出た。

　本郷通りという大きな都道だ。南下すればすぐに外堀通りと合流して万世橋に繫つながるが、途と中ちゆうで東に向かえば秋葉原の中心街に行ける。

「本郷通り……クリア」

『了解』

　広い空間に出たからだろうか。

　遠くから聞こえる戦闘の音が、急に増えた気がした。

　誰かの悲鳴が聞こえた気がするのも──蓮次の不安による幻げん聴ちようと思いたかった。

「マズいわね……わりと近い位置で、また救務庁とレイダーが──」

　ホーンに手を当てた叶方が顔色を変えた。

「全員、急に動き出した！　悲鳴も……！　こっちに向かってくる！」

　蓮次の全身から、冷たい汗が噴ふき出した。

　敵対しているはずの救務庁とレイダーが、悲鳴を上げながら逃にげ出す。

　その状じよう況きようが示す事実は、この〝クリティカル・エリア〟において一つしかなかった。

「ＥＯＭよ！　撤てつ退たい！　撤退……！」

　叶方が叫さけび、身を翻ひるがえした。蓮次もすぐに彼女に続く。

「も、戻もどれっ！　急げ、キムラさん！」

「ひぃいいいっっ！」

　回れ右をして、なりふり構わず元来た道に駆かけ戻る蓮次たち。

「──来る！　隠かくれて！」

　崩くずれかけた建築事務所の入り口に飛び込み、息を潜ひそめる。

「頼たのむ……！　そのまま、通り過ぎてくれ！」

　蓮次はベルトから小さな鏡を取り出し、本郷通りを映す。

　彼の祈りは通じた。

　電動バイクに乗った救務庁の補助チームらしき集団が、そのまま本郷通りを走り抜ぬけていくのが見えた。

　遅れて、迷めい彩さい服ふくを着た男たちも走り抜けて──行こうとした。

　先ほどまで救務庁と交戦していたレイダーたちだろう。鏡の中で、迷彩服の男たちの身体からだが小さく切り刻まれ、バラバラと崩れ落ちていった。

　一いつ瞬しゆん前まで人間だった血と肉が、空中に浮うかび──。

　次に現れた異様な物体に、吸い込まれていった。

　大小様々な歯車の集合体──。

　縦、横、斜ななめ、向きも何も関係ない上に、心臓のように一定間かん隔かくで拡大縮小する浮ふ遊ゆう物体だ。その正体が何であるか──推理するまでもない。

　ＥＯＭである。

「こっちへ来るなよ……！」

「はあっ……！　はあっ……！」

　懇こん願がんする蓮次と、切せつ迫ぱくした顔つきで息を荒あらげる叶方。

　彼らの緊張は──歯車が、音もなく本郷通りを過ぎ去っていったことで解かれた。

「行った……！　離はなれていったぞ……！」

「あ、危なかったわ……もう少しで、この前の──〝ドッペルゲンガー〟の二にの舞まいになるところだった……！」

　ニアミスしたＥＯＭの能力は不明だが、そんなことは関係ない。

　気配を悟らせない無音タイプで、逃げても追いかけてくる追走型。蓮次たちが最も遭そう遇ぐうしたくないタイプのＥＯＭである。

　どんなに警けい戒かいしたところで、曲がり角でばったり運悪く遭遇しただけで死が決定づけられてしまうからだ。

　先ほどの救務庁たちが、もし蓮次たちのいる路地に逃げ込んできていたら。

　やはり自分たちは、死んでいただろう。

　唯ゆい一いつの対たい抗こう手段であり、奥の手である蓮次の〝アングリィ〟化も──それを可能とする本数のショットが、今は手元にない。

「──ルートを変えましょう。今日の大通りは、危ないわ。敵に追われている人たちが、障害物の少ない道に逃げ込んでくる可能性が高いみたい……」

「わ、分かった……」

　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえながら、蓮次と叶方が眼鏡少女を見ると──。

「──だ、大だい丈じよう夫ぶです」

　ブルブルと震ふるえながら、キムラが涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔で笑った。

「も、漏もらしてはいません……」

　その後。

　広すぎず狭せますぎないという路地を選びながら、蓮次たちは秋葉原に接近していった。

　一進一退を繰くり返しつつも、思ったよりも短時間で目的地のそばに到達できたのは──やはり、今日という日だからに他ほかならなかった。

　各所で救務庁とレイダーの戦闘が発生していたからだ。普ふ段だんなら各地に潜み、散らばっているはずのクリプテッドたちが、それらに引き寄せられて集まっていくのだ。

　まんべんなく分散していた危険が、今日に限っては渦うず潮しおのように密集している。

　蓮次たちは、その渦どうしの間を縫ぬうようにして進んでいき──。

「な、なんだよ、あれは──」

　その要よう塞さいを目の当たりにできる距きよ離りまで、近づくことに成功していた。

「あそこの最上階に、父のオフィスがあるんです。──あったはずなんです」

「難所……どころじゃないわね」

　秋葉原ＵＤＸ。

　東とう京きよう厄やく襲しゆうが発生する前、そこは秋葉原という区域の象しよう徴ちようともいえる場所だった。

　秋葉原駅のそばにそびえ立つ複合ビルである。

　二十階以上あるフロアの麓ふもとはショッピングやイベント会場としても利用され、アニメ関連の展示場もあった。中段より上はオフィスが占しめており、まさにデジタル文化の発信源、また市場拡大するビジネスの中心だったはずのビルだ。

　キラキラと輝くかつての姿は、蓮次も資料としてネットで見たことがあった。

　しかし。

　今、蓮次が目にしている光景は、あまりにも過去の姿からかけ離れていた。

「あんなところ、どうやって近づけっていうんだ……」

　蓮次たちがいるのは、秋葉原ＵＤＸの西側。

　かつて歩行者天国だったこともある大通りだ。電気街を縦断する通りからは、他のビルに隠れてＵＤＸの半分しか見えなかったが──。

「この辺りにクリプテッドが多い理由は、あそこだったのね……」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞきながら、叶方。彼女も戦せん慄りつしているのが分かる。

　秋葉原ＵＤＸと呼ばれていた建物の足あし下もと。アスファルトがヒビ割れ、枯かれた雑草だらけの地上に──クリプテッドがひしめき合っていた。

　犬型、ゴリラ型、そして甲かん高だかい音で仲間を呼び寄せる浮遊型。それらの数は蓮次たちの視界の中だけでも、数十体はいるだろう。

「ＵＤＸから聞こえる、あの妙みような音に呼び寄せられてるのか……？」

　秋葉原ＵＤＸの建物自体も、異様さを極きわめていた。

　よほど頑がん丈じような設計をしているのだろう。崩ほう壊かいした建造物も多い〝クリティカル・エリア〟の中において、正確な直方形をかろうじて維い持じしている。

　だが壁かべの表面は崩れ落ち、空くう洞どうが多かった。

　そして何よりも、建物自体が──不気味な唸うなり声ごえを上げていた。

　建物上部のほうからは、ドッドッという重低音。

　そして全体からは、ゴウゴウという風切り音のような雑音。

　平均的な聴ちよう力りよくしかない蓮次にでさえ、ここまで聞こえるのだ。物音に敏びん感かんなクリプテッドが、獲え物ものを求めて集まらないわけがない。クリプテッドの群れに混ざって、原形を留とどめていない人間の遺体が転がっているのも見えた。

「──最上階を見て、レン」

　叶方が双眼鏡を投げてよこした。

「……？」

　嫌いやな予感を覚えつつ、蓮次は双眼鏡を通して建物上部を見た。

「キムラさんの言う通り……いえ、聞いていた以上だったわ」

「──」

　蓮次は絶句した。

　秋葉原ＵＤＸ最上階の壁が全方位、破は壊かいされていた。空洞になって風通しが良くなったそこに、ズラリとどす黒い物体が吊つり下げられているのが見える。

　人間の死体だ。

　手を、足を、あるいは首を縛しばられて吊られた死体は、性別も年代もバラバラだった。レイダーの成れの果てなのかもしれない。さらに、あろうことか──救務庁の制服を着た死体もある。

　それだけではない。

　苦く悶もんに歪ゆがんだ死体の口や目に、三色に輝く棒が何本も詰つめ込まれていた。衣服のポケットや傷口に直接詰め込まれているものもある。

　未使用の変身ショットである。

　その本数たるや、全すべて合わせて──百本は下らないだろう。

　蓮次の背筋に、痺しびれるような怖おぞ気けが走った。

「狂くるってる──」

「ええ、狂ってるわ。でも、ＥＯＭの仕業じゃない」

　叶方も耳形のホーンに手を当てながら、目つきを変えた。

「ＥＯＭやクリプテッドは、あんなオブジェを造ったりはしないわ」

「つまり……人間が？」

　眼鏡めがね少女、キムラも震えていた。蓮次たちをここまで案内した彼女自身、あそこで何が起きているのかを理解してはいないのだろう。

「ええ。レイダーも救務庁も関係ない。クリプテッドも恐おそれてない。──あの中にいるのは、そんな変態野や郎ろうね」

　叶方の言葉に、蓮次とキムラは眉まゆをひそめた。

「あの中に……いる？」

「どう見ても、罠わなよ。レイダーを殺して吊るし、餌えさのショットを見せびらかして、救務庁を挑ちよう発はつして──獲物を誘さそい込んでるのよ」

　宝の山であるショットを見れば、それを狙ねらうレイダーもいるだろう。

　無残に晒さらし者ものにされている仲間を見たら、救務庁のメンバーも黙だまってはいない。

　そんな所業を、あえて行っているのは──。

「実際に建物の周りで様子を窺うかがってる人間の気配も、あちこちから伝わるわ。今までに中に突とつ入にゆうした人間だって、たくさんいるはずよ。それなのに、まだ屋上のショットが手つかずなのは──」

　叶方が、吐はき捨てるように言った。

「狩かってるのよ。入り込んだ人間を……あの中にいる、誰だれかが」

　言葉を失う、蓮次とキムラ。

　あの異様な光景を造り上げたことにだけでも、狂きよう気きを感じたのだ。

　だが、その意図が人間を誘い込むことにあるとすれば──。

　しかも今日、戦地と化した〝クリティカル・エリア〟で仕し掛かけているとなると──。

　ＥＯＭとは全く別種の、災さい厄やくでしかない。

「人間が、人間を殺そうとしてるってのか？　なんで〝クリティカル・エリア〟で、そんなこと……一体、いつから……いや、そいつが今日もあの中にいるなら──」

「少なくとも──使命感や仕事でやってるようには見えないわね」

「それじゃあ、まさか……愉たのしんで？」

　キムラが涙目になっていた。叶方が顔を歪める。

「用よう意い周しゆう到とうなのは、確かね。上階から聞こえるのは、エンジン音よ。下のほうから聞こえるのは……空調？　上階のエンジン音が……発電機だとしたら、下にある何かの装置を動かしてるのかも」

「発電機？　どういうことだ？」

「ＵＤＸの中は、罠だらけってことよ」

「……うっ」

　真っ青な顔で秋葉原ＵＤＸを見ていたキムラが、口を押さえた。

　恐怖と不安に耐たえられなかったのだろう。蓮次と叶方から離れ、物もの陰かげに飛び込む。

「うえっ……おええっ……」

　建物の陰から、キムラの嘔おう吐とする呻うめき声ごえが聞こえた。

「……」

　蓮次と叶方は、顔を見合わせる。

　キムラほどではないにしろ、二人も顔色を悪くしていた。

　ショットは、喉のどから手が出るほど欲しい。

　だが、あまりにも──危険度が高すぎた。

　ある程度の難易度の高さは想定していた。ＥＯＭとの遭そう遇ぐうすら、予想範はん囲い内だ。

　しかし、まさか人間──ある意味、ＥＯＭよりも狂気を孕はらんだ敵が立ちはだかるとは思ってもみなかった。

「……うぉえええっ」

「ねえ、レン──」

　キムラの呻き声を背に、叶方が曇くもった表情で言った時だった。

　ふっ──と。

　蓮次の髪かみが、かすかに揺ゆれた。

「……カナ！」

　考えるより先に、身体からだが動いていた。

　蓮次は叶方に飛びつき、そのまま押し倒たおすようにして地面に伏ふせさせる。自分はすぐに横に転がり、反動をつけて起き上がると同時にナイフを構える。

「何……？　敵てき襲しゆう!?」

「て、敵っ……？　ひぃぃっ！」

　叶方が動どう揺ようし、キムラが建物から怯おびえた顔を半分だけ見せた。

　蓮次は周囲を鋭するどく観察し、警けい戒かいするが──。

　何も起きなかった。

「……レン？」

「風が──吹ふいた気がしたんだ」

　言いながら、蓮次はナイフを納める。

「〝クリティカル・エリア〟で……風？」

　叶方が顔色を変えて、飛び起きた。

　紫むらさき色いろの境界線で覆おおわれた〝クリティカル・エリア〟内に、気象の変化はない。常に薄うす紫むらさき色いろの霧きりに包まれている以外、朝と夜の区別すらない。

　それなのに、ほんの少し自分の髪が揺れた。

　だから、とっさに回かい避ひ行動をとってしまったのだが──。

「いや……気のせいだったかも」

　ほんの些さ細さいな感覚だ。自信を持って確信できるほどではない。

「この辺りに敵がいたら、カナが気づいてるはずだもんな」

「ＥＯＭだったら……分からないわ。でも、もしＥＯＭだったら──」

「ううぅ……」と呻きながら涎よだれを拭ふくキムラを見て、蓮次は言う。

「影えい響きようを感じる範囲内にいる時点で、とっくに俺たちは死んでるよな……」

　蓮次と叶方は同時に深呼吸し、高鳴る心臓を落ち着かせる。

　ちょっとした違い和わ感かんで回避行動をとるのは、いつものことだ。〝エリア〟外でも思わず同じ様に動き出しそうになって困るくらいである。

「ねえ、レン」

　気を取り直し、叶方が蓮次を正面から見つめた。

「あんな罠にみすみすかかりに行くなんて……馬ば鹿かげてるわ」

　叶方は、常に慎しん重ちようで用心深い。
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　だからこそ蓮次は今まで生き残っているし、彼女のことを誰よりも信用しているのだ。

「それでも行きましょうって言ったら──どうする？」

　パートナーの少女が、彼女らしくないことを口にした。

　だが──。

　きっと、そう言うと思っていた。

「最後のチャンスだったよな」

　蓮次はゴーグルをかけ直し、笑った。

　あまりにも危険すぎる。

　しかし、迷いはなかった。

　蓮次と叶方が今日、〝クリティカル・エリア〟にやって来たのは、リスクを冒おかしてでも目的を遂とげるためだ。

　文字通り、目の前にぶら下げられた餌を──避さけて通ることはできない。

「あそこにあるショットは、俺たちのものだ」

　蓮次と叶方が覚かく悟ごを決め、頷うなずき合う。

「あ、ありがとうございます……ありがとうございますぅ……！」

「敵がどんなに狂ったヤツだったとしても、ＥＯＭよりは──」

　自分を奮起させるためにも、蓮次が力強く言った時だった。

　叶方が耳形のホーンをピクリと動かした。

「ＵＤＸ方面で、複数の靴くつ音おと！　誰かが、行ったわ！」

　三人揃そろって、秋葉原ＵＤＸに顔を向ける。

　クリプテッドだらけの地上を避け、二階部分に繫つながる渡わたり通路を走る人ひと影かげが見えた。

　全員、白い制服を着ている。

「救務庁──」

　驚おどろきの声を上げたキムラの表情が、氷のように硬こう直ちよくした。

　蓮次と叶方も、大きく目を見開いた。

　通路を駆ける救務庁のメンバーたちを、無数の光が襲おそったのだ。

　ビルの屋上、吊つり下げられた死体の間を抜ぬけて、地上に降り注いだ光。

　それはまるで──金色の糸のように見えた。

「あ、あそこにいるのは──」

　無意識に漏もらした蓮次の呟つぶやきを──。

「〝ツイスター〟……!?」

　パートナーの少女が、引き継ついだ。
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「新たにもう一つ、補助チームが合流しました！」

「吊つるされてるのは、俺の同期だ……糞くそレイダーがナメやがって！　すぐにぶっ殺して、代わりに吊るし上げてやる！」

「三つのチームで一気に建物内部へ突とつ入にゆうするぞ！　援えん護ごしろ！」

　猛たけ々だけしく号令を下し、先頭を走り出したチームリーダーが。

　真っ先に、頭を粉々に砕くだかれた。

「──」

　出鼻をくじかれた救務庁メンバーたちの背後で、今度は援えん護ご射しや撃げきの構えを取った仲間たちが次々と頭や胸を貫つらぬかれた。

　空から降り注いだ、金色の糸によってだ。

　避よける余よ裕ゆうすらなかった。

「──」

　地上にひしめくクリプテッドを避さけて選んだ、二階部分、連れん絡らく通路。

　秋葉原駅とＵＤＸを繫つなぐ、通つう称しようアキバ・ブリッジ上で血肉をまき散らす仲間たち。

　その光景を、チーム内で最年少の彼女は呆ぼう然ぜんと網もう膜まくに焼き付けていた。

「ＥＯＭ──」

　誰だれかの呟つぶやきが聞こえた。

　だが彼女は、反射的に頭の中でそれは違ちがうと判断する。

　ＥＯＭは標的を選んだりしない。先頭と後方の連れん携けいを絶ち、彼らを孤こ立りつさせようなどという小こ癪しやくな考え方はしない──。

「……う」

　彼女はまだ年若く、名もなき補助チームの一員にすぎない。

　だが志くらいはある。防衛省に勤める父を尊敬し、己おのれも自衛隊に入隊した。衛生隊に配属されて三年後、東京厄やく襲しゆうが発生すると救務庁にスカウトされた。実戦部隊として補助チームに加わり、首筋に火傷やけどを負ったものの、国に貢こう献けんする思いは誰にも負けない。

　勉強と鍛たん錬れんを積み、洞どう察さつ力もある。

　そんな彼女は一いつ瞬しゆんで、金色の糸がＥＯＭではないことを見み抜ぬき──。

　およそ自分たちが敵かなう敵ではないと直感してしまった。

　気配すら感じさせず、戦い慣れている仲間を一瞬で五人殺した。

　ＥＯＭではないが──ＥＯＭと大して変わらない。

　孤立した彼女たちの前方から、犬型クリプテッドの群れが現れるのを見て──。

「うああああああっっ……！」

　彼女は、パニックを起こした。

　生き残ったメンバーたちも同じだ。静音性を高めた小しよう銃じゆうを構え、がむしゃらに引き金を引く。だが狙ねらいも定まらない射しや撃げきは、数体のクリプテッドをかすめただけだ。

　数秒後、彼女は死ぬ。

　金色の糸に撃うたれて死ぬ。クリプテッドに嚙かみ殺される。

　あらゆる死に様が脳のう裏りをよぎる彼女の横を、静かな影かげが通り過ぎた。

「──えっ？」

　長い髪かみをなびかせて先頭に躍おどり出る姿は、まるで水すい墨ぼく画がのようだった。

　大人びた少女、あるいはあどけなさを残した大人の女性。

　そのどちらとも判別のつかない人物が、小銃を構えた。

　敏びん速そくかつ正確な射撃が、次々と犬型の眉み間けんを貫いていく。

「突とつ破ぱ口こうを、開きます」

　女性がよそよそしい敬語で言い──走り出した。

　次々とクリプテッドを撃ち抜ぬきながら、直進する女性。

　その背中。紛まぎれもない救務庁の制服を見て──メンバーたちが我に返った。

「直進！　直進だ！」

「うおおおっ！」

　チームの一員である彼女も、震ふるえる足で地面を蹴けった。

「うわあああっ！」

　次々と犬をなぎ倒たおして進む女性に付き従い、小銃を撃ちながら走る。

　前方に血路を見いだし、突つき進む救務庁のメンバーたち。

　だがそこへ、大きな壁かべが立ちはだかった。

　ゴリラ型のクリプテッドだ。しかも左右から合計、三体ずつ迫せまってくる。

「……ッ！」

　青ざめる補助チームメンバーたち。たとえ彼女たちが全員、強化ショットを射ったところで、犠ぎ牲せい者しやは一人や二人では済まないだろう。

　先頭を走る水墨画のような女性が、小銃を放り捨てた。

「変身」

　袖そでに仕込まれたソケットから赤いショットを取り出し、自らの豊満な胸に突き刺さす。

　女性が赤い輝かがやきに包まれた。双そう眸ぼうを赤く染めた女性の頭から、一対の細いホーンが生えた。それらは螺ら旋せん状に後方に伸のび、ポニーテールのように長い髪をまとめる。

「変身しても、一人だけじゃ……！」

　焦あせる彼女たちを、先頭を走る女性は振ふり向きもしなかった。

　腰こしにぶら下げた二本の筒つつを両手で抜き、振り払はらう。すると筒から蛇じや腹ばら状の長い刃はが飛び出した。二本の刀と化したそれを、女性は迷わず──。

「──ッ！」

　自分の腹に突き刺した。

　クリプテッドに殺されるくらいなら、切腹して潔いさぎよく果てる──。

　そんな末路を選んだのか、と彼女たちは目を疑った。

　だが、違った。

　女性が自分の腹から、勢いよく刀を引ひき抜いた。刀身には彼女の鮮せん血けつがべっとりと染みつき──否いな、急速に染み込んでいき、赤い輝きを放つ。

　それから起きた出来事は、一瞬だった。

　そして、やはり──水墨画のようだった。

　襲おそいかかった二体のゴリラの攻こう撃げきをかわし、するりと懐ふところに舞まい込む女性。その両手に握にぎった刀が吸い込まれるようにゴリラの胸に突き刺さり。

　ぐるん、と。

　強化された腕わん力りよくによって、串くし刺ざしになった二体のゴリラが振り回された。

　女性の輝く瞳ひとみと刀が描えがいたのは、まさに朱あかい墨すみで地上に描かれた渦うず潮しおである。

　渦うずの勢いに弾はじかれた犬とゴリラが、躰からだが砕ける音とともに宙を舞った。アキバ・ブリッジを飛び越こえ、周囲を囲むビルの壁にめり込む。

　女性の勢いは、止まらなかった。

　刀に刺さったままの手足が折れたゴリラを盾たてにして、前方に突とつ進しんする。

　クリプテッドを盾にし、ブルドーザーのごとくＵＤＸの入り口を粉ふん砕さいして──。

　建物内部に侵しん入にゆうすると同時に、両手の刀を上下に振り払う。

「──変身、解除」

　真っ二つになったゴリラの残ざん骸がいを浴びながら、刀を納める。涼すずしい顔で青い修復ショットを抜き放はなち、自らの胸に突き刺す。

　女性が青い輝きに包まれた。腹と口から溢あふれる血が止まり、自ら負った傷が完かん治ちする。

「──い、行くぞ！　今のうちだ！」

「お。おおっ！」

　文字通り、女性が作り出した突破口に飛び込む補助チームのメンバーたち。

　秋葉原ＵＤＸの入り口で彼女たちを出で迎むかえた女性が、ゆらりと天てん井じようを見上げた。

「救務庁正規チーム所属、魚な瀬せ鞠まり緒おと申します……」

　正規チーム──。

　この〝クリティカル・エリア〟内において、救務庁所属の全メンバーは彼らに従うようにマニュアル化されている。

「不ぶ躾しつけながら、この場の指揮をとらせていただきます」

　女性の命令に異議を唱える者はいなかった。

　マニュアル以前に、先ほどの光景を見て反対するはずがなかった。

　この秋葉原ＵＤＸには、金色の糸使いという怪かい物ぶつが潜ひそんでいる。

　だが目の前にいる女性も──同じく怪物だ。

「貴方あなたがたの気き概がいに共感したため、助すけ太刀だちさせていただきます。ここの主以外にも、チラホラと汚きたならしいレイダーが彷徨うろついている気配を感じますが……関係ありません」

　言い、歩き出す魚瀬。

「この中にいる連中、そしてこれから入り込んでくる連中──我々をコケにするレイダーは、一人残らず仕留めましょう」

　一瞬の、静せい寂じやく。

　だが次の瞬しゆん間かんには──補助チームの全員が、雄お叫たけびを上げていた。

　チームの一員にすぎない彼女も、声を上げていた。

「は、はいっ！　協力に感謝します！」

「礼には及およびません」

　よそよそしい敬語で、そっけなく答える魚瀬。

「ただ後日、私の上司に口くち添ぞえを。私は仲間の危機を救っていたのであって──決して、迷子になったわけではない、と」

　その背中は、なぜか少し落ち込んでいるようにも見えた。
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　救務庁、第一本庁舎。

　一階に到とう着ちやくしたエレベータから、秋あき月づき翔しよう一いちは降りることをわすれていた。

『──消えた人たちは、みんな女の化け物に吸い込まれたんだ……』

　二年前の通報記録を分ぶん析せきした音声である。

　その声は、確かに十代前半の少年のものに聞こえた。

『アイツは、浅あさ草くさにいた。紫むらさき色いろのドレスみたいなものを着てた……』

　完全に元の音声を再現できているわけではない。ボイスチェンジャーで加工された名残なごりによって、全体的に機械っぽく、不安定だ。

　しかし──。

「……」

　停止したエレベータの機内で立ち尽つくす、翔一。

　自分の心臓が、サンドバッグになったように激しく高鳴った。

　元々、彼はプレッシャーに強いほうだ。こんなにも動どう悸きを激しくさせたのは、大学野球の最後の試合、逆転のチャンスにバッターボックスに立った時以来である。

「似てる──」

　生しよう涯がい最後の打席を思い出し、大きく息を吸い込む。

　そして、吐はく。

　平常心を保つのは得意だ。昂たかぶる感情を、ゆっくりと落ち着けていく。

　逆転ホームランを打った、あの時のように。

「が」

　目をつむり、ブツブツと呟く。

「特に際きわだって声が高いわけでも、低いわけでもない。この年代──中学生の男子としては、ありふれた声だ。喋しやべり方も、意識して平へい坦たんにしているように聞こえる……そうやって方言を隠かくしているんだとしたら、もっと可能性は低くなる」

　ポン、と軽い電子音が響ひびいた。上階で誰だれかがボタンを押したのだろう。

　翔一は目を開けた。閉じようとする扉とびらをスルリとすり抜ける。

「あいつに──蓮次の声に似ているように感じるのは、俺の考えすぎか？」

　本庁舎一階の通路を歩きながら、スマートフォンを操作する。

「あの時期の蓮次は、手がつけられなかった……まさか救務庁にイタズラ電話をかけるようなバカは──しないともかぎらないが、化け物だなんだっていう話は聞いたことがない。浅草がどうのという話も……」

　一階の通路は、行き交かう職員の数が多かった。すれ違ちがう人々は誰もが忙いそがしそうで、翔一の独り言など気にもとめない。

　先ほど交こう換かんしたばかりの番号にかけ、脳天気な声を作る。

「あ、秋月です。ヘルプに来た先で、お使いを頼たのまれちゃって……ちょっと時間かかっちゃいそうなんで、課長にうまく言っておいてもらえませんか？　すぐ戻もどりますんで……はい。今度、奢おごりますから。──あはは、お見通しですか。良い店、探しときます」

　鼓こ動どうは収まったが、嫌いやな予感は消えない。

　入手した通報記録が、ただのイタズラ電話ならまだいい。

　問題は──それを手に入れた経けい緯いである。

「ありがとうございます。やっぱり頼たよりになるなあ。はい、それじゃあ」

　翔一の足は自然と、一いつ般ぱん窓口の待合所に向かっていた。

　通路を出ると、窓口や待合所を埋うめ尽くす人々が見えた。

　失しつ踪そう者しやの関係者たちだ。今日の第三次大規模探索作戦に期待して、真っ先に情報を得ようとしているのだろう。彼らとしては居ても立ってもいられないはずだ。

「……」

　二年前、東京厄やく襲しゆうの直後。

　蓮次──翔一の実の弟も、毎日ここに通っていた。

　だが二ヶ月ほど経たった頃ころだろうか。彼は救務庁に通うのを、ぱったりと止めた。自じ暴ぼう自じ棄きだった生活も改め、休校状態が解けた学校におとなしく通うようにもなった。

　──救務庁に入るため、勉強と体力作りに励はげむことにした。

　それが蓮次の言い分であり、翔一を含ふくむ家族は一安心したものだ。

　実際、トラブルメーカーだった弟が、別人のように普ふ通つうの生活を送るようになった。

　翔一も、バカではない。

　あのバカな蓮次が何かをしていたとして、それを隠し通せるとは思えない。考えなしの──蓮次だけでは。

「……あり得ない」

　翔一はポツリと呟つぶやいた。手元のスマートフォンを見る。

　二年前の通報記録を見つけ出したのは、翔一の助言によるものだ。

　──この前、私が相談した件、あなたの予想が当たってたみたい。

　正規チームの探索員、魚瀬鞠緒がある件について翔一に相談したことがきっかけだ。

　──〝エリア〟の中で私たちをコケにしたレイダー……まだ高校生くらいのガキのくせに、やけに動きが良い気持ち悪いやつ。

　先日、〝クリティカル・エリア〟で精せい鋭えいの正規チームを翻ほん弄ろうしたレイダーがいたそうだ。そいつが出しゆつ没ぼつした浅草というキーワードから辿たどり着いたのが、問題の通報記録である。

　二年前は中学生で、今は高校生くらい。

　特とく徴ちようとしては条件が大まかすぎるが──。

　翔一の弟、秋月蓮次もそれに当てはまるのは間ま違ちがいない。

「……蓮次は、今は授業中か」

　翔一は再びスマートフォンを操作し、耳に当てた。

　レイダーとは、〝クリティカル・エリア〟に不法侵入する犯罪者である。

　特別法によって定められた罪の重さは、テロリストと同レベルだ。未成年といえど時間制限なしの拘こう束そくを受け、家族や交友関係にまで尋じん問もんの範はん囲いが及ぶ。

『はい、──高校です』

「もしもし、そちらに通っている生徒の親族の者ですが……一年三組の秋月蓮次は登校していますでしょうか？」

『え？　秋月蓮次くんは、今朝、ご家族から電話があってお休みしていますが……』

　ぎゅうっ──と。

　スマートフォンを握にぎる翔一の手に、力が込められた。

『失礼ですが、そちらは具体的に秋月くんとはどういったご関係の──』

「……兄です。朝、具合悪そうにしていたのが気になって。失礼しました、父か母が病院に連れて行ったのかもしれません。確認してみます」

　それらしい噓うそをついて通話を切る。

　無表情で、別の番号にかける。

『はい、秋月です』

「母さん？　蓮次にちょっと聞きたいことがあって……」

『翔一？　どうしたの、こんな時間に。蓮次なら学校でしょ』

　翔一は、まぶたを閉ざした。

　ワンナウト。

　蓮次は学校をサボっている。

　常習犯かどうかは分からないが、親も学校も弟のサボタージュに全く気づいていない。

「そりゃそうか。後であいつに直接かけるよ」

　目を開き、自宅にいる母親との通話を切る。

　暗くなった液えき晶しよう画面を見つめ、考える。

　今すぐに弟と連れん絡らくをとるべきだろうか？

　いや──どうせ翔一が問い詰つめたところで、しらばっくれるだけだ。翔一のことを毛け嫌ぎらいしている弟が、素直に学校を休んだ理由を答えるとは思えない。

　ただの素行不良なら、叱しかりつけるだけで良い。

　だが、よりによって、今日。

　第三次大規模探索作戦の当日に、学校を休む理由があったとしたら──。

「俺が、誰のために苦労してると思ってるんだ……」

　言い放ち、歩き出す。

　職員用の出入り口は、市民団体とマスコミに包囲されている。翔一は首から下げた社員証を外し、訪問客で埋め尽くされた待合所をかき分ける。

「お前がまた何かしでかす前に、色々と調べてるのに……とっくに手て遅おくれでしたなんていうことになったら、笑い話にもならないぞ！」

　もみくちゃにされながらも、本庁舎からの脱だつ出しゆつに成功する。

　しかしながら建物の外にも、一般訪問者がひしめいていた。

　翔一は庁舎に向かう人の流れに逆らい、駐ちゆう車しや場じように向かおうとするが──。

　広場に置かれたベンチに座る、一人の女性に気づいた。

「……松まつ子こ？」

「翔一さん？」

　驚おどろいた顔で、翔一に気づいた人物。

　それは彼が学生時代から交際を続けている恋こい人びとだった。
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　秋葉原駅周辺にいるクリプテッドは、ＵＤＸの前に集まっているようだった。

「はあ、はあ……うぅっ──」

　山の手線沿いの広場で、叶方がヒザをついた。

　広場とは言っても、今は砕くだけたアスファルトの絨じゆう毯たんが敷しき詰められた空き地にすぎない。蓮次たちの前にある大きな階段も、一部が崩くずれ落ちていた。

　駅前広場から秋葉原ＵＤＸへと繫つながる連絡通路、アキバ・ブリッジの入り口である。

　蓮次は周囲を警けい戒かいしながら、叶方を振ふり返る。

　パートナーの少女のホーン──猫ねこの耳のような形をした角が、輝かがやきを増していた。緑色の輝きが髪かみにまで浸しん透とうし、顔に浮うかぶ模様の量が増えていく。

「カナ、早く修復ショットを！　中毒になるぞ！」

「え、ええ……ショット！」

　叶方が、青い注入器を自らの腕うでに刺さした。

　最後の一本である修復ショットの輝きが、叶方のホーンを打ち砕いた。身体からだに浮かび上がった緑色のラインも消え、完全に変身が解ける。

　これで残ったのは、強化ショットが二本と感覚ショットが一本だけだ。

「はあっ、ひいっ……ま、待ってくださぁい」

　眼鏡めがね少女キムラが遅おくれて、蓮次たちに合流した。体力がないのか、大きなデイパックを背負って走るだけでも、すぐに息を切らす始末である。

「キムラさん……やっぱり最上階へは、俺たちだけで行くよ」

「嫌です……！」

　蓮次は気き遣づかったつもりだったが、キムラは間かん髪はつ容いれずに拒きよ絶ぜつした。

「お願いです！　ここに置いていかれても、私なんかどうせすぐ死んじゃいますし──自分で何もしないまま、〝エリア〟から出ることはできません……！」

「でも、俺たちはキムラさんを守る余よ裕ゆうなんて──」

「……いいわ、いっしょに行きましょう」

　そう言って承しよう諾だくしたのは、叶方だった。

「今は議論してる時間も惜おしいし、戦力は多いに越こしたことはないもの。いっしょに来る以上は──自分で身を守ってもらうわよ」

「は、はい！　ありがとうございます！」

「まあ……カナが、そう言うなら」

　パートナーの少女が連れて行くべきと判断したのなら、彼は従うだけだ。

　正直に言えば、意外な判断に思えたが──叶方は蓮次よりもずっと頭が良い。彼女なりの考えがあるのだろう。

「ここまで来たら、もう賭かけでも何でもないわ。他ほかの選せん択たく肢しがないだけ」

　叶方が緑色のショットを握り締しめ、言った。

「今日の〝クリティカル・エリア〟をショットなしで駆かけ抜ぬけるのは自殺行こう為いよ。でも、修復ショットはもう一本も残ってない。今ここで変身する以上は──」

　叶方が顔を上げ、階段の奥に見える建物の最上階を見上げた。

　秋葉原ＵＤＸの最上階、砕けた壁かべ際ぎわ。

　そこに並べられた、ショットをくわえた吊つり死体を見み据すえる。

「目の前にある、アレを手に入れる。それしか生きる道はないわ」

「〝ツイスター〟があそこにいるなら、むしろ好都合だ。いつ狙ねらわれるかも分からないよりは──こっちから出向いて、倒たおしてやる」

　赤いショットを握り締め、蓮次は笑おうとした。

　だが、ただの強がりに、表情がついてこなかった。この〝クリティカル・エリア〟において、堂々とビル一つを狩かり場ばに造り替かえるような異常者に挑いどもうというのだ。

　しかも手元にあるショットを射うった時点で──死へのカウントダウンが始まる。

「レン……変身時間の最長記録は？」

「調子が良い時で、三十分弱。カナは？」

「三十八分。キムラさんは？」

「え？　……え？　わ、私は、その、使ったこと自体、あまりなくて」

「……それじゃあ、三十分以内ってことにしましょう。さっき救務庁がこの上を突とつ破ぱして行ったみたいだから、便乗するなら今のうちよ」

　頷うなずき合い、三人はショットを振りかぶる。

「基本的には戦せん闘とうはナシよ。ＵＤＸに飛び込んで、仕し掛かけられた罠わなをクリアしていって、先にいる救務庁や他のレイダーを出し抜ぬいて、三十分以内に最上階を目指す」

「そこで手に入れたショットで〝アングリィ〟化して──〝ツイスター〟を倒す」

　頷き合う蓮次と叶方を見て、キムラが首を捻ひねった。

「あの……〝アングリィ〟化って？」

　どう説明すべきだろうか。蓮次は叶方に視線で助けを求める。

「私たちの奥の手よ。詳くわしいことは言えないけど……レンが今の変身を解く修復ショットと、新しい三本の強化ショットを手に入れることさえできれば、私たちの勝ちなの」

「え……？」

「たとえ〝ツイスター〟が何者だろうと……所しよ詮せん、ＥＯＭでもない人間には違ちがいないもの。奥の手さえ使えれば──人間なんか、敵じゃないわ」

　ごくり、とキムラが生なま唾つばを吞のみ込んだ。

　叶方の言う通りだ。

〝アングリィ〟化した蓮次のカウンター攻こう撃げきから逃のがれられた敵はいない。

　たとえＥＯＭであろうともだ。

「行くわよ！」

　叶方の号令と同時に、三人同時にショットを振りかぶる。

「ショット！」

「ショット！」

「シ、ショット……！」

　蓮次の左半身に赤く輝くラインが浮かび上がった。額の左側から赤いホーンが生える。

　叶方も再び緑色のホーンを頭に生やした。素早く周囲の音を探さぐる。

　キムラも赤い輝きに包まれた。髪の間から──小指ほどの突とつ起きが生える。

「……」

　未いまだかつて見たことがないくらい、ささやかな変身を見て硬こう直ちよくする蓮次と叶方。

「ご、ごめんなさい……！」

　恥はずかしそうに謝るキムラを見て、ハッと我に返る二人。

「じ、上方デッキに異音なし！　ゴー！」

「お、おうっ！」

　キムラは戦力としては期待できない。だが、そんなことは想定内だ。

　気を取り直し、レンは階段を駆かけ上がり、連絡通路に出る。

　これまでも何度となく戦場となってきたのだろう。ＵＤＸに向かって延びる通路はところどころ砕け、穴が空いていた。救務庁のメンバーらしき遺体もある。

　だが今のところは、敵てき影えいは見えない。ＵＤＸまでの足場となる床ゆかも残っていた。

「クリア！　先行する！」

「了りよう解かい！　レンについていくわよ、キムラさん！」

「は、はいっ！」

　足を止めれば、〝ツイスター〟の標的となるだけだ。

　ＵＤＸ内に突とつ入にゆうするには、今しかない。

　蓮次たちは全速力でアキバ・ブリッジを走り抜け──ようとした。

「──きゃああああっっ！」

　だが背後から聞こえた悲鳴に、振り返る。

　通路の床が崩れ落ち、眼鏡少女の姿が消えていた。

「なあっ!?」

「ええぇええっ!?」

　蓮次と叶方がぎょっとして、急ブレーキをかける。

　連絡通路の下、地上はクリプテッドだらけだ。

　助け出すべきか、それともこのまま見捨ててやろうか──。

　冗じよう談だんじゃなく、本心による選せん択たくを迫せまられた蓮次たちだったが。

「た、助けてぇえええっ……！」

　キムラの悲鳴は、思ったよりも近くから聞こえた。

　地上には落下せず、デッキを支える鉄骨あたりにひっかかったようだ。

　だが、キムラの情けない声と同時に──蓮次は悪お寒かんを覚えた。

「カナ！」

　風だ。

　今度は気のせいなどではない。自分の身体を撫なでる気流の流れと、ひゅうっという音を一いつ瞬しゆんはっきりと感じた。

　蓮次はとっさに叶方に摑つかみかかり、二人でデッキの柵さくまで飛び退のく。

　そのまま全身を緊きん張ちようさせ、警戒するが──。

「……レン？　また──」

　何も起きない、と思いきや。

　次の瞬しゆん間かん、周囲が急に明るくなった。

「──」

　秋葉原ＵＤＸの最上階から、金色のシャワーが放たれたのだ。

　立て続けに降り注ぐ金色の糸は──しかし蓮次たちを攻撃することはなかった。

　空中で軌き道どうを変え、再びＵＤＸに舞まい戻もどって下の階を貫つらぬいていく。逆に内部から外側に向かって壁かべを貫くものもあった。

　あたかも秋葉原ＵＤＸ全体が、金色の針によって串くし刺ざしにされたかのようだ。

　衝しよう撃げきと轟ごう音おんでビル全体が揺ゆれた。ガラスやコンクリートの破片が地上に落下する。

「な、なんだ……！　俺たちを攻撃してこないのか？」

「私たちより先に入った誰だれかを攻撃してるのよ！　──レン！　〝ツイスター〟の目が逸それてるうちに、キムラさんを！」

「了解！」

　蓮次は叶方を解放し、デッキに空いた穴に向かって走る。

「ひいぃ……！　た、助けて……！」

「キムラさん！　手を伸ばせ！」

　思った通り、眼鏡少女は足あし下もとを支える鉄骨にしがみついていた。

　蓮次はキムラが伸ばした腕を摑み、強化した腕わん力りよくで一気に引き上げる。

「怪け我ががないなら、走って！　早く！」

　叶方の声に押され、地面を蹴ける蓮次とキムラ。

「お願いします、キムラさん……！　ホントにもう……もうっ！」

「ご、ごめんなさいぃぃ、カナさん……！」

　蓮次は二人の少女を追い越し、アキバ・ブリッジを駆け抜ける。

　秋葉原ＵＤＸの入り口は、荒あれきっていた。他の建物同様に老ろう朽きゆう化しているだけではなく、台風でも通り過ぎたかのように床がめくれ上がり、正面に大穴が空いていた。

　視界内に、敵影はない。

　蓮次は前ぜん傾けい姿勢を取り、一気に建物内部に飛び込んだ。

「……！」

　秋葉原ＵＤＸの潜せん入にゆうに成功した彼を出で迎むかえたのは──風だった。

　アキバ・ブリッジから入ることができる二階部分は、かつてはイベントスペースだったのだろう。高い天てん井じようには錆さびたライトの残ざん骸がいが並び、スポーツカーの展示会が催もよおされていたのか、朽くちて塗と装そうの剝はげた自動車が置かれていた。

　だが、そんなものよりも、蓮次の目にとまったのは──。

　床や壁、さらに天井にまで張り巡めぐらされた電気ケーブル。

　そして視界を埋うめ尽つくす──大量の送風機だった。

　工業用の据すえ置き型や、デザイン性が高い吊り下げ型、ひいては家にありそうな扇せん風ぷう機きまで、ありとあらゆるタイプの送風機が節操なく設置されていた。

「て、敵影なし！　でも、これは……クリアなのかっ？　中は送風機だらけだ、カナ！」

　安全かどうか判断しかねる蓮次に、強風が吹ふき付ける。

　叶方とキムラも、建物内部に飛び込んだ。

「なっ……？　中から聞こえたのは、この風の音？」

「こ、これが罠……なんですか？」

　薄うす暗ぐらいイベントスペースを見回し、叶方が奥歯を嚙かみしめた。

「なんてことを考えるの……！　これじゃあ、まるで──」

　向かい風に長い髪かみを舞い上がらせながら、パートナーの少女が走り出した。前方に見える崩れたエレベータではなく、何もない壁に向かって走る。

「カナ!?　待てよ、俺より先に行くな！」

「ここからは私が先導するわ！　私が通ったルートをそのまま辿たどってきて！」

「はあ？」

「立ち止まらないで！　早く！　ゴー！　ゴー！」

　ワケが分からなかったが、蓮次は言う通りにした。キムラとともに、叶方を追いかける。

　叶方の走る道筋は、滅め茶ちや苦茶だった。錆さびだらけの展示車の上を乗り越こえ、床に置かれた送風機の間を通り抜ける。かと思えば、何もない場所で急カーブする。

「おい、カナ！　あそこから上に行くんじゃないのか？　階段があるぞ！」

「ち、ちょっと待っ……！　お二人とも、速すぎ……！」

「そっちはダメ！　壁があるわ！」

「壁？」

　一階フロアは開けた空間で、送風機とレイダーや救務庁のメンバーの死体があるだけだ。

　そこに壁らしきものは見当たらない。送風機の轟音と、吹き荒すさぶ強風が薄暗いフロアを占せん拠きよしているだけだ。

「忘れたの？　〝ツイスター〟は、気流を読むのを……！」

　階段の横を通り過ぎ、叶方がフロアの奥に向かった。

　かつてはレストランや食堂が並んでいたのだろう。割れたガラスの向こうにテーブルやイスが並べられたエリアにさしかかり、崩くずれかけたエスカレータを上る叶方。

「罠わなどころじゃないわ！　〝ツイスター〟はこのビル全体を──」

　蓮次も叶方の後についてエスカレータを上るが、立ち止まる。

「待ってくれ、カナ！　キムラさんが、まだ一階にいる……！」

「止まっちゃダメ！　──レン、回かい避ひ！」

　叶方の指示に、蓮次の身体からだが反応した。横に跳ちよう躍やくする。

　蓮次が直前までいた場所を衝撃が襲おそった。

　窓の外から飛来した金色の糸が直ちよく撃げきしたのだ。

「──走り続けて、レン！」

　叶方が叫んだ。

「〝ツイスター〟は、このビルを──秋葉原ＵＤＸを風で満たしてる！　そうすることで、この建物全体を隅すみ々ずみまで〝見て〟るのよ……！」

　ＵＤＸ三階の構造は、単純だった。

　吹き抜ぬけになっている中央部分を囲むように、ぐるりとレストランが並んでいる。全域に亘わたって、送風機が設置されているのは二階と同じだった。

「外では動けば気流を生んで〝ツイスター〟に見つかったけど……この中では、立ち止まったら風の流れを妨ぼう害がいして、こっちの居場所を知らせることになる！」

　叶方が吹き抜けの反対側から叫さけんだ。二人を繫つなぐ通信ケーブルを、長なが縄なわ飛とびの縄のようにしならせ、吹き抜け部分を横断させる。

　そしてフロアを一周し、蓮次の背後からやって来る。

「今の私たちは〝ツイスター〟の体内にいるのも同じよ！」

　風の結界──。

　謎なぞの敵、〝ツイスター〟の懐ふところに飛び込んだものの、そこは予想以上の難所だった。

　ここは乱気流が吹きすさぶ、狩人かりゆうどの胃い袋ぶくろの中というわけだ。

「はあっ、はあっ……！　い、今の音、何ですか？　何があったんですか？」

「……走るぞ、キムラさん！」

　やっとエスカレータを上がってきたキムラを引っ張り、蓮次も走り出した。

　その横を、フロアを一周した叶方が追い抜いていく。

「どこも送風機だらけだとしたら……最上階まで、走り続けろってことか？」

「え、ええっ！　二十二階もあるんですよ……！　た、体力がっ……！」

「だからって送風機を壊こわして回ってる時間はないわ！　壊して急に風向きが変わったら、気流も変わっちゃうし……！」

「カナ……風の流れが分かるのか？」

「風音に集中すれば、かろうじて……！　でも、その分、索さく敵てき範はん囲いはずいぶん狭せまくなるけど……送風機の音がうるさいし！」

　吹き抜けを周回しながら、言い合う三人。──かなり間ま抜ぬけな光景だが、三階に吹く風がそこを循じゆん環かんしているということなのだろう。

「だから、私が先に行くわ！　逆隊形は久しぶりだけど、トレーニング通りにね！」

「了りよう解かい！」

　危険な先導役を任せるのは歯がゆいが、そんなことを言っている場合ではない。

　常識が通じない〝クリティカル・エリア〟内においてさえ、この建物は異常だ。

　フロア中に放置された人間の死体の数が、そのことを物語っている──。

「こんなところ……変身したカナがいなきゃ、一分だって生きていられないだろうな」

「はあっ、はあっ……！　ぜえっ……！」

「準備はいい？　行くわよ──ゴー！」

　叶方が吠ほえた。素早くエスカレータを駆かけ上がる。

「よ、四階は、アニメセンターが……！　私も、昔はよく……！　ギャラリーも──」

　キムラが喘あえぎながら言う通り、かつては大勢の人が行き交かうフロアだったのだろう。

　だが蓮次たちが躍おどり出たそこは──不気味なダンジョンと化していた。

「シアター……とか……」

　破壊された天井や崩れた床ゆかに、ビッシリと苔こけが生えていた。壁も大部分が崩れ、かろうじて通路に足場を残している。

　壁に空いた穴から差し込む明かりが、唸うなり声を上げる送風機を浮うかび上がらせた光景は、悪あく趣しゆ味みなオバケ屋や敷しきのようだ。

「ひ、ひどい──」

「エスカレータが……！」

　五階に上がるためのエスカレータが崩れ落ちていた。今の蓮次の強化した脚きやく力りよくなら、上の階まで届くかもしれないが──二人の少女を引き上げているところを〝ツイスター〟に狙ねらわれたら、ひとたまりもない。

「こっちよ！」

　叶方が通路を走り出した。蓮次とキムラがそれに続く。

「風が上に吹き抜ける場所が、二カ所ある！　反対側のほうが近いけど……！」

「じゃあ、なんでこっちなんだ？」

「はっきり聞こえなかったけど……反対側からは、戦闘音！　複数の足音も！」

「……！」

　蓮次とキムラに緊きん張ちようが走った。

「私たちと同じショット目当てのレイダーか……救務庁かも！　どっちにしろ最初に言った通り、戦闘はナシよ！　戦ったところで、後ろから〝ツイスター〟に狙われるに決まってるんだから！　できれば上の階で追い抜いて、そのまま最上階へ！」

　先頭を走る叶方は、わずかに息が上がっていた。彼女が使用した感覚ショットは、体力や筋力までは強化できない。

「〝ツイスター〟がいるのは、きっと最上階……！」

　金色の糸を操あやつる、〝ツイスター〟。

　およそ人間とは思えないショットの使い手は最上階にいる──。

　ここまで来たら、それは間ま違ちがいないだろう。金色の糸が最上階から降り注ぐところを見たし、叶方が送風機の動力と思おぼしき発電機の音も確認した。

　しかし。

「……」

　蓮次の胸の奥に、じわりと嫌いやな予感が生まれた。

　根こん拠きよはない。いや、言葉にできない。

　言葉にできない以上──パートナーの少女に言い出すこともできなかった。

「あそこ！　上の階に行けるわ！」

　通路を走り抜けて飛び込んだのは、荒れ果てたシアター施し設せつだった。

　天井の一部が崩れ落ち、五階に繫がる坂道が出来ていた。

「上の階に、誰だれかいる……！　いい？　戦闘はナシだからね！」

　念を押す叶方に続き、坂道を駆け上る蓮次たち。

　秋葉原ＵＤＸ、五階。

　そこは広いロビーだった。

　二階から直通するエスカレータは崩れ落ちているものの、高い天てん井じようと平へい坦たんな床は大部分が形を残している。

　広い空間で蓮次たちを出で迎むかえたのは、無数の送風機と──。

　熊くまのような巨きよ体たいをした赤あか鬼おにだった。

「中毒者ジヤンキー……！」

　頭部から太い二本のホーンを生やし、風船のように巨体化した男である。

〝クリティカル・エリア〟内で変身ショットを使用すると、人は肉体機能を強化することができる。しかし副作用もある。修復ショットを使用せず、長い間、変身を解かずにいると狂きよう気きに囚とらわれ、自我を失うのだ。

　そうなれば肉体的な変化も進行し、クリプテッドやＥＯＭと同様に〝エリア〟を徘はい徊かいするだけの化け物と化してしまう。

　一度、そうなってしまえば、修復ショットも効かない。

　蓮次と叶方は、人間ではないものと化してしまったそれらを中毒者と呼んでいた。

「風の流れは、あっちに……！　なんとか、横をすり抜けて行くしか──」

　そう言って、叶方が走り出した。

　蓮次とキムラも、彼女に続いて走り出すが──。

「──」

　中毒者は、蓮次たちに向かって仁に王おう立ちになっていた。

　だが、その巨体が──ぐらり、と傾かたむいた。

　そして。

「……っ！」

　蓮次、叶方、キムラの三人は表情を凍こおらせた。

　倒たおれゆく中毒者の向こう側から──白い制服を着た集団が現れたのだ。

「──救務庁！」

「マズい……！」

　すでに両者の距きよ離りは切せつ迫ぱくしつつあった。

　特に救務庁メンバーの先頭にいる女性だ。送風機の風で長い髪かみを舞まい上がらせた美女が、音もなく──しかし迷いなく、叶方に接近する。

「あ、足音が聞こえなかっ──」

　顔を歪ゆがめる叶方に、美女が流れるような摺すり足あしで間合いを詰つめた。

　その両手に握にぎられているのは、赤く輝かがやく二振ふりの刀だ。

　鋭するどい刃は先さきが、無む慈じ悲ひに叶方の首を切り裂さく。

　──ことは、なかった。

「きゃっ……！」

　直前で、後ろから追いついた蓮次が叶方を横に突つき飛ばしたからだ。

　叶方と入れ替かわったことで、彼が美女と交差する形となった。

　こいつ、確か首都高にいた正規チームの──。

　女性の顔には、見覚えがあった。

　だが、そんなことは関係なしに彼の身体からだが動いた。あらためて蓮次目がけて振り払はらわれた刀を、左手に持ったナイフで弾はじき飛ばしたのは──奇き跡せきに近かった。そのくらい鋭い振りが、再びもう一方の刀によって繰くり出される。

　初撃とは違ちがい、その攻こう撃げきは予想していた。蓮次は身体を仰のけ反らせ、刀の下をくぐる。

「──」

　蓮次と美女の視線が一いつ瞬しゆん、重なった。

　三撃目。

　彼に弾かれたものの、女性は刀を手放してはいなかった。

　真上から、垂直に鋭く振り下ろしたのは──蓮次に向かってではない。彼の背後にいるキムラ狙ねらいだった。

　だが、その刀も空を切った。

　女性が攻こう撃げきした時には、すでに蓮次がキムラの服を摑つかんで叶方のそばに放り投げていたからだ。トロそうな眼鏡めがね少女を、敵が狙わないはずがないと彼は読んでいた。

「きゃああっ！」

　送風機をなぎ倒し、叶方の足あし下もとまで転がっていくキムラ。

　ことごとく攻撃をかわされた美女が、蓮次を見て──。

「……会いたかったわ」

　呟つぶやき、微笑ほほえんだ。

　ぞくり、と蓮次の背筋に冷たいものが走った。水すい墨ぼく画がに描えがかれた美人画が嗤わらったかのような不気味さを覚え、身み震ぶるいする。

「離はなれて！」

　叶方に言われるまでもなかった。

　彼が後方に跳とぶと同時に、叶方が金属の筒つつを転がした。

　蓮次たちと救務庁メンバーの中間で止まった筒から、白い煙えん幕まくが吹ふき出した。送風機から吹く風に煽あおられ、あっという間にお互たがいの姿が見えなくなる。

「くっ……！　し、射しや撃げき許可を！」

「待て、魚瀬探索員に当たる……！」

　小しよう銃じゆうを構えていた救務庁たちのメンバーの声が聞こえた。

「今のうちに、このまま行くわよ！」

「ひぃぃっ……！」

「くそっ、ナイフが……！」

　美女の攻撃を弾いたナイフの刃が切断されてなくなっていた。唯ゆい一いつの近接武器を失ったことになる。

　叶方に先導され、ロビーを突き進む蓮次たち。

「刀を持ってたヤツは、正規チームだ！　首都高で見かけた！」

「たぶん、武器を強化する侵しん食しよく強化型……！　正規チームは全員が〝上級者〟だって聞いたことがあるけど……よりによって、こんな状じよう況きようで！」

「あ、あそこ……！」

　キムラが指さす先で天井が崩くずれ、階段状になっていた。──先にやってきたレイダーが作った足場か、それともＵＤＸの主である〝ツイスター〟が用意したのかもしれない。

　六階。

　瓦が礫れきでできた階段を上ったそこは、やはり送風機だらけだった。

　壁かべが崩れ、天井や床に穴が空いている。

　戦せん闘とうの痕あとも多く、通路の壁も破は壊かいされており、フロアの対角線上が見えた。

「……！」

　蓮次たちの反対側にも、上階に上る足場があったようだ。

　ほぼ同時に六階に上がる白い制服たちの姿が見えた。

　彼らも、こちらに気づいたようだ。制服たちの先頭にいる女性、魚瀬という正規チームメンバーが微笑むのが見えた。

「救務庁に先に最上階を占せん拠きよされたら……手立てがなくなるわ」

「ああ」

　渋じゆう面めんで頷うなずき合い、蓮次たちは走り出した。

〝ツイスター〟という難敵に加えて、ショット使用による制限時間。

　おまけに救務庁の精せい鋭えい、正規チームメンバーたちを出し抜ぬかなければならなくなった。

　蓮次たちの生き残れる可能性が、刻一刻と低くなっていく──。

「先にショットを手に入れて、〝アングリィ〟化さえできれば……！」

　六階より上の階は、オフィスになっているようだ。

　幾いく多たの戦闘が行われたのか、それとも故意に何者かが破壊したのか。後者ならば、おそらく〝ツイスター〟だろう。送風機が設置されたフロアは壁や仕切りが意図的に壊こわされ、完全に迷宮化していた。

　一方で、瓦礫を積み上げた階段も多かった。

　蓮次たちは上階を目指し、ビルの南なん端たんを駆かけ上がっていく。

「はあっ、はあっ……北側から、たまに複数の足音！　救務庁も上に向かってる！　ペースは……私たちと、ほぼ同じ！」

「あっちはなんで〝ツイスター〟に攻撃されないんだよ！　感覚ショットを使ってるヤツはいなかったぞ！　気流の流れをどうやって読んでるんだ！」

「そんなの分からないわよ！　でも、このままじゃマズいわ！　急いで！」

「何がマズいん──キムラさんっ！」

　蓮次が振り返ると、同行者である眼鏡少女の姿が消えていた。

　二人の走るペースに追いつけず、下の階に置き去りにしてしまったらしい。蓮次と叶方はリスクを承知で、走る速度を落とす。

「ひぃっ、はあっ……ご、ごめんなさい……」

　遅おくれて姿を現した眼鏡少女を、蓮次は強引に背負った。人を背負っては戦闘どころか、回かい避ひ行動すら満足にとれなくなるが仕方がない。ここで置いていったら、彼女は数分と経たたずに死ぬだろう。

「カナ！　ペースを上げよう！」

「ええ！」

　蓮次たちが速度を上げた直後──頭上から激しい破壊音が響ひびいた。

　かなりの衝しよう撃げきだ。ビル全体が揺ゆれ、蓮次たちはたたらを踏ふむ。

「な、なんだ!?　救務庁が戦ってるのか？」

「いいえ、〝ツイスター〟の攻撃音よ！　それも今までで最大の……！　私たちや救務庁を狙ねらったものじゃない！　もっと上の階！」

「上!?　俺たちと救務庁以外にも、まだビルの中に生き残りが？」

「……」

　叶方が険しい顔で、黙だまり込んだ。

　蓮次たちはさらに上の階へ駆け上がっていく。

「私たちと救務庁のペースがいっしょってことは──」

　十二階。

　ようやく秋葉原ＵＤＸの半分の高さを超こえたところで、最悪の事態は起きた。

　新たに駆け上がった階には──一切の壁がなかった。

　階を支える柱を覗のぞき、全すべての壁が破壊されて瓦礫の平野と化していた。デスクや機材の残ざん骸がいが、かろうじてオフィスの名残なごりを留とどめているだけだ。

　天井が崩れてできた階段は、フロア中央にある一カ所のみである。

「階段が一つしかなかったら……奪うばい合いになるってことよ」

　叶方が呟くのを待っていたかのように。

　フロアの反対側、北ほく端たんにある足場から白い制服たちが姿を現した。

「〝ツイスター〟のおかげで、セッティングも完かん璧ぺきみたいだしね」

　周囲にはコンクリートの粉ふん塵じんが立ちこめていた。

　つい先ほど、この状況が作られたことを示す証しよう拠こだ。

「さっきの揺れは、ここで俺たちを戦わせるためか……！」

「〝ツイスター〟の思う壺つぼなのは癪しやくだけど……ここは引けないわ！　救務庁に先に行かれて、あそこを塞ふさがれたら私たちはどうしようもない！」

　叶方がバックパックから、金属の筒を取り出した。

「キムラさん、自分で走って！　──レン！　先に行って先頭にいるあの女だけでも、何とか遠ざけて！　その間に、私たちがあそこを通る！」

「……了りよう解かい！」

　蓮次は叶方を追い抜き、階段に向かって走り出した。

　先ほどは運もあり、無事にすれ違うことができた。だが魚瀬という女性と蓮次の実力差は明白だ。叶方の指示を遂すい行こうするには、かなりリスキーな選せん択たくが必要になるだろう。

　魚瀬もまた、蓮次に向かって一直線に迫せまる──かと思いきや。

　女性が急に立ち止まった。仲間を先に行かせる。

「射撃準備、お願いします」

　他人行ぎよう儀ぎな敬語、しかし不思議とよく通る声が聞こえた。

「怯ひるんだところに斬きり込んで……三人とも一気に仕留めます」

「ちっ……！」

　的確な指示だ。魚瀬との格かく闘とう戦に持ち込んで射撃を封ふうじるという、彼の目もく論ろ見みは脆もろくも崩れ去った。六階ロビーで遭そう遇ぐうした時と、同じ轍てつは踏まないということだろう。

　しかし後方支し援えんでは、こちらも負けてはいない。

「フラッシュ！　備え！」

　背後で、叶方が特製の閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを振りかぶる気配がした。

　蓮次は左腕うでで視界を覆おおい、加速する。

「射撃用意──」

「三、二、一──」

　魚瀬と叶方の声が響き、蓮次はさらに前ぜん傾けい姿勢をとる。

　両者が激げき突とつし、乱戦に陥おちいろうとした直前──。

「──ストォップ！　待たい避ひッ！」

　叶方が切せつ迫ぱくした声で叫さけんだ。

「──射撃、やめ！　後退してください……！」

　魚瀬も鋭するどく叫んだ。

　それぞれの指揮官の指示に対する反応は、対照的だった。

　蓮次は叶方の指示には無条件で反応するよう徹てつ底てい的に訓練している。パートナーの少女の声を聞いた瞬しゆん間かんに急停止し、後方に跳んでいた。

　一方、唐とう突とつな命令変へん更こうに戸と惑まどい、その場に留まった白制服たちは──。

「ぎゃあぁあああっっ！」

「きゃああっっ！」

　大口を開け、絶ぜつ叫きようすることになった。

　小銃を構えた腕が、ぐしゃりと潰つぶれて血と肉の塊かたまりと化したのだ。

　悲鳴が響き渡わたる十二階フロアに。

　ポトリ、と。

　天てん井じように空いた穴から、小さなものが落下した。

　何も知らなければ、大して驚おどろきはしなかっただろう。例えば〝クリティカル・エリア〟の外でそれを見かけたところで、首をかしげるのが精々だ。

　ただの球体。

　銀色の表面は傷一つなく、時折、七色の輝かがやきを放っている。

　一見、無害そうに見えるが、その正体を知る蓮次たちは──。

「……ボ、〝ボール〟──」

　全身から冷たい汗あせを噴ふき出させ、恐きよう怖ふで脚あしを竦すくませた。

　ただの球体。

　しかし〝クリティカル・エリア〟内に存在する、人でもクリプテッドでもないもの。

　それが何者であるかは──。

「ＥＯＭ……！」

　目つきを鋭くした魚瀬の口から、明かされた。
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　秋葉原ＵＤＸ、十二階。

　謎なぞの球体の乱入によって、誰だれもが混乱するフロアで。

　ただ一人、魚瀬鞠緒だけが取り乱すことがなかった。

「ＥＯＭ……！」

　凶きよう悪あくなレイダーを追ってやって来た巨きよ大だい要よう塞さいの中腹に、なぜＥＯＭがいるのか。

　そんな疑問を持つこと自体、無意味だった。

　ＥＯＭ──エネミー・オブ・マンカインドは人類の敵であり、其それが其そ処こに存在する意味や理由を理解することなどできない。

　ＥＯＭがそこにいるのは、人類を殺さつ戮りくするため。

　憐あわれな捕ほ食しよく対象にすぎない人類は、無様に逃にげ惑まどうしかない。敵には人類を弄もてあそぶ趣しゆ味みもないし、満腹になって見み逃のがしてくれるという慈じ悲ひもないのだから。

「──修復ショットの準備を、お願いします」

　仲間の救務庁メンバーたちに言い、鞠緒は自らの修復ショットを引き抜いた。

　それを、前方の空中に向かって投げる。

　銀色の球体──ＥＯＭまでの距きよ離りは、およそ十メートル。

　血ち飛沫しぶきとともに両りよう腕うでを潰されたのは、救務庁メンバーたちの先頭にいた二人だ。悲鳴を上げながらも、その場から動けずに苦く悶もんしている。

「う、動けない……た、助けてくれっ！」

「くそうっ……くそぉぉおっ……！」

　両腕を失った二人のメンバーに向かって──。

　コロコロ、と音を立てて、銀色の球体が近づいた。

「ぐぎぃっ……！」

「あぁああああっっ！」

　二人の二の腕と、正面を向いた鼻が血の霧きりとともに潰れた。

　直後、彼らは断だん末まつ魔まを──。

「ぎゃっ──」

「うっ──」

　上げる代わりに、短い悲鳴を上げた。

　二人の間に摺すり足あしで滑すべり込んだ鞠緒が、右手に持った刀を一回転させたのだ。

　宙に舞まい上がる、計四本の潰れた腕。

「……くっ」

　同時に、鞠緒は顔を歪ゆがめた。

　半身に構えた彼女の右みぎ腕うでが、ばしゃりと音を立てて潰れたのだ。血ち塗まみれになった右腕が、ＥＯＭに吸い寄せられるように動かなくなる。

　しかし鞠緒は左腕の肘ひじと、右足で──解放された二人の仲間を後ろに弾はじき飛ばす。

「うあっ……！」

「きゃあっ……！」

　二人が後方にいる仲間の下もとに転がっていくのを見届けて──。

　鞠緒は左手に持った刀で、自らの右腕を切り離はなす。

「──ッ！」

　そしてあんぐりと口を開ける。

　先ほど空中に投げた修復ショットが、鞠緒の口に収まった。そのまま口にくわえた修復ショットを自らの肩かたに注入する。

　鞠緒が青い輝きに包まれた。失った右腕が逆再生映像のように元通りに生えていく。

　すぐさま後ろに跳ちよう躍やくしながら──空中で一回転する。

　左手の刀で床ゆかを削けずり、右手に仕込んだ紐ひもを投げる。紐の先せん端たんに備え付けられた強力な磁石が、ＥＯＭのそばに落ちた刀に命中した。紐を引き寄せ、磁石にくっついた刀が復活した鞠緒の右手に再び収まった。

「落ち着いて、負傷者の治ち療りようを……」

　床に着地し、鞠緒は前方にいるＥＯＭと三人組のレイダーを見み据すえる。

　仲間のメンバーたちが。

　そして、敵である三人組のレイダーが。

　ＥＯＭと遭遇して、わずか数秒の間に鞠緒がとった行動に圧あつ倒とうされ、呆ぼう然ぜんとしていた。

「対象のＥＯＭは動きが遅おそく、捕ほ食しよく範はん囲いも狭せまいようです。それに追走型でもない。私が床につけた印より先には進まないようにしてください……」

　ＥＯＭの向こうにいるレイダーを見て、鞠緒は目を細めた。

「先ほどの反応から察するに、彼らはあのＥＯＭを知っています」

　ぎくり、と三人のレイダーが顔を強こわばらせた。

「それなのに、遭遇に驚きはしたものの……一定の距離を置いたまま逃げ出さずにいるということが私の予測を裏付けています。慌あわてず、マニュアルに従って慎しん重ちように行動をとれば、無事に退たい避ひできるでしょう」

　両手に刀をぶら下げた鞠緒の横で、二人の負傷者が青い輝きに包まれた。

「あ、ありがとうございます……ありがとうございますっ……！」
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「た、退避……ですか？」

　命拾いした二人が、涙なみだを浮うかべて鞠緒を見上げた。

　ＥＯＭを挟はさんで、鞠緒と三人組のレイダーがじりじりと互たがいの動向を探さぐり合う。

「敵を見くびっていました。金色の糸使いもそうですが、あの三人組も思った以上に厄やつ介かいです。一見、逃げ足だけのようですが──逃げ方に迷いがない上に、追い詰つめられた人間の目つきでもない。おそらく、何らかの切り札を隠かくし持っています……」

「き、切り札？」

「おまけに、ＥＯＭまで紛まぎれ込んでいるとなっては、大勢で動くのは危険でしょう。ここからは私だけで行きますので、皆みなさんは早急にこのビルから退避してください」

　言い、薄うすく微笑ほほえむ。

「大だい丈じよう夫ぶ。ここからは……金色の糸に、あなた方を攻こう撃げきするような余よ裕ゆうは与あたえません」

　銀色の球体は、コロコロと音を立ててその場を行ったり来たりしていた。

　鞠緒たちと、三人のレイダー。そのどちらを喰くらおうか迷っているようにも見える。

「し、しかし、一人だけで……？　銃じゆうもなしで、ですか？」

「私には剣けん道どう──インターハイでちょっとあった時に、うちの流派は剣道連盟から除名されてしまったので、そう呼べるかどうかは分かりませんが……とにかく、こっちのほうが慣れてますので。風向きを読むくらい、変身せずともできますし……」

「……」

「〝クリティカル・エリア〟から生きて帰るまでが、救務庁の仕事です」

　膠こう着ちやく状態が解けるのを、おとなしく待つつもりはなかった。

「皆さんと共に戦えたことを光栄に思います。どうか、ご無事で……」

　軽く会え釈しやくし、摺り足で移動しようとする鞠緒に、仲間たちが飛びついた。

「それなら、せめて私たちのショットを……！」

　自分たちが足手まといになると分かっているのだろう。鞠緒の制服に、強化ショットや修復ショットが詰め込まれていく。

「上で吊つるされた仲間の仇あだを……！　糞くそレイダーどもに、報むくいを受けさせてください！」

　同志たちの視線を一身に受け、鞠緒はまた微笑んだ。

「必ず」

　ＥＯＭと、レイダー。

　鞠緒は二つの敵を見据えながら、するすると横に滑るように移動した。

「迂う回かいしてくるぞ……！」

　三人組のうち、男のレイダーが警けい戒かいして身構えた。

　先日、首都高速道で正規チームを出し抜ぬいたガキだ。あの一件では向こうの運が良かっただけかとも思っていたが、先ほどの動きを見るかぎり、そうではないようだ。

　鞠緒の刀を初見でかわしたところを見るに、見た目以上に実戦慣れしている。天才的な才能を持っているか、あるいは──鞠緒に匹ひつ敵てきする達人と日常的に戦せん闘とう経験を積んでいるかだ。独特の迫はく力りよくや威い圧あつ感かんが全くないあたり、おそらく後者だろう。

　面めん倒どうな相手だが、真っ先に倒たおすべきなのは──。

「緊きん急きゆう離り脱だつパターンＦをとるわよ！　ロープの代わりにケーブルを使って！」

　耳形のホーンを生やした、後方支し援えんの女だ。

　ホーンの色を見るに、感覚ショットを使用しているのだろう。つまり、風向きを読んでここまでやって来たのも彼女の先導によるものだ。先ほど、ＥＯＭと遭そう遇ぐうした時の指示も素早く的確だった。

「きんきゅ──な、なんですか、それ？　私、知らないです……！」

「待てよ、あれはまだ実戦じゃ使ったことがないだろ！」

「他に逃げ道はないでしょ！　ゴーよ、ゴー！」

　あの猫ねこ耳みみ女さえ仕留めれば、他ほかの二人は倒さずとも容易に自じ滅めつする。

　そう確信し、鞠緒は銀色の球体を大きく迂回して走り出した。

「くっ……了りよう解かいっ！」

　男のレイダーも走り出した。強化した腕わん力りよくで瓦が礫れきに埋うまった電力ケーブルを引っ張り出して──鞠緒とは逆方向に駆かけ出す。

　一直線に男が目指している先には、壁かべに空いた大穴しかない。

　まさか、あのケーブルに捕つかまって、壁から飛び降りるつもりだろうか？

　だとしたら、馬ば鹿かげた判断としか言いようがない。ここは十二階だ。地上まで長さが足りるはずがないし、鞠緒がケーブルを切ってしまえばそれで終わりだ。

　それに。

「……仕留める」

　少女二人が、その場に置き去りだ。

　鞠緒の脚きやく力りよくが、強化ショットを使ってもいない少女二人に負けるはずがない。

「わあっ！　わぁぁっ！　あの人が、こっちに来ますけど……！」

「ケーブルに摑つかまって！　絶対に離さないでよ！」

　ＥＯＭの捕食範囲は見切った。

　鞠緒はぐるりとフロアを迂回し、猛もう然ぜんと猫耳の少女に駆け寄るが──。

「行くぞっ！」

　覚かく悟ごを決めた様子で跳躍する男レイダーを見て、ハッとする。

　男が壁の穴から外に飛び出したところまでは、鞠緒の予想通りだった。

　だが予想と違ちがったのは、ケーブルを摑んだまま下に飛び降りるのではなく──壁に張り付いて、上の階に向かったところだ。

　何かを破は壊かいする音が聞こえたのは、上の階の外がい壁へきを破壊したのだろう。

　強化した腕力ならば、外壁に張り付くことも、そこの壁を破壊して──再び建物内部に戻もどることも可能だろう。

「逃がさない……！」

　レイダーどものやろうとしていることを悟さとり、鞠緒は加速した。

　滑るように少女二人に接近し、刀を突つき出す。

「……！」

「わあぁあっ！」

　しかし鞠緒の刀は、猫耳女の前まえ髪がみを切っただけだった。

　少女二人が、彼女の眼前から忽こつ然ぜんと消えたのだ。

　否いな──もの凄すごい勢いでケーブルに引っ張られ、あっという間にビルの外に放り出されたのだ。

「いやぁあああっ！」

　眼鏡めがね女の悲鳴とともに、その勢いのまま上の階へ二人の少女が引っ張られていく。

　先に上の階へ上った男レイダーが、ケーブルを使って残った少女たちを引き上げたのだ。まるで一いつ本ぽん釣づりをするかのごとく。

「……！」

　刀を突き出したまま、呆ぼう然ぜんと凍こおりつく鞠緒。

　馬鹿げている──とは思わなかった。

　とっさの思いつきで出来る行動ではない。逃にげ場ばのない状じよう況きようを想定し、何度も訓練を積んでいたのだろう。

「あのガキが首都高から降下するところを見ていたのに……降下訓練をしていたのなら、登とう攀はん訓練だって……！」

　悔くやしさに奥歯を嚙かみしめ、背後を振ふり返る。

「〝クリティカル・エリア〟で生き残るための訓練を積んでいる……それも、ひょっとしたら救務庁の探たん索さく員いん以上に……」

　銀色の球体がコロコロと近づきつつあった。

　今度は鞠緒が逃げ場を失う番だった。

　だが鞠緒は慌てず、赤い強化ショットを引き抜いた。躊躇ためらうことなく自らに射さす。

「一体、何者……？　これほどのレイダーが今まで、無名で？　──いいえ、これほどのレイダーだからこそ、今まで救務庁に見つからなかった……」

　赤いホーンが長い髪かみをまとめると同時に、無造作に刀を自らの腹に突き刺さす。

　ごぷっ、と食道を逆流した血が、鞠緒の口から噴ふき出した。

「でも──もう、見つけたわ」

　口くちの端はしから血の糸を垂らしながら、刀を上に向かって振り上げる。

　強化した刀が天てん井じようを崩くずした。

　積み重なった瓦礫が、上の階へ繫つながる階段となる。

「三度も逃がしたりはしない……」

　唇くちびるを鮮せん血けつで真っ赤に濡ぬらし、鞠緒は微笑んだ。
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　秋月翔一は、とある高等学校のそばにいた。

「……」

　彼が運転席に座った大型四輪駆く動どうは、救務庁に就職してから購こう入にゆうしたものだ。友人のツテで安く買えた中古車だが、通勤、私用ともに重宝している。

「あの、翔一さん？　さっきからずっと黙だまってるけど……」

　車を停めたコインパーキングは、通学路から外れた目立たない場所にあった。

「お仕事中じゃなかったの？　あっ、それともこれもお仕事？」

　助手席に座った女性は、五ご条じよう島しま松子という女子大学生だ。

　翔一が学生時代から交際している恋こい人びとでもある。長い髪は前髪を横に流しただけで、服装も無地のワンピースだ。一見したところ自己主張の少ない美人だが、シルクのように手入れされた髪や、ワンピースの高級な素材が、彼女の育ちの良さを物語っている。──人を疑うことを知らない、大きい二重の眼めもだ。

「お仕事なら、私を連れてきちゃいけないんじゃ？」

　翔一は手元のスマートフォンを見つめながら、問う。

「松子は、どうして救務庁に？」

「……お、お散歩？」

　眼を逸そらし、とぼける松子。

　翔一は苦笑し、スマートフォンから恋人の顔へと視線を移した。

「……」

「はい、噓うそです。──今日、第三次大規模探索作戦をやるって言われてたから」

「言われてたから？」

「翔一さんの部署は危険がないって知ってるけど……なんとなく、そばにいたくて」

「そうか、ありがとうな」

　微笑ほほえみ、助手席まで身を乗り出して松子に唇くちびるを重ねる。

「……ごめんな、最近、あんまり会えなくて」

「う、ううん！　平気！　お仕事が忙いそがしいことは知ってるから！」

　松子が頰ほおを紅潮させて、慌あわてて首を横に振る。

　純じゆん朴ぼくを絵に描かいたような女性だ。彼女の人ひと柄がらは相手が誰だれであろうと、良き友人、良き恋人、そしてやがては良き妻になることだろう。

　翔一はそんな彼女を守ろうと、かつては心に誓ちかっていた。

　だが今は、そう誓った翔一自身が──彼女を裏切っている。

「今は、仕事とは違うんだ。後こう輩はいの後輩に頼たのんで、ここに来てくれることになった人を待ってる。休み時間に学校を抜け出してもらうなんて、ちょっと悪いけどな」

「人を？　お仕事じゃないの？」

「うちの弟が、学校をサボったみたいなんだ。見つけ出して説教してやらないと」

「蓮次くんが、学校を？　まあ……」

　松子は驚おどろいたようだった。だがすぐに嬉うれしそうに笑う。

「ふふ、翔一さんって家族思いよね。いつも、そう」

「松子は蓮次に会ったことあるよな？」

「ご両親にご紹しよう介かいいただいた時や、お食事に招いていただいた時に、何度も会ってるじゃない。直接はほとんど話したことないけど」

　松子の言葉使いは、ちょくちょく礼れい儀ぎ正しさが垣かい間ま見える。

「美人が苦手なだけさ。いつまで経たってもガキなんだよ」

「そんなこと言って、もう……」

「それでだ。待ち合わせの相手が来る前に、松子にこれを聞いてもらいたかったんだ」

　言い、翔一はスマートフォンのスピーカー機能をオンにした。

『──消えた人たちは、みんな女の化け物に吸い込まれたんだ……』

　分ぶん析せき後の通報記録だ。

『アイツは、浅草にいた。紫むらさき色いろのドレスみたいなものを着てた……』

　松子は疑問も持たず、じっと音声を聞いていた。

「どう思う？」

　翔一に問われ、はじめて松子が怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「どう思うって……今のは、何？」

　彼は答えない。じっと恋人の表情を窺うかがう。

「……」

　松子は少し考えた様子だった。だが翔一の顔を見つめ返し、ニコリと微笑む。

「……私には、よく分からなかったわ。誰の声だったの？」

　むっ、と翔一は眉まゆをひそめた。

「誰、か……そうか、やっぱり俺の考えすぎか？」

　小声で呟つぶやく。

　録音の声が、弟の蓮次に似ていると思ったのは、やはり翔一の気にしすぎだったのかもしれない。確認のために、蓮次を知る第三者の意見を聞いてみたのだが──。

「ねえ、何だったの？　私の知ってる人？」

「いや……あ、今の内容は誰にも言うなよ。救務庁の機密事じ項こうだから」

「えええー？」

　慌てた顔で抗こう議ぎする松子の向こう、窓の外に人ひと影かげが現れた。

　翔一はドアを開け、運転席を降りる。

「こっち、こっち。キミが蓮次の友達かな？」

　手招きすると、童顔の少年が恐おそる恐る翔一のそばに近づいた。

「は、はい……そうですけど？」

　向こう見ずで大ざっぱな弟とは対照的な、文化系の男子である。小動物のような態度といい、女子の先せん輩ぱいからはさぞ可愛がられるであろう。

「ごめんな、急に。俺は蓮次の兄貴で、秋月翔一」

「はあ……まあ、先輩から、そう聞いてますけど。絶対にここに行くようにって」

　男子生徒の怯おびえようが、尋じん常じようではなかった。人づてに頼んだ過程で、呼び出しの内容が少々大げさになったのかもしれない。

「いや、大した用事じゃないんだ。今日、蓮次が学校をサボったって聞いて──」

「ええっ。──あっ、今日って、あのゲームのイベントじゃん！　まさか一人だけ抜ぬけ駆がけして……風邪かぜって聞いてたのに！」

　憤ふん慨がいする男子生徒を見るに、友達と連れ立ったサボタージュではなさそうだ。

「そのイベントとやらも教えてもらいたいけど……蓮次がこういうことをするのって、よくあるのか？　さすがにサボリの常連となったら、きつく叱しからないと」

「えっ？　うーん……学校を休むことは、あんまりないですね。よく風邪を引くボクのほうが、よっぽど休みがちかも」

　顎あごに手を当てて考える少年。噓をついているようには見えない。

　ほっと胸をなで下ろしたのも、つかの間だった。

「それより、あんまり部活に出てくれないのがなあ。家の用事って、そんなにあるものなんですか？　放課後、ほとんどいっしょに遊べないじゃないですか」

「……家の用事？　妹からは、蓮次はオタク部──じゃなかった、部活で忙しいって聞いてるけど」

「あっ、あの妹！　蓮次クンといっしょの時に会ったことある！　ボクらのことゴミみたいな目で見るんですよ。……すごい可愛いかったから、アリだけど」

「……」

「とにかくボクら、なぜか嫌きらわれてるみたいですから……そのせいで、悪く言ってるんじゃないですかね。わりと健全な部活なんだけどなあ」

　家には部活動で忙しいと言い、部活仲間には家の用事で忙しいと言っている。

　つまり──弟の放課後の動向を知る者が、いない。

　家族や友人が悪者扱あつかいされているのに、蓮次自身はそのフォローもしていない。それどころか、それを利用して──いや、そうなるよう仕向けて、それぞれのコミュニティが重なり合わないようにしているように見えるのは……考えすぎだろうか？

　もし、そうだとしても、無理がある。

　あのバカな弟に、そんな微び妙みようなバランスを保つ器用さがあるはずがないのだ。

「ありがとう。さっきのイベントについて、聞かせてくれないか？　それと、他ほかにあいつが立ち寄りそうな場所があったら、それも教えてほしいんだけど」

「はあ。でも、うーん、他にはどうだろう。アニメショップとか？」

　翔一はイベントについて聞き出し、男子生徒と別れた。

　すぐにスマートフォンでイベントについて調べ、問い合わせてみるも──件くだんのイベントは今朝、急きゆう遽きよ中止になったそうだ。発表されるゲームの内容に〝クリティカル・エリア〟を連想させるステージがあり、不ふ謹きん慎しんという抗議があったためらしい。

「……」

　ツーアウト。

　今日の欠席を含ふくめて、蓮次が誰にも知られない空白の時間を作っているのは確かだ。

　かつての幼よう稚ちな〝家出ごっこ〟とは違ちがう。

　うまく人間関係をコントロールし、長い間、それを続けている。

　しかし、今日だけは強ごう引いんに学校をサボったことで、尻尾しつぽを出してしまった。

　どうしても、今日じゃなくてはいけなかったのだとしたら──。

「翔一さん？」

　運転席に戻もどった翔一に、松子がおずおずと声をかけた。

「蓮次クンが心配なのは分かるけど……救務庁に戻らなくていいの？　探たん索さく課じゃないっていっても、総務課だって忙しいんでしょう？」

「……」

「今日は、第三次大規模探索作戦の決行日なんだから」

　弟がなぜ、そのような行動をとっているか。

　理由を考えるのは、二の次だ。蓮次は元から万年反はん抗こう期だったし、多少は素行が荒あれていたとしても、かえってガス抜きになっていいのかもしれない。

　問題は──〝どこに居るか〟だ。

　蓮次は〝クリティカル・エリア〟に消えた幼なじみを忘れられずにいる。

　翔一は、人目を忍しのんで〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうする犯罪者を知っている。

　不法侵入者であるレイダー。

　翔一の中で、二つの懸け念ねんがイコールで結ばれてしまったら──。

「大だい丈じよう夫ぶ、翔一さん？　顔色が悪いわ」

「いや……ああ、大丈夫だ」

「そんなに気になるなら、蓮次くんに直接連れん絡らくをとってみたらどう？」

　松子に言われるまでもなく、弟が携けい帯たい端たん末まつを持っていることは知っている。

　だが、もし今、弟が電話に出なかったら。

　翔一の中で、懸念が疑ぎ惑わくに変わってしまいそうだった。

　一度、疑惑を持ってしまったら──自分は徹てつ底てい的に弟を調べざるを得なくなる。

「そうだな……」

　ツーアウトの場面とはいえ、打席から逃のがれることはできない。

　翔一は頷うなずき、スマートフォンを手に取った。
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　秋葉原ＵＤＸの上階部分は、オフィスフロアが続いた。

　蓮次、叶方、眼鏡めがね少女キムラの三人は十四階も通過し、十五階に駆かけ上がる。

「さっきの〝ボール〟は、なんでこんなところにいたんだよ！　何日か前には電気街にいたけど、さっきの階まで地上から上ってきたのか？」

「はあっ、はあっ……その可能性もあるけど、もしかしたら〝ツイスター〟が誘ゆう導どうして、ここまで連れてきたのかも……！」

「誘導？　ＥＯＭを!?　そんなこと、できるのかっ？」

「〝ボール〟は軽量で捕ほ食しよく範はん囲いも狭せまい上に、追走型やカウンター型でもないわ……！　その特性さえ知っていれば、バカみたいに広い視野と攻こう撃げき範囲を持つ〝ツイスター〟なら、可能かも……！　どうして特性をよく知ってるのかは分からないけど！」

「ぜえっ、ぜえっ……！　お二人とも、速っ……速い……！」

　叶方が補給用の水すい筒とうの栓せんを開けた。走る振しん動どうで、飲み口から水すい滴てきが零こぼれる。

「何とか自力でがんばって、キムラさん！　少し遅おくれても良いから、水滴の跡あとを辿たどれば風向きに沿って走れるわ！」

「は、はいぃっ……！」

「カナこそ、大丈夫か？　少しでも背負うから、休きゆう憩けいしろよ！」

「私は大丈夫！　レンは……敵に備えておいて！」

「敵？　まだ敵の気配がするのか？」

「ええ……！」

　十五階も通過し、十六階へ突とつ入にゆうする。

　またもや送風機だらけの迷宮である。

　風を背に走る蓮次と叶方。キムラは早速、遅れている。

「前方、十二時方向！　接敵まで、三、二、一──」

「前方？」

　加速して叶方を追い抜きながら、蓮次は眉をひそめた。

　苔こけと送風機だらけの通路は、一本道だ。敵が隠かくれるスペースはないように見えた。

　だが、次の瞬しゆん間かん──爆ばく発はつするように、床ゆかが砕くだけ散った。

「刀かたな女おんな……！」

　破は壊かいされた床から飛び出したのは、ポニーテール状に髪かみ形がたを変えた魚瀬だった。深しん紅くに輝かがやく眼光と二本の刀が、蓮次に向けられる。

「バックアタック！」

　背後から響ひびいた声に反応し、蓮次は地面に手をついて身を屈かがめた。

「……！」

　蓮次の頭上をすり抜け、叶方が放ったボウガンの矢が魚瀬を狙ねらう。

　魚瀬が右手の刀で、矢を弾はじき飛ばした。不意打ちの矢を防いだだけでも人間離ばなれしているのに、体勢を崩くずしながらも左手の刀を蓮次に向かって突つき出す。

「──ぐっ……！」

　叶方のサポートがあっても、相打ちが精せい一いつ杯ぱいだった。

　赤い刀が蓮次の肩かたを裂さいた。

　一方、彼が捨て身で伸のばした掌しよう底ていは、魚瀬の腹を捉とらえた。

「──んっ……」

　苦く悶もんの声を嚙かみ殺す、魚瀬。──彼女が腹に負傷しているのを、蓮次は見み逃のがしていなかった。制服を汚よごす血の量から見ても、決して軽傷ではない。

「うおおっ！」

　そのまま体重を乗せ、魚瀬の身体からだを押し戻もどし──。

　彼女が現れた床の大穴に、突き落とす。

「……」

　赤い瞳ひとみで蓮次を凝ぎよう視ししたまま、魚瀬が為なす術すべもなく落下していく。

　相手は救務庁の精せい鋭えい、正規チームのメンバーである。まともに戦せん闘とうをして勝てる相手ではない。最低限の接せつ触しよくで引ひき離はなすだけでも命がけだ。

「はあっ！　はあっ！　ま、待ってくださぁい……！」

　キムラもようやく下の階から姿を現し、合流した。

　叶方が蓮次を追い抜く。

「足を止めないで！　このくらいの穴なら、飛び越こえられる──」

　パートナーの少女が言いかけた時。

　視界が金色に染まった。

「……ッッ！」

「きゃああっ！」

　フロア全体に、建物の外から金色の雨が飛来したのだ。

　天てん井じようや床、壁かべが大だい音おん響きようとともに破壊される。

「私たちと救務庁が戦うと、〝ツイスター〟に居場所が見つかる……！」

　叶方が叫さけんだ。

　コンクリートの粉ふん塵じんが凄すさまじいが、三人とも直ちよく撃げきは免まぬがれている。

「でも、狙いが滅め茶ちや苦茶だ……！」

「〝ツイスター〟が、焦あせってるんですか……？」

　そう願いたい。

　蓮次はあの金色の糸の正確な攻こう撃げきを、文字通り身に染みて味わっている。以前の戦せん闘とう時の恐きよう怖ふが悪夢となって蘇よみがえるせいで、何日間もまともに眠ねむれなくなったほどだ。

「ゴー！　レン、怪け我がは？」

　穴を飛び越え、叶方が再び走り出した。

　蓮次も後に続いた。ベルトから止血用ジェルを取り出し、肩の傷口に塗ぬり込む。

「フィジカルＢ！　欠損なし！　止血完かん了りよう！」

「お二人とも、そんな軽々と……うーん、えーいっ！」

　危なっかしくも、なんとかキムラもついて来ている。

　先ほどの攻撃で、新たに天井が崩れている部分ができた。なんとか上に上れるくらいの瓦が礫れきも積み上がっている。

　駆け上り、十七階にさしかかる三人。

　秋葉原ＵＤＸの最上階は──二十二階である。

「さっきの刀使いは難度Ａクラスの強敵だけど、持続力だけはＦクラスと見たわ！　遭そう遇ぐう時の負傷から見て、侵しん食しよく強化の媒ばい体たいに血を使ってるみたいね！」

「あの、腹の傷……！」

「そう！　天井を斬きり破るくらいの破壊力を得るには、大量の血が必要なのよ！　あんな大おお怪け我がを負った状態で保もつのなんて、せいぜい数分程度！　ショットも限りがあるでしょうし、そう何度もさっきみたいな不意打ちは出来ないはず！」

　十八階。

「でも、この状じよう況きようは……！」

　迷宮と化したフロアを走りながら、蓮次は呻うめいた。

「〝ツイスター〟と救務庁に、挟はさみ撃うちを受けてるようなものだぞ……！」

　階を上がるにつれて、彼の胸中に漠ばく然ぜんとした不安が拡ひろがっていった。

　蓮次たちは、仇きゆう敵てき〝ツイスター〟に迫せまっているはずだ。

　現に、敵も焦っているように見える。

　それなのに──何かが、ひっかかった。

「大丈夫よ！　最上階に辿り着きさえすれば、ショットが手に入る！」

　先導する叶方が、叫んだ。

「ショットさえあれば、〝アングリィ〟化できるわ！　〝アングリィ〟なら、敵からどんな攻撃を受けたとしてもカウンターで倒たおせるんだから！」

　パートナーの少女が、蓮次を振ふり向いた。

　その必死な表情は──自分自身に言い聞かせているようにも見えた。

「このまま、最上階を目指すわ！　私を信じて！」

「──わかった」

　蓮次の中で、不安は膨ふくらむ一方だった。

　しかしパートナーの少女が信じろと言うならば──彼は、彼女を信じる。

　弓家叶方の判断は、今まで常に正しかった。

「キムラさん！　急げ！」

「はあっ……はあっ……」

　十九階。

　とうとう限界が来たようだ。キムラの走るペースが、がくんと落ちる。

　しかし蓮次と叶方は立ち止まらない。迷宮を疾しつ走そうし、先行する。

　そして──二十階。

　迷宮が、終わった。

　いまだかつて、ここまで辿り着いた挑ちよう戦せん者しやがいないのかもしれない。壁を破壊して取り払はらったフロアは広々としていて、かつてのオフィス用品に混じって、おざなりに送風機が置かれているだけだった。

　フロアの反対側にある瓦礫の階段に向かって走る、蓮次と叶方。

　だが階段を目前にしたところで、叶方が急停止した。振り返る。

「──マズい……！　キムラさん！　早く！」

「はあ、はあ……ふぅぅ……」

　ようやく二十階に現れたキムラが、ふらふらとフロアを歩いてくる。

　その背後に──ゆらり、と赤い双そう眸ぼうが現れた。

　魚瀬だ。

　とうとう追いついた救務庁の精鋭が、二本の刀を振りかぶる。

「キムラさん……！」

　蓮次は急いで戻もどろうとするが、間に合わなかった。

　魚瀬の攻撃を防げなかったのではない。

　直後──金色の雨が、二十階を襲おそったのだ。

「──ッッッ！」

　激しい振動と、崩れ落ちる天井や床。舞まい上がるコンクリートの破片。

　今度も蓮次と叶方は直撃を避さけられた。魚瀬も同様だ。

　しかし──キムラだけが、金色の糸の餌え食じきとなった。

「……ッッ──」

　胸を引き裂かれ、悲鳴を上げることもなく弾き飛ばされるキムラ。地面をバウンドし、柱に激げき突とつして、ぐったりと動かなくなる。

「キムラさん！」

「待って、レン！　フィジカルＣの重傷よ……！」

　走り出そうとした蓮次を、叶方が引き留めた。

「あれじゃ、修復ショットを使わないと助けられない……！」

「くっ……！」

　衝しよう撃げきをやり過ごした魚瀬が、再び地面を蹴けった。ピクリとも動かないキムラを無視し、蓮次たち目がけて突とつ進しんする。

　蓮次と叶方は、やむなく二十一階へ繫つながる階段を駆かけ上がった。

「敵を倒した後に、修復ショットを持って戻れば間に合うかもしれないわ……！」

「──カナ！　やっぱり、ヘンだ！」

　二十一階も、広々としたフロアになっていた。

　前方に見える最後の階段に向かって、一直線に走り抜ぬける。

「〝ツイスター〟はこの上にいるはずだろ？　それなのに、攻撃の命中率が悪すぎる！　俺たちの行動と攻撃の間に、妙みようなタイムラグがあるんだ！」

　先ほどの攻撃で、蓮次は自分の中にあった違い和わ感かんに気づいていた。

「敵との距きよ離りが近づいてるなら、タイムラグは減るはずだろ！　それなのに──下の階にいた時と、変わらないんだ！」

　もし、最上階に〝ツイスター〟がいなかったら。

　敵を倒すどころではない。

　最悪、逃にげ場ばを失って追い詰つめられることになる──。

「……」

　しかし叶方は、聞く耳を持たなかった。

「カナ！」

「一気に行くわよ！　警けい戒かいして！」

　叶方が叫んだ。足場に向かって突き進む。

「──レイダーは、まとめて仕留める……」

　背後からも、魚瀬が迫りつつあった。呟つぶやく声が聞こえるくらい距離が縮まっている。

「……了りよう解かい！」

　もはや蓮次たちに選せん択たく肢しはなかった。彼は覚かく悟ごを決める。

「ゴー！」

　蓮次と叶方は肩を並べ、最上階に躍おどり出た。

　フロア中央に突つき進み、周囲を警戒する。

　そこは、電源ケーブルの海だった。

　一切の壁を取り払ったオフィスには、朽くち果てたデスクが並んでいた。その上に絨じゆう毯たんのようにケーブルが並べられ、四方に置かれた発電機と繫がっている。

　無数に並ぶ柱の向こう──壁かべ際ぎわには、いくつもの死体が吊つるされていた。

　外から見た通りだ。

　蓮次たちは間ま違ちがいなく、秋葉原ＵＤＸの最上階に辿たどり着いていた。

「……！」

　遅おくれて、魚瀬も最上階に姿を現した。

　異界と化した秋葉原ＵＤＸの頂に、発電機の駆く動どう音おんが響ひびき渡わたっていた。

　しかし、どこにも──。

「誰だれも──いない──」

　動く人間の気配が、感じられなかった。

　愕がく然ぜんとして立ち尽つくす蓮次たちが、そこに居るべき敵の代わりに目もく撃げきしたのは──。

　吊るされた遺体の向こう。

　秋葉原の空を旋せん回かいし、こちらに向かって降り注ぎつつある金色の雨だった。

　四方から迫り来る金色の輝かがやきを見つめる、蓮次の耳に──。

「ここも、〝ツイスター〟の罠わな──」

　叶方の呆ぼう然ぜんとした呟きが響いた。
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「……」

　翔一はしばらく考えた後、スマートフォンの表示を消した。

　助手席に座った恋こい人びとの松子が、首を捻ひねる。

「どうしたの、翔一さん？　蓮次くんにかけないの？」

　実の弟が〝クリティカル・エリア〟に不法侵しん入にゆうしている犯罪者かもしれない──。

　今朝までは、全く思いもしなかった想像だ。

〝エリア〟内で救務庁の正規チームと遭遇したというレイダー。その手がかりを追って見つけ出した通報記録の声が弟に似ている──気がする。

　第三回大規模探たん索さく作戦の当日に、弟が行方ゆくえを晦くらませている。調べてみると、普ふ段だんからコソコソと何かをしている様子が見られた。

　それだけで弟とレイダーをイコールで結ぶのは──安直すぎる。

「どうせ出ないだろうしな。あいつは俺を嫌きらってるし」

　正直、事実を確かめるのが怖こわいのも事実だ。

　もし弟がレイダーだとしたら、テロリストに等しい犯罪者ということになる。

　そうなれば両親や妹は、どれだけショックを受けるか。

　弟は幼い頃ころからトラブルメーカーで、二年前の東京厄やく襲しゆうで想おもいを寄せる幼なじみを失ったことで荒あれた時期もあった。

　そんな弟が、この上、隠かくれて犯罪行こう為いをするようなバカではない、と思いたい。

「嫌ってるわけじゃないと思うわ。きっと話し合えば、大だい丈じよう夫ぶよ」

　松子が優しく笑った。

「でも、うん。電話なんかより、直接、話したほうがいいと思う」

「そう、だな……」

　直接、話し合う。

　問い詰めるにしろ、顔を突き合わせてじっくりと話し合ったほうがいい──。

　と考えて、先日の出来事を思い出す。

　翔一が実家に帰った時も、そう思ったのだ。彼には迷っていることがあり、そのことを弟に話そうかと思っていたのに──大切なことは何も話せなかった。

「──いや」

　翔一と蓮次という兄弟は、顔を合わせて話し合えるような仲良しではない。

　東京厄襲をきっかけに、埋うめられない溝みぞができてしまった。

　だが、それでも──守るべき家族であることは間違いない。

「やっぱり、今、確かめる」

　翔一は再びスマートフォンを握にぎり、弟の番号を表示した。

　彼は救務庁で、密ひそかに調べていることがあった。手段を選ばずにだ。

　そこまでしているのは、彼が調べている秘密の真相次第では、弟の蓮次が関係してくるからだ。何をしでかすか分からない弟を、東京厄襲──ひいては〝クリティカル・エリア〟という呪じゆ縛ばくから解くことができるかもしれない。

　それなのに──弟がすでに〝エリア〟に深く関かかわっているとなれば。

　自分がとるべき行動が、全く変わってくる。

「もし出ないようなら……」

　小さな深呼吸をし、翔一は発信ボタンを押した。

　最悪の事態──弟が今、〝クリティカル・エリア〟にいるとしたら、当然ながら電波が届くことはない。

「俺も覚悟を決めて、あいつのことを調べなきゃいけないかもな」

　もし電話に出ないようなら、本格的に弟の行動を調査する。他ほかならぬ弟自身と、他の家族のために。

　もし弟が電話に出てくれたのなら、救務庁の秘密を探さぐる日々に戻る。他ならぬ家族である、弟のために。

　それが、翔一の出した結論だった。

「……」

　スマートフォンを耳に当てると、コール音が聞こえた。

　ひとまず、安心だ。

　少なくとも電波の届くところにいるらしい。

　いや──それくらいの偽ぎ装そうは、いくらでもできる。まだ油断はできない。

「……」

　コール音が続いた。

「どう？」

　松子が心配そうに翔一を見つめた。

　彼はゆっくりと目を細めていき、やがて閉じた。

　響くのはコール音だけで、弟が電話に出る気配はなかった。

「……スリーアウト、か」

　顔をしかめ、発信を切ろうとした時だった。

『──何だよ』

　翔一は、目を開いた。

　電話に出たのは、紛まぎれもない弟の蓮次の声だった。

「……」

『おい、何の用だよ？　休み時間が終わるだろ』

　聞き慣れた万年反はん抗こう期の口調を、翔一が聞き間違うはずがない。

「蓮次、か……？」

『はあ？　かけ間違いか？　それなら、切るぞ』

「待て」

　翔一は大きく胸を膨ふくらませ、吸い込んだ息を吐はいた。

　自分でも思った以上に不安だったようだ。安あん堵どし、笑みを浮うかべる。

「お前……学校、サボったろ」

『……』

「普段もコソコソ隠れて、何かしてるみたいだな」

『てめー……何、勝手に調べてるんだよ』

「今、どこにいる？　俺は優やさしいから、迎むかえに行ってやる。おとなしく説教されるなら、うちには言わないでおいてやるが、場合によっては──」

『来るな』

　ピクリ、と翔一は眉まゆを動かした。

「どうしてだ？　こっちは車だ。どこでも行けるぞ。何か都合が悪いのか？」

『……』

「蓮次」

『……付き合ってる子が、いるんだ』

　翔一はぎょっとした。

　衝しよう撃げきの告白だった。

　ある意味、レイダー行為をしていたと告白されるよりも驚きよう愕がくしたかもしれない。

「付き合ってるって……交際してるってことか？　お前が？　本当に？」

『うるさい。だから、知られたくなかったんだ』

「いや、でも、お前……」

　消えた幼なじみ、大おお郷さと夢ゆ衣いのことしか頭になかった、あの弟が。

　大郷夢衣ではない誰かと交際していると言う。

　弟は高校生だ。普ふ通つうの高校生ならば、女子と付き合うこともあるだろう。

　だが蓮次は大郷夢衣が消えたことに負い目を持ち、彼女に執しゆう着ちやくしていたはずだ。見ていて痛々しいほどに。

『誰にも……知られたくなかった』

　いや──だからこそ、か。

　弟は自分のせいで大郷夢衣が消えたと思っている。それなのに別の女子と付き合うということに、余計に罪悪感を抱いだいているのかもしれない。

　負い目と罪悪感があるからこそ、こっそりと恋人と会っていたというなら──。

「そうか、驚おどろいたな……」

　翔一からしてみれば、そんな彼を責められるはずもない。

　むしろ、良い傾けい向こうだとすら思う。

　少なくとも、ただの冗じよう談だんでそんなことを言い出すような弟ではない。

「いや、俺はいいと思うぞ。そうか……」

『……』

「学校をサボるのは感心しないがな。今回は目を瞑つぶってやるか……知られたくないっていうのなら、誰にも言わないでおいてやる」

『……』

「今度、紹しよう介かいしろよ」

『うるさい。放っておいてくれ』

　ふっ、と翔一は笑んだ。少し考え、言う。

「……ところで、お前が友達に持って行かれたっていうアレ、取り戻もどせたか？」

『ＫＡＮＡＴＡのグッズか？　まだだけど』

　我ながら疑い深いと思うが、本人確認も完かん璧ぺきだ。

『もういいか？　切るぞ』

　そっけなく言い放ち、蓮次が通話を切った。

　翔一もスマートフォンをしまう。

「蓮次くん、付き合ってる子がいるの？」

　松子も驚いた様子だった。翔一の会話から読み取ったのだろう。

「秘密だぞ」

　翔一はニヤリと笑う。

　悪い予想が外れた上に──思いがけない朗報だ。

　弟が東京厄襲という過去から逃のがれつつあるのなら、兄としては喜ぶべきことだ。もちろん、そのことで弟を非難する者はいるだろうが。

　とにかく、これで──翔一のするべきことは決まった。

「秘密、だ……」

　繰くり返す。

　翔一が勤める救務庁も、秘密を抱かかえている。

　人工衛星ヒマワリ──。

　探たん索さく課に所属するという、謎なぞの少女。彼女の存在は、少なくとも書類上はどこにも見当たらないことは確認済みだ。

　あの少女がなぜ、大郷夢衣とそっくりの外見をしているか。

　翔一は、その真相を暴あばかなければならない。

　弟のために。

　いや、こうなった以上は──自分のため、と言ったほうが正しいだろう。

「ええ、分かったわ。秘密ね」

　微笑ほほえむ松子に、翔一は笑い返す。

「戻るか、救務庁に」

「大丈夫？　上司の人に、怒おこられたりしないの？」

「大丈夫」

　あいつのことを、バカだなんて言えないな──。

　心中で自じ嘲ちようしながら、エンジンをかける翔一。

「大したこと、ないさ」

　救務庁という組織そのものを相手にして、戦うために。

　翔一は力強くハンドルを切った。
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「──ＫＡＮＡＴＡのグッズか？　まだだけど」

　蓮次はスマートフォンを耳に当て、そっけなく言い放った。

「もういいか？　切るぞ」

　普ふ段だん、家にいる時のような憎にくまれ口ぐちを叩たたいて通話を切る。

　だが口調とは裏腹に──蓮次の表情は、完全に戦せん闘とう態勢のそれだった。

　彼がいるのは、秋葉原ＵＤＸの屋上。

　では──ない。

　静まり返った広い空間だった。

　どこかのマンションの一室のように見えるが、窓が一つもない。空調の音が響ひびくだけで、家具もない。食料らしきコンビニ弁当やペットボトルなどのゴミが散らかり、血ち糊のりのついた台車が放置されている。

「……スマホ、持ち歩いてたの？」

　蓮次と背中合わせになった弓家叶方が、低い声で言った。蓮次と同様に険しい顔つきで、集音機を構えている。

「もう戻れないかもしれないのに、あの小屋には置いていけないだろ」

「それも、そうね。お兄さんに怪あやしまれてるみたいね」

「ああ、最終手段を使った。この口実だけは避さけたかったんだけどな……」

「偽ぎ装そう恋こい人びとね。言った以上は、ちゃんと恋人役を探して付き合っておきなさいよ」

「……それは、ともかく」

　会話しつつも、二人は互たがいの背中を守りながら警けい戒かいの態勢を崩くずさない。

　不気味な部屋だった。

　窓がないため、地上なのか地下なのかすら分からない。部屋の出入り口は通路が一本あるだけで、間取りも想像がつかない。

「ここは、本当に……〝クリティカル・エリア〟の外なんだよな？」

「当たり前でしょ。あなたのスマホに電波が届いてるんだし、私たちはたった今──」

　叶方が親指を立て、部屋の片かた隅すみを指し示した。

　そこにあるのは──濃のう縮しゆくされた紫むらさき色いろの霧きりだった。

「その〝スポット〟を、通ってきたばかりなんだから」

「秋葉原ＵＤＸの最上階に、〝スポット〟があるなんて……」

　そう。

　蓮次と叶方は今、〝クリティカル・エリア〟の外にいた。

　ＥＯＭもクリプテッドもいない世界。

　家族や友人が住む、人類の土地である。

「カナは、あそこに〝スポット〟があるって分かってたんだな」

「〝ツイスター〟は頭が良いし、用よう意い周しゆう到とうだわ。逃にげ道みちのないような場所を根城にはしないとは思ってたし、あれだけの数の発電機や送風機を持ち込んだからには、近くに〝スポット〟がある可能性は高いと思ってた」

　蓮次たちが絶体絶命の窮きゆう地ちに追いやられたのは、つい数分前の出来事だ。

　──ここも、〝ツイスター〟の罠わな……！

〝クリティカル・エリア〟内、秋葉原ＵＤＸ。

　その最上階に辿たどり着いたものの、そこに〝ツイスター〟の姿はなかった。

　おまけに四方の空から、金色の糸が迫せまりつつあった。

　死を覚かく悟ごした蓮次だったが──。

　──あそこ！　〝スポット〟よ！

　叶方がオフィスの片隅にある、垂れ幕を指さした。

　殺さつ伐ばつとした最上階の光景の中で、確かに違い和わ感かんのある場所だった。

　蓮次は半信半疑だったが、他に選せん択たく肢しはなかった。彼が垂れ幕に飛びつき、それを強引にはぎ取ると。

　そこに〝スポット〟があったのだ。

　金色の糸が最上階を襲おそう直前、二人は紫色の濃のう霧むに飛び込み──。

　この空間に転送されることで、危機から脱だつしたのである。

「ここが、ツイスターの本当の拠きよ点てんってわけか……」

「……でも、ダメ。ほとんど音が聞こえない。この場所の位置だけでも確かめたいけど、あの異常な殺さつ人じん鬼きのことだもの。どんな仕し掛かけがあるか分からない以上、今は奥に行くのは危険ね」

　蓮次と叶方の頭からは、変身によって生えたホーンが消え去っていた。

　変身したまま〝スポット〟から元の世界に帰き還かんすると、強制的に変身が解けるのだ。あくまでショットの効果は〝クリティカル・エリア〟内でのみ適用される。修復ショットを使わずに変身を解けるため、〝スポット〟の裏うら技わざ的な利用法とも言えよう。

「でも、分かったこともある。〝ツイスター〟に──味方はいないわ」

「プロファイリングできるのか？」

「食事の跡あとが、どれも一人分に収まってる。一食分の量から察するに小食で、使い古した台車からすると、小こ柄がらで非力なのかも。食事の嗜し好こうからして、まだ若い。おそらく十代から二十代……性格や心理分ぶん析せきは、異常性があるってことだけは確かね」

「普ふ通つうじゃないってのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ……」

　台車のみならず、部屋の中は至る所に血の跡があった。

　こんなところで平然と食事ができるくらい、血に慣れきっているのだろう。

「奥に行けないなら、どうする？」

「当然、〝エリア〟に戻るわ。──こうしている間にも〝スポット〟の出口に新しい罠を仕掛けられたら、私たちは立ち往生するしかないもの」

「よし、先に行く」

「魚瀬っていう女にも気をつけて。さすがにあの状じよう況きようで、生き延びられるとは思えないけど……とにかく〝エリア〟に戻ったら、ショットの確保が第一よ」

「了りよう解かい、いいぞ」

「ゴー！」

　叶方の指示を背に受け、蓮次は紫色の濃霧に飛び込んだ。

　一日に何度も〝クリティカル・エリア〟を出入りすることは稀まれだ。

　視界が紫色に染まった。奇き妙みような陶とう酔すい感かんを経て、蓮次は再び秋葉原ＵＤＸに舞まい戻る。

「……！」

〝スポット〟の出口から飛び出すと、変わり果てた最上階の光景が目に飛び込んだ。

　壁かべ際ぎわに吊つるされた死体が、一体残らず床ゆかの上に転がっていた。金色の糸による集中攻こう撃げきで撃うち抜ぬかれたのだろう。それらが抱えていた大量のショットが床に散らばっている。

　発電機や送風機までもが破は壊かいし尽つくされた、オフィス跡。

　その中央に、魚瀬が倒たおれていた。

「……クリア。魚瀬がダウン」

『了解。合流するわ』

　倒れた女性の背中が、大きく裂さかれていた。大量の出血も確認できる。全く動かないところを見ると、死んでいるのかもしれない。

「死んだとは限らないわ、迂う闊かつに近づかないで」

〝スポット〟から現れた叶方が、蓮次に釘くぎを刺さした。

「……！　キムラさん！」

　下の階から、眼鏡めがねをかけた少女がふらふらと姿を現した。

　キムラは蓮次たちに目も向けなかった。重傷を負っているにも拘かかわらず、床に散らばった修復ショットも視界に入っていないようだ。

　眼鏡少女が歩いて行ったのは、壊こわれた一台のデスクだった。

　半分が瓦が礫れきに埋うまったデスクの引き出しをこじ開け、中から一枚の板を取り出す。

「え、へへ……」

　それは小さな写真立てだった。

「お父さん、お母さん……ちゃんと、いる……」

　ポロポロと涙なみだを流し、キムラが笑顔で蓮次たちを見た。

「ありがとうございます……レンさん、カナさん……」

　大事そうに写真立てを抱だきしめ、笑う眼鏡少女。

「キムラさん！　早くリペアを──」

　蓮次が床に落ちたショットを拾い、キムラに駆かけ寄ろうとした時だった。

「危ない！　下がって！」

　叶方の警告。

　息づかいすら感じさせなかった魚瀬が、飛び上がるようにして起き上がったのだ。

　蓮次と叶方は身構えるが──。

「なっ──」

　魚瀬が飛びかかったのは、戦闘態勢をとった蓮次たちではなかった。

　血の気を失って蒼そう白はくになった女剣けん士しが斬きりかかったのは──キムラだった。

「……あっ」

　傷ついたキムラは、抵てい抗こうすらできなかった。

　下段から胸元を切り裂かれ、眼鏡少女が弾はじき飛ばされた。

　血の飛ひ沫まつと、涙の滴しずくを屋上に残して──。

「キムラさん！」

　蓮次が駆けつけようとするも、遅おそかった。

　眼鏡少女の身体からだが、あっけなく壁かべの向こうに落下した。斬ざん撃げきによって外れた眼鏡を残し、キムラが秋葉原ＵＤＸの最上階から姿を消す。

　あっという間で、救出するどころか別れの言葉を交かわす暇ひまもなかった。

　それがキムラという名前しか知らない未熟なレイダーの──最期だった。

「……お前ぇええっ！」

　蓮次は眉まゆを釣つり上げた。拾った三本の赤いショットを振ふりかぶり、駆け出だす。

「キムラさんは、もう無抵抗だっただろうがっ……！」

　魚瀬が、蓮次に向き直った。

　だが──刀を構えることはなかった。眼鏡少女を殺したことで最後の力を使い切ったのか、か細い吐と息いきをもらしながら、ガクリと膝ひざをつく。

　しかし怒いかりに身を任せた蓮次は止まらない。ショットを自らに射さそうとしたが──。

「──ッッ！」

　次の瞬しゆん間かん、激しい揺ゆれが秋葉原ＵＤＸ全体を襲った。

　最上階の窓から、秋葉原の空に弧こを描えがく無数の金色の糸が見えた。それらは立て続けに、秋葉原ＵＤＸに襲いかかる。

「〝ツイスター〟……！」

　ショットを手にした蓮次は、バランスを崩しながらも叫さけぶ。

「どっからでも、かかってこい！　〝アングリィ〟化さえすれば、お前なんか……！」

「違ちがうわ！　これは──」

　叶方も叫んだ。

　破壊音は鳴り止むことがなく、振しん動どうも続いていたが──衝しよう撃げきは足下から響ひびいていた。

「このビル自体を、崩そうとしてる……！」

「……！」

　硬こう直ちよくする蓮次の視界を、金色の輝かがやきが遮さえぎった。

　一本だけ窓の外から飛来した金色の糸が、最上階の天てん井じようを貫つらぬいた。

　崩れ落ちた瓦礫が、紫色の濃霧の上に覆おおい被かぶさる。

「〝スポット〟が……！」

　振動が激しさを増していき──。

　床が、ゆっくりと傾かたむきつつあった。床に転がった大量のショットが、ぼろぼろとビルの外へこぼれ落ちていく。

　逃げ道を断ち、秋葉原ＵＤＸごと蓮次たちを押し潰つぶすつもりなのだろう。

「くそっ……！　なんで直接、攻撃してこない！　カナ、早く脱だつ出しゆつを──」

　蓮次が叶方に手を伸のばすも、パートナーの少女は彼の手を振り切った。

　猛もう然ぜんと走り出す、叶方。

　彼女が向かう先にいるのは、力尽つきて床ゆかに倒たおれた魚瀬だ。何を血迷ったのか、蓮次と繫つながった通信ケーブルの接続も断った。

「カナ……!?　何してるんだ！　早く、俺に摑つかまれ！」

「先に脱出して！」

「なん──」

　蓮次の戸と惑まどう声が、激しい振動によってかき消された。

　最上階の床が真っ二つに裂けた。蓮次と叶方の間に大きな亀き裂れつが走り、彼がいるほうの床が傾いていく。

　叶方が倒れた魚瀬に飛びつき、修復ショットを構えた。

「聞こえる？　確かめたいことがあるの！　リペアを射うって欲しければ、私の脱出に協力して！　その後、質問に答えてもらうわ！」

「何──してんだ、カナ……！」

　状況を忘れて、呆ぼう然ぜんとする蓮次。

　しかし叶方は戻もどらない。彼を一いち瞥べつして、鋭するどく叫ぶ。

「早く、脱出を！　必ず、後から合流するから……！」

「そ、そんな──」

「早く！」

　崩くずれゆく床の向こうに、パートナーの少女の姿が消えた。

「──くそぉおっ！　ショット！」

　やむなく蓮次は、一本の赤いショットを自らに射した。

　頭部の左側から赤いホーンを生やすと同時に、腰こしのベルトから降下用フックを引き出し、まだ無事な柱に引っかける。

　直後、ついに秋葉原ＵＤＸの半分が倒とう壊かいした。

「うおおおっ！」

　空中に身を躍おどらせる、蓮次。

　細いワイヤーが蓮次の体重を支えたのは、一いつ瞬しゆんにすぎなかった。一秒後にはフックをかけた支柱も崩れ落ちたが、数メートル分の落下速度を減速することに成功する。

　再び地上に向かって落下する、蓮次。まだまだ危険な高さだ。

「……ッッ！」

　自分もろとも落下する瓦礫に混じって、暴れるケーブルがあった。

　蓮次は夢中でそのケーブルに摑まるが──衝しよう撃げきでケーブルが跳はねた。

「──」

　反動で秋葉原ＵＤＸのそばから弾き飛ばされる、蓮次。

　もう彼を落下から救うものは、何もない。

　蓮次は左腕で後頭部を守りつつ、右手に修復ショットを握にぎりしめた。尖とがった先せん端たんを胸に当て、落下の衝撃で自分に刺ささるようセッティングする。

　一秒、いや、コンマ一秒でいい。

　落下した瞬間、少しでも心臓が動いていれば──。

　強化した蓮次の肉体が、即そく死しさえ回かい避ひすることができれば──。

「──ッッッ！」

　ついに蓮次が、地上に激げき突とつした。

　目の前が真っ白に染まった。

　衝撃を受けた感覚すら、分からない。瞬間的に意識が飛び散り、白く染まった視界が、暗黒に切り替かわる。

　何も感じない。

　痛みも、苦しみもない、穏おだやかな安息が蓮次を吸い込んでいく。

　何もかもから解放する静せい寂じやくが、蓮次を包む中で──。

　たった一言。

　蓮次に向かって、呼びかける声が聞こえた。

　──うん、待ってる。

　救いか、あるいは呪のろいか。

　他の誰だれよりも優しい声が、安あん寧ねいの静寂から蓮次を引き起こした。

「……！」

　目を見開き、蓮次は反動をつけて身を起こした。

　二十二階の高さから落下した彼は、無傷だった。──いや、右手に持つ空になった修復ショットが、彼を落下死から救ったのだ。

「──カナ！」

　蓮次は反射的に秋葉原ＵＤＸを見上げた。

　そこにあったはずの大要よう塞さいが、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　代わりにそびえているのは、積み上がったコンクリートと瓦が礫れきの山である。

　わずかの間、蓮次は気を失っていたのかもしれない。蓮次が落ちた半分だけではなく、ビルの反対側半分も完全に崩ほう壊かいしている。

「カナ！　どこだ！　返事してくれ！」

　叫ぶ蓮次のネックゲイターから、ノイズが響ひびいた。

『緊きん急きゆう通信！』

「……カナ！」

　蓮次は胸をなで下ろした。

　どうなることかと思ったが、パートナーの少女は無事のようだ。──あんな状じよう況きようの中でも、魚瀬との交こう渉しようが上手うまくいったのかもしれない。

『もうクリプテッドが集まってきてる！　通信が使えない状態じゃ合流は難しいわ！　残ったショットを使って、それぞれ浅草に──いえ、スカイツリーに向かいましょう！』

　蓮次は奥歯を嚙かみしめ、周囲を見回した。

　今の状況では、合流が難しいというのは納得せざるを得ない。だが──。

「残ったショットって言ったって……！」

　目の前に拡ひろがっているのは、ただの瓦が礫れきの山。

　数え切れないほどあったはずのショットが──ことごとく瓦礫に押し潰されていた。

　無事なのは、倒とう壊かい前にとっさにソケットに押し込んだ一回分の〝アングリィ〟化に相当する本数だけである。

　あれだけのリスクを冒おかしたというのに、手元に残ったのは、たったこれだけ──。

「これじゃあ……俺たちは、何のために……」

　徒労感に歯は嚙がみする蓮次。だが叶方が思いがけない言葉を放った。

『〝ハーメルン〟を倒たおすためのショットは──私が後から、必ず届けるわ！』

「えっ？」

　蓮次は驚おどろき、顔を上げた。

「そんな……どうやって──」

『信じて！　スカイツリーで会いましょう！』

　確信に満ちた、力強い声で叶方が言った。

『オーバー！　通信機を破は棄き！』

「……くっ！」

　蓮次はネックゲイターから通信機を引き抜ぬき、遠くに放り投げる。

〝クリティカル・エリア〟内において、無線通信を行うことは許されない。すぐに投げた通信機の周りに、青白く輝く魚型のＥＯＭ──〝エレクトリック・クロウラー〟が出現し、火花を上げて機械を食い散らかす。

「動くな……！　救務庁だ！」

　立ち尽つくす蓮次の背後から複数の人の気配が現れた。

　秋葉原ＵＤＸが倒壊する前に撤てつ退たいした、救務庁の生き残りだろう。

「両手を上げて、膝をつけ！」

　後ろから小しよう銃じゆうを構える気配がする一方で。

　前方から──。

「……うっ！　また、あのＥＯＭ……！」

「落ち着け！　この距きよ離りなら、大だい丈じよう夫ぶだ！　刺し激げきするな！」

　コロコロと音を立てて現れたのは、銀色の球体。

　ＥＯＭ、〝ボール〟である。ビルの倒壊程度では、その表面に傷一つついていない。

　救務庁と、ＥＯＭ。

　二つの天敵に挟はさまれた状態で、蓮次は──。

「……ショット」

　迷わず、三本の強化ショットを自らの右胸に射ち込んだ。

　彼独りで戦場と化した〝クリティカル・エリア〟を行くのは、困難だろう。無事にスカイツリーに辿たどりつくどころか、数秒後に生きていられるかも分からない。

　だがパートナーの少女が、信じろと言うならば。

　蓮次は──スカイツリーに向かって、突つき進むだけだ。

　そこには彼らの本当の敵。

〝ハーメルン〟がいる。

「こいつ……！　動くなと言っただろう！」

「待て、ＥＯＭが……！」

〝ボール〟が、コロコロと蓮次に向かって近づいた。

　その場から一歩も動かない彼は、当然のようにばしゃりと音を立てて全身を破は裂れつさせることで──〝アングリィ〟の特とく殊しゆ能力を発動させる。

　弾はじけ飛んだ血肉ごと、蓮次の身体が紫むらさき色いろの霧きりと化した。

　時間が停止したかのように、〝クリティカル・エリア〟の光景が凍こおりついた。紫色の霧となった蓮次が、〝ボール〟の前に瞬しゆん間かん移動して──。

「──ガァアアアアアアッッッ！」

　霧から実体を取り戻した蓮次が、真上から〝ボール〟に右みぎ拳こぶしを振ふり下ろした。

　頭部に生やした紫色の大きなホーン、そして身体からだに浮うかべた紫色のラインから[image: ]ほとばしった紫し電でんが、拳を通して〝ボール〟を駆かけ巡めぐる。

　蓮次が三本の強化ショットを同時使用することで発動する、〝アングリィ〟。

　その特殊効果は敵から受けた攻こう撃げきを無効化すること。

　そして自動的に攻撃を受けた相手の元に瞬間移動し、その能力を無効化する反撃を命中させることだ。

　蓮次の拳を受けた〝ボール〟が、表面の輝かがやきを失った。

　彼は沈ちん黙もく化したＥＯＭを鷲わしづかみにし、大きく振りかぶって──。

　救務庁のメンバーに向かって、投げ放った。

「うああああっ！　退たい避ひ！　退避だ……！」

「アイツ……ＥＯＭを投げやがったっ……！」

　統率を失った救務庁の間をすり抜けて、蓮次は──。

「ガァアアアアアッッ！」

　強化した脚きやく力りよくで、〝クリティカル・エリア〟を走り出した。
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　秋葉原ＵＤＸが崩壊を始める直前。

「──くそぉおっ！　ショット！」

　亀き裂れつを挟んで対岸にいたパートナーの少年の姿が消えた。

　彼は死なないだろう。知能も体力も並程度の才能しか持ち合わせていないが、その分、反応速度と状況判断能力を鍛きたえ上げて生存能力を高めてある。

「ビルも貴女あなたも、長くは保もたないわよ！　イエスなら指を動かして！」

　俯うつぶせに倒れた魚瀬の上に馬乗りになり、叶方は叫さけんだ。ボウガンと修復ショットを女性の首に左右から突きつける。

「──……」

　魚瀬の横顔は穏やかだった。出血過多で意識を失っているわけではない。敵である叶方たちレイダーに命を救われるくらいなら、潔く散るとでもいうのだろうか。

　叶方は奥歯を嚙みしめた。焦あせりではなく、怒いかりを込めて怒ど鳴なる。

「貴女にはもう一度、会いたい人はいないの!?　生きて、またそいつに会わせてあげるって言ってるのよ！」

　魚瀬が表情を動かした。生気のない瞳ひとみを細める。

「まだ心臓が動いてるのに諦あきらめるような人間が……〝クリティカル・エリア〟なんかに来ないでよっ！」

　状況も忘れて声を荒あららげる叶方の目に、涙なみだが滲にじんだ。

　──次は、すごく楽しい曲が聴ききたいな。

　奏そう汰た。

　この都心で消えた弟を捜さがすために、叶方はレイダーになった。

　真っ先に救務庁という組織を頼たよったのに、年ねん齢れいを理由に加入を断られたからだ。

　正直に言えば、憧あこがれていたのだ。

　国民、いや世界中にいる人類を代表し、多くの期待を受けて堂々と〝クリティカル・エリア〟を探索する救務庁。その中でも正規チームは選えりすぐりの精せい鋭えいであり、最前線で戦う生きつ粋すいの戦士たちだと聞いていた。

　もう少し年齢が高ければ、自分も正規チームの一員として──。

　コソコソしたりせず、国のバックアップを受けて弟捜しに専念できたかもしれない。

　そう考えるのは──ただの妄もう想そうだ。年齢制限がなくとも、普ふ通つうの身体能力しか持たず、実戦経験のない叶方が正規チームに加わることはできなかっただろう。

　だからこそ本当の正規チームには、自分のことのように期待を寄せていたのに──。

　彼らは、失しつ踪そう者しやの探たん索さくなどしていなかったという。

　その上、今、叶方の目の前でむざむざと犬死にしようとしている──。

「死に方を自分で選べるような人間が、私たちの邪じや魔まをしないでっ！」

　ぽつり、と魚瀬の横顔に、叶方の涙が落ちた。

　とうとう秋葉原ＵＤＸの残り半分が崩壊を始めた。衝しよう撃げきとともに床ゆかが傾かたむく。

「──……」

　天てん井じようが崩くずれ落ちる中、叶方は見み逃のがさなかった。

　ピクリ。

　魚瀬が細い指先を、ほんのわずかに動かしたのを。

「──ショット！」

　叶方は、青い修復ショットを魚瀬に射うち込んだ。

　彼女にできたのは、そこまでだ。

　その後のことは──全すべて、魚瀬という超ちよう人じんがやった。

「──変身」

　傷が完治すると同時に、魚瀬が床に転がっていた強化ショットを摑つかんだ。倒れたまま自分のうなじに赤いショットを注入し、飛び起きる。

「きゃ──」

　転てん倒とうした叶方を、魚瀬が腰こしに抱かかえた。二刀のうち一刀を口にくわえ、もう一刀で崩れ落ちる天井を弾はじき飛ばしながら、オフィスを疾しつ走そうする。

　そして躊躇ためらうことなく、窓から身を躍おどらせた。

　傾く壁かべに刀を突き刺さし、減速しながら壁へき面めんを滑すべり落ちていく二人。

　大きな衝撃とともに完全に壁が崩れると、魚瀬が壁面を蹴けった。ホーンの赤い残光で弧こを描えがきながら、水面を跳はねる魚のごとく宙を舞まう。

　叶方を抱えたまま仰のけ反った状態で、魚瀬が刀で自らの腹を刺した。

　ヌルリと引き抜いた血染めの刀を、地上に向かって投げ放つ。

　ミサイルのような勢いで地面に刺さった刀が、深しん紅くの輝きを放った。輝きは一いつ瞬しゆんで膨ぼう張ちようし──大だい爆ばく発はつする。

「うっ……！」

　爆ばく風ふうが、叶方と魚瀬の落下速度を減速させた。

　魚瀬は表情一つ動かさなかった。爆風に乗ってひらりと空中で一回転し、強化した脚あしで軽やかに地面の上に着地する。

　同時に、魚瀬が無言で叶方を解放した。

「……動かないで！」

　とっさに魚瀬から遠ざかり、ボウガンを構える叶方。

　魚瀬ほどの実力者なら、倒とう壊かいするビルからの脱だつ出しゆつも可能だろう。──そう考えていたものの、こうも見事なまでに無傷で脱出を果たされてしまうと動どう揺ようのほうが大きかった。

「変身解除……」

　叶方の警告を無視し、修復ショットを自らに射つ魚瀬。最上階から脱出する際に拾っておいたのだろう。魚瀬の腹に空いた刺し傷きずが消えていく。

「質問は？」

　一本だけになった刀をだらりと下げ、魚瀬が微び笑しようした。

「この辺りにいたクリプテッドはビルに潰つぶされたみたいだけど、すぐに新手が集まって来るわ……早めに、どうぞ」

　どうやら律りち儀ぎに取引を守るつもりらしい。

　とはいえ、安心はできない。叶方はボウガンを構えたまま、言う。

「──救務庁が失踪者の捜そう索さくをしていないというのは、本当なの？」

「……」

「もし本当なら、どうして……！　どれだけの人が、救務庁に期待していると思ってるの？　帰りを待っている人たちが、どれだけいると思ってるのよ……！」

　怒りの眼まな差ざしを向ける叶方を見て、魚瀬が微笑を消した。

「私たち救務庁が守るべきなのは、行方ゆくえを消した人たちだけじゃないわ……今も〝クリティカル・エリア〟の外で生きている人類も含ふくまれている──」

「……どういうこと？」

「頭の良さそうな貴女なら、分かるでしょう……？」

　曖あい昧まいな答えを残し、魚瀬が叶方の前から遠ざかろうとした。

「待って！　まだ聞きたいことが……！」

「それなら、あと一つだけ……レイダーが有利になる質問には、答えられないわ。私個人の取引を超こえて、組織への裏切りになるから」

　言われて、叶方は頭をフル回転させた。

　レイダーの有利にならず、魚瀬が答えられる質問。そう限定されてしまったら、慎しん重ちように言葉を選ばなければならない。

「貴女は……強いわ。本当なら、私たちが敵かなうような人じゃない」

　叶方の賛辞に、しかし魚瀬は表情一つ動かさなかった。

「それなのに、貴女は瀕ひん死しで倒たおれてた。あの背中の傷は──あの時の、金色の糸の集中攻撃を避よけられなかったっていうこと？」

　魚瀬が、クスリと笑えんだ。

「あの程度の攻撃……私じゃなくても、チームの仲間ならほとんどは避けられるわ」

　言いながら、足音もなく瓦が礫れきの上を滑るように遠ざかっていく。

「──不意打ちでも受けないかぎり、ね」

　その呟つぶやきが、別れの言葉となった。

　魚瀬という女性が、ビルの瓦礫を迂う回かいして完全に姿を消した。

「やっぱり……そういうことなのね」

　叶方は呟き、ボウガンを下ろした。

　思えば最初から、違和感を抱いていたのだ。だが魚瀬の回答によって、それが最悪の形で確信に変わってしまった。

　最悪なのは、それだけではない──。

「ショットが……」

　叶方は瓦礫の山と化した、秋葉原ＵＤＸを見上げた。

　リスクを冒おかし、命を賭として手に入れようとした変身ショットが──どこにも見当たらなかった。あれだけあったショットは、一本残らず瓦礫に押し潰されたことだろう。

　激しい脱だつ力りよく感かんと、疲労感が叶方を襲おそった。

　だが──。

「私たちには──絶対、ショットが必要なのよ」

　絶望するのには慣れている。努力が徒労に終わった経験も一度や二度ではない。

　それでも叶方の心臓は、今も動いている。

　生きている以上は、自分のするべきことは決まっている。

　叶方は再び顔を上げ──。

「緊きん急きゆう通信！」

　自分と同じように今も生き残っているであろう、パートナーの少年に呼びかけた。
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　第三次大規模探索作戦、前夜のことだ。

　秋あき月づき蓮れん次じは、ベッドの中で夢を見た。

　もう見慣れてしまった──いや、見み飽あきてしまった過去の光景である。

　──ゆー姉ねえぇぇえええっ！

　東京厄やく襲しゆう、その悲劇が発生した瞬しゆん間かん。

　目の前で煙けむりとなって消えていく、大おお郷さと夢ゆ衣い。

　蓮次自身も身体からだが真っ二つに裂さけ、右半身が夢衣とともに煙と化す。

　数百人の被ひ害がい者しやといっしょに夢衣と蓮次の右半身が吸い込まれたのは、ドレスを着た紫むらさき色いろの女人形──〝ハーメルン〟だ。

　蓮次の左半身には、謎なぞの紫色の物体が取り憑ついた。死にゆく運命だったはずの彼の前で二つに分かれ、蓮次と彼のそばで頭を失った女の子に憑ひよう依いしたのだ。

　紫色の塊かたまりは、蓮次と女の子が失った右半身や頭部となった。

　女の子は六面ダイスの飾かざりがついたブレスレットを大事そうに握にぎっていた。蓮次からはその俯うつむいた顔は見えないままで──。

　そこで、蓮次の記き憶おくは途と切ぎれている。

　夢に見るときも、そこで東京厄襲発生時の光景は途切れていた。

　だが、その夜だけは違ちがった。

　失った右半身を取り戻もどす間も、蓮次は大郷夢衣のことだけを考えていた。

　──ゆー姉……。

　何が起きたのか、全く理解できなかった。

　だが彼の目の前から、想おもい人びとが消えてしまったことだけは分かっていた。

　──ゆー姉……。

　彼のせいで、夢衣が消えていく。

　自分のくだらない〝家出ごっこ〟に付き合わせてしまったばかりに。

　彼の頭をよぎったのは、はじめて蓮次と夢衣が繫つながりを感じた時のこと。

　東京厄襲から、さらに二年前。

　夢衣の家出を手伝った日の晩、同じ布団の中で彼女が囁ささやいた言葉。

　──ただの、〝家出ごっこ〟だね……。

　一ひと滴しずくの涙なみだが、蓮次が取り戻した右目から零こぼれた。

　と同時に、一瞬だけ、蓮次の右半身が輝かがやいた。

　一方、本来の頭を失った女の子の頭部も共鳴したように輝いた。

　思い出す。

　あの時、蓮次は──本当に女の子の顔が見えなかったのだろうか？

　実際は、女の子の頭部の再生は蓮次よりも遅おそくて──まるで、どんな形にしようかと迷っているかのようだった。

　だが輝くと同時に、再生は急速に再開された。

　そして厄襲の衝しよう撃げきが襲う、直前。

　その女の子は一瞬だけ、蓮次を振ふり返ったのではなかったか？

　振り向いた、その女の子の顔は──。

「……！」

　夢の内容が、切り替かわった。

　いつも、こうだ。

　二年前の東京厄襲の瞬間を再生し終えると、今度は〝クリティカル・エリア〟で体験した光景へと切り替わるのである。

　猛もう然ぜんと襲いかかる、クリプテッド。

　そして──はじめて遭そう遇ぐうした、ＥＯＭ。

「……っ！」

　今までに遭遇したＥＯＭが、次々と蓮次を襲う。

　そのたびに蓮次は死にかけ、紙一重で命を拾うのだった。

　次々と人類の敵に嬲なぶられ続ける蓮次。

　コロコロという音を立てる銀色の球体によって、肉体を潰され──。

　キャハハと嗤わらう枯かれ木きが蓮次そっくりに化け──。

「……はあっ！」

　蓮次はベッドから、飛び起きた。握りしめた拳こぶしで急所の喉のどを守り、もう一方の手には見えないナイフを構えた戦せん闘とう態勢で、前後左右を警けい戒かいする。

「はあっ……！　はあっ……！」

　見慣れた自分の部屋には、当然ながら──人類の敵など存在しない。

　蓮次はゆっくりと構えを解き、汗あせを拭ぬぐった。息を整えるために深呼吸すると、高鳴った動どう悸きが静まっていくのを感じた。

　いつもの悪夢だ。

　だが今夜だけは、内容が少し変わっていた。

　東京厄襲が発生した時に、偶ぐう然ぜん、そばにいた女の子。

　六面ダイスのブレスレットのために頭を失った、あの子が振り向いたのは──今夜が、はじめてだった。

「……」

　思い出すと、治まりつつあった動悸が速くなった。

　蓮次が夢の中で見た、女の子の顔。

　あれは悪夢が作り出した、ただの幻まぼろしだろうか？

　それとも──。

「……くそ」

　蓮次は毒づき、シャツの上からジャージを着込んだ。

　最後のチャンスである第三次大規模探たん索さく作戦は、明日だ。こんなに乱れた気分のままでは、明日の決戦に支障が出てしまう。

　自分の部屋を出て、二階の廊ろう下かを歩き出すと。

「どこ、行くの？」

　正面の部屋から、タンクトップ姿の妹が顔を出した。

「コンビニ。腹減って、眠ねむれない」

「……また、悪い夢見たの？」

　あれだけドタバタと物音を立てたのだ。すっかりお見通しである。

「お父さんとお母さんが言ってたよ。蓮クン、またカウンセリングに行ったほうがいいんじゃないかって……」

「あっそ」

　そっけなく言い、蓮次は足音を立てないよう階段を降りていく。

　家族は、蓮次が東京厄襲に巻き込まれたことによる心的外傷後ストレス障害、いわゆるＰＴＳＤを煩わずらっていると思っている。実際、カウンセリングでもそう診しん断だんされていた。

　そう思われていたほうが都合が良いが、実際は少し違う。

　パートナーの弓ゆみ家いえ叶方かなたが雇やとったカウンセラーによると戦争神経症しよう、戦争ノイローゼと言うほうが近いらしい。戦場帰りの兵士を悩なやませる心因性疾しつ患かんだ。

　銃じゆう弾だん飛び交かう戦場と、人類の敵が彷徨さまよう〝クリティカル・エリア〟。

　重度のストレスを受けるという意味では、いずれも似たようなものだ。

　叶方が雇ったほうのカウンセラーに、定期的に診しん察さつや処方を受けているが──どうでもいい。どんな後こう遺い症しようが残ろうとも、最初からまともな生活を送ろうとは思っていない。

　大郷夢衣を取り戻すことさえできれば──他ほかには何も望まない。

「……」

　静かに玄げん関かんを開け、家を出る。

　ふらふらと夜の住宅地を歩き、コンビニエンスストアでスポーツ飲料とガムを買う。

　自宅に向かって帰る途と中ちゆう、蓮次はドキリとした。

　街灯の下を、小こ柄がらな女の子が歩いてくるのが見えたからだ。

　その女の子の顔は──。

「あれ？　蓮クンだ」

　都心に消えた、蓮次の想い人とそっくりだった。

「……真ま愛い」

「こんな時間に会えるなんて、ビックリ。運命、感じちゃうね？」

　そう言って可愛らしく笑ったのは、大郷真愛。──大郷夢衣の実の妹である。

　少し垂れ気味の大きな瞳ひとみと、シュシュでまとめた長い髪かみ。血を分けた姉妹だから顔立ちが似ているのは自然なことだが──髪かみ形がた、服装に至るまで姉の夢衣とそっくり同じ雰ふん囲い気きをしているのは、不自然極きわまりなかった。

　彼女自身が、わざとそうしているのだ。

「救務庁の人たちは明日、いなくなった人たちのために命がけで働くのに──蓮クンは夜よ更ふかしして、買い食いして、楽しそうだね」

　にっこりと屈くつ託たくなく笑う少女を見て、胸が抉えぐられるように痛んだ。

　彼を責める言葉に傷ついたわけではない。姉そっくりの姿で夜の住宅地を彷徨う真愛の姿が、あまりに──痛ましかったからだ。

「罰ばつとして、デートしよっか。どこに行く？」

　真愛が蓮次の横に回り込み、強引に腕うでを組んだ。

「こんな時間に出歩いてたら、危ないだろ。……送ってくよ」

「ええー、つまんなーい」

　真愛は最愛の姉が消えた後、不登校気味になった。姉そっくりの姿で昼夜問わず住宅地を徘はい徊かいする彼女に、最初は地元の人々も同情していたが──今では不気味な亡ぼう霊れいを見るような扱あつかいに変わっていた。

　蓮次が生んだ、最大の不幸の一つといえる。

「ねえ、蓮クン、まだオタク部に入ってるの？」

「……ああ」

「それって救務庁に入るのに、何の役に立つの？　蓮クンは救務庁に入って、お姉ちゃんを助けるために働いてくれるんだよね？　お兄さんみたいに」

「……ああ」

「でも、本当は毎日遊んでるだけだよね？　みんな、そう言ってるよ」

「……」

　蓮次がレイダーとして都心に出入りしていることは、当然ながら秘密だ。

　二人は大郷家の自宅に向かって、カップルのように腕を組みながら歩いて行く。

「ほんと、蓮クンって昔から口だけだよね」

「……ごめんな」

　それきり、無言になる二人。

　大郷家に到とう着ちやくすると、蓮次は真愛の腕をなるべく優しく引きはがした。

「──噓うそばっかり」

　はじめて真愛が笑みを消した。唇くちびるを嚙かみ、蓮次を睨にらみ付ける。

「お姉ちゃん、言ってたもん。蓮クンは絶対に誰だれよりも強くて優しい人になるって。お姉ちゃんがそう言ってた人が……何もしないわけないもん」

「……」

「本当は、何かしてるんだよね？　お姉ちゃんのために、何かしてくれてるんだよね？」

　そう言って、蓮次にすがりつく真愛の腕を──。

「──救務庁が」

　彼は、そっと押し返す。

「明日……ゆー姉を取り戻もどしてくれると、いいな」

「……！」

　怒いかりと悲しみの入り交じった顔で、蓮次を睨む真愛。

　紛まぎれもない憎ぞう悪おを感じさせる、そんな表情でさえ──夢衣とそっくりだった。

「……そっくりだな」

　今夜、あの夢を見た後に。

　夢衣とそっくりの妹と向かい合ったことで──はっきりと思い出してしまった。

「……」

　真愛は無言で蓮次を睨み続ける。

　彼女は今、中学二年生だ。

　──ただの、〝家出ごっこ〟だね……。

　蓮次の耳元で、そう囁いた当時の夢衣と同い年である。

「そっくりだけど──」

　蓮次が先日、〝クリティカル・エリア〟で救い出した少女。

　人工衛星ヒマワリも、今、目の前にいる少女とそっくりだ。

　そう、そして──。

　夢の中で、刹せつ那な、蓮次を振り向いた女の子も──。

「ゆー姉じゃない……」

　ただの夢ではない。

　あれは、蓮次が今まで忘れていた、一いつ瞬しゆんの記き憶おく。

　紛れもない──現実だった。

「ゆー姉じゃ、ないんだ……」

　うわごとのように呟つぶやく蓮次を見て、真愛が目を伏ふせながら──。

「……泣いたって、許さないもん」

　ぽつり、と言った。
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　今の蓮次には、走り続けることしかできなかった。

　索さく敵てきができるパートナーの弓家叶方はそばにいない。

　唯ゆい一いつ、使いこなせる戦闘用の武器であるナイフも失った。

　そんな彼が浅あさ草くさの先にあるスカイツリーに辿たどり着くための唯一の方法──。

　逃にげも隠かくれもせず、戦闘中の救務庁やレイダーの間を駆かけ抜ぬけていくことだった。

「ガァァアアアッッ！」

　紫むらさき色いろの霧きりが立ちこめる〝クリティカル・エリア〟を疾しつ走そうする、蓮次。

　山手やまのて線の下をくぐり、東に向かって広い国道を走り抜けていく。

「な、なんだ……！　ＥＯＭか!?」

「新手のレイダーだ！　撃うて！」

　交戦していたレイダーと救務庁が蓮次に気づいた。レイダーたちが戸と惑まどう一方、救務庁のメンバーが彼に向かって銃じゆうを構える。

「グォァアアッッ！」

　蓮次は紫色の輝かがやくラインが浮うかんだ右手で、路上に放置された自動車を摑つかんだ。強化された腕わん力りよくで、救務庁メンバーに向かって自動車を投げ飛ばす。

「うおおおっ!?」

「退たい避ひ……！」

　地面をバウンドした自動車が、ボウリングのように他の放置自動車を弾はじき飛ばした。救務庁メンバーが構えていた地点に命中し、白い制服が散り散りになる。

　蓮次は強化した右足で地面を蹴けり、混乱に包まれた地上を跳とび越こえた。

　逃げては、スカイツリーから離はなれてしまう。

　隠れては、息を潜ひそめた敵やＥＯＭからの不意打ちを防ぐことができない。

　普ふ段だんの〝クリティカル・エリア〟ならば自殺行こう為いとも言える、猪ちよ突とつ猛もう進しんだ。

　しかし今日の都心は、戦場と化している。

　たとえ進路を塞ふさがれたり、銃で撃たれようと──そこにレイダーや救務庁、つまり人類がいるかぎり、そこにＥＯＭはいないということだ。

　ＥＯＭがいないかぎり、蓮次は走り続けられる。

「……！」

　前方に二体、ゴリラ型のクリプテッドが立ちふさがった。

　さらに背後からは、電動バイクに乗った救務庁の追っ手が迫せまりつつある。

「──ァアアアアッッ！」

　吠ほえ、蓮次はあえて二体のクリプテッドに向かって突つき進んだ。

　蓮次の倍はありそうな巨きよ軀くのクリプテッドの拳こぶしを、身を落としてかわす。すかさずもう一体のクリプテッドが摑みかかってくるが、跳ちよう躍やくして前転し──巨きよ体たいを蹴って、さらに前方に向かって大きく跳んだ。

　路上に放置された自動車を跳び越える、蓮次。

　その後方で、無傷で蓮次とすれ違ちがった二体のクリプテッドが、電動バイクに乗った救務庁メンバーとぶつかり合った。ブレーキ音と銃じゆう声せいが響ひびき渡わたる。

　蓮次は着地し、再び国道を走り出す。

　先日、浅草から脱だつ出しゆつする際に通った６号線に入ろうとするも──。

「ぎゃぁあああっっ！」

　悲鳴を聞いて、急停止する。

　６号線の入り口に、逃げ惑まどうレイダー集団が見えた。

　その向こう側に見えるのは──赤い液体を満たした、小さなバスタブだった。蠟ろうのように表面がドロリと溶とけたバスタブに浸つかっているのは、紫色の角を生やした裸ら体たいの子供に見えた。男とも女ともつかない肢し体たいを露ろ出しゆつしている。

　ＥＯＭ──。

　蓮次はやむなく進路変へん更こうし、国こく際さい通りという道路を北上した。

　彼は今、三本の強化ショットによって〝アングリィ〟化した状態である。

　自分の中に取り憑ついた右半身のＥＯＭ──〝アングリィ〟の特とく殊しゆ能力は強力だ。しかし一度の死を無効化し、攻こう撃げきを仕し掛かけた相手に自動反撃をするというカウンター攻撃は、変身後、一度きりしか発動しない。

　従って、再び変身をやり直さないかぎり、今の彼がＥＯＭに目をつけられることは死を意味する。特に人型のＥＯＭは追走型が多いため、やっかいだ。

　変身をし直そうにも、彼の手元には修復ショットが三本あるだけだ。

　新たに強化ショットを手に入れないかぎり、彼は普ふ通つうの変身すらできない──。

「ガァアアッ……！」

　紫色の輝く矢と化し、国際通りを駆け抜ける蓮次。

　救務庁の刺し客かくに銃じゆう撃げきされ、他ほかのレイダーに横から攻撃をされ、クリプテッドを殴なぐり倒たおし、放置された自動車をなぎ倒しながら──。

「ガァアアッッ──」

　全身、血ち塗まみれになっても、走る速度を落とさない。

　パートナーの少女は、ショットを手に入れて後からやって来ると言っていた。

　その言葉を信じ、走り続ける。

　浅草に向かって。

　その向こう、スカイツリーにいる宿敵、〝ハーメルン〟に向かって。

　──うん、待ってる。

　赤い血で染まった視界に、大郷夢衣の笑顔が重なった。

　奪うばわれた想おもい人びとを取り戻すために、蓮次は走り続けるが──。

「──ガァッ……！」

　牙きばを生やした口から紫色の吐と息いきを漏もらし、蓮次はガクリと膝ひざを折った。

　左ひだり眼めが紫色に染まり、頭部の左側からも小さなホーンが生えていた。左半身にまで輝く模様が侵しん食しよくしつつある。

　戦場のど真ん中を突き抜けるのは、予想以上に消しよう耗もうが激しかった。

　疲ひ労ろうと負傷に加えて、燃えたぎるような怒りの感情が心臓を高鳴らせていた。

　これ以上は、自我が保もたない。

　蓮次の変身は、ただの強化ではない。彼が中毒者となり、右半身に棲すむ〝アングリィ〟が自分の心身を乗っ取ってしまったら、どうなるか──想像もつかなかった。

　震ふるえる左手で三本の修復ショットを握にぎり、先せん端たんを右みぎ腕うでに突き刺さす。

「くあっ……」

　頭部のホーンが弾はじけ飛ぶと同時に、右半身に激痛が走った。

　今まではなかった反動だ。〝アングリィ〟化を解いたはずの右半身が痙けい攣れんする。

「はあっ……はあっ……」

　疲労した顔を上げ、蓮次は再び走り出した。

　目の前に現れた交差点を右折し、また広い道路に出る。

　雷かみなり門もん通りである。

　蓮次はとうとう浅草に辿り着いていた。

「……ゆー姉……」

　浅せん草そう寺じの横を通り抜け、川を渡れば──。

　スカイツリーがある。

　そこに〝ハーメルン〟がいるのだ。

　あの化け物が吸い込んだ、大郷夢衣もそこに──。

「はあ……はあ──」

　しかし。

　変身が解け、パートナーもいない蓮次では敵の待ち伏ぶせに気づくはずもなかった。

『こちら、救務庁です』

　前方に、折れた斜しや塔とうが見えた。

　スカイツリーだ。

　左手には穴の空いた、大きな提ちよう灯ちんが見えた。

　雷門である。

『〝クリティカル・エリア〟内に日本政府の許可なく立ち入る行為は、特別救務法によって禁じられています』

　大きな交差点で、蓮次は白い制服を着た人々に取り囲まれていた。

　商店街の中や、ビルの屋上、地下鉄の出入り口などから、数十名もの救務庁のメンバーが一いつ斉せいに姿を現す。

　上空に、小さな人ひと影かげが浮かんでいた。

『ただちに行動を停止し、武装を解除してください』

　人工衛星ヒマワリ。

　頭をすっぽりと覆おおう巨きよ大だいなヘルメットで顔を隠した少女だ。空中に浮かんで指向性マイクによる警告を発する姿は、首都高速道路で出会った時と全く変わらない。

「……」

　逃げ出す体力は、すでにない。ショットも尽つきた。せめてもの抵てい抗こうとして、ネックゲイターを持ち上げて口元を隠すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしながら、空に浮かぶ少女を見上げる。

　ヘルメットのせいで、その素顔は見えなかった。

　だが蓮次は知っている。鏡面加工された分厚いヘルメットの奥には──。

　彼がよく知る、想い人の顔がある。

『あなたの進路方向は、すでに救務庁の正規チームが封ふう鎖さしています』

　蓮次の正面で小しよう銃じゆうを構える男女には、見覚えがあった。

　首都高速道路で対たい峙じした、救務庁の正規チームである。──あの時と違うのは、魚な瀬せという女性だけが欠けていることくらいだ。

「──我々、救務庁は優ゆう秀しゆうでな」

　正規チームの中央にいる中年の男が言った。洒落しやれっ気けのない短たん髪ぱつと、姿勢の良い瘦やせぎすの体格、そして堅かた気ぎには見えない目つきが軍隊上がりといった風貌である。

「先日の首都高での出来事──貴様が我々にＥＯＭを押しつけて逃にげた一件だ。それをきっかけに、ある過去の記録を見つけ出した」

　そう言う男は、正規チームのリーダーなのだろう。白しら髪が交じりの外見は最前線で戦う兵士としては高こう齢れいに見えるが、有無を言わせぬ風格がある。

「浅草、そして子供。たったそれだけの共通点しかないが、重要な記録だ。二年前、救務庁に寄せられた一本の通報──その声は変声機で変えられていたが、分ぶん析せきした結果、まだ幼さの残る少年のものと判明した」

　ピリピリとした敵意が蓮次を囲んでいるものの、先制攻撃を仕掛けてはこなかった。

　なぜなのかは分からない。だが戦せん闘とう力を失った状態の蓮次にできることもなかった。

「内容は、消えた人々を吸い込んだ化け物が浅草にいる、というものだった」

「……」

「実際に、通報通りに化け物──いや、ＥＯＭが浅草にいた。しかしそれが本当に数百万人もの人間を吸い込んだのかどうかまでは分からない。そこで我々は、そのＥＯＭの監かん視しを続けることにした。〝疑わしきＥＯＭ〟と我々はそれを呼んでいる」

〝疑わしきＥＯＭ〟──。

「……！」

　蓮次はゴーグルの奥から、強面こわもての男を睨にらみつけた。

　てっきり自分の通報は信じられることなく、無視されていると思っていた。

　だが、違った。救務庁は彼の通報を重要視していたのだ。

　ならば、どうして──。

「──今は、あそこにいる」

　蓮次は口を開いた。眼光鋭するどい男の向こうを指さす。

　展望台から上の部分が折れた、かつてのスカイツリーがそこに見えた。

「いるのが分かっているのに、どうして放っておくんだ！」

「ほう……その反応を見るに、間ま違ちがいなさそうだな。本当に通報者自身がレイダーになっていたのか。正直、半信半疑だったのだが」

　そんなことは、どうでもいい。蓮次は男を睨みつける。

「我々が〝疑わしきＥＯＭ〟を放置している理由はある。その一つは、通報の真しん偽ぎが定さだかではないこと。二つ目はＥＯＭという存在に対し、確固たる対応策がまだないこと。三つ目は、下手に刺し激げきしてさらなる被ひ害がいを出すわけにはいかないということ」

「……」

「四つ目、五つ目……リスクを挙げたら、キリがない」

「疑わしい、っていう一つの理由だけで戦うにはじゅうぶんだろう……！」

「お前は──そのたった一つの理由だけで、ここまでやって来たんだな」

　強面の男が言った。

「今日も、来ると思っていた」

　ぴくり、と蓮次は眉まゆを動かした。

「この前の首都高といい……まるで、あいつを守ってるみたいだな」

「ある意味、そうとも言える。我々は失しつ踪そう者しやを取り戻もどす義務もあるが、今いる人類を守る義務もある。下手にパンドラの箱をつついて──人類全体を脅おびやかすわけにはいかん」

「……！」

「だが、勘かん違ちがいするな。我々だって無策ではない。手がかりはあるし……そのための研究や実験も」

　言って、男が空に浮うかぶヒマワリを一いち瞥べつした。

「怠おこたっては、いない」

「……」

「それじゃあ、今度はこちらが聞く番だ」

　強面の男が、蓮次に向き直った。

「お前は、どうして──あれが数百万人もの人間を吸い込んだと知っているんだ？」

　言いながら、袖そでのソケットから赤いショットを抜ぬく。

　強面のリーダーに続き、正規チームの全員が同時にショットを抜いた。

「……！」

　蓮次はギクリとして、身構える。

「それに、どうしてそこまでして〝疑わしきＥＯＭ〟の下もとに向かおうとしている？」

　蓮次を睨む男の目つきに、物ぶつ騒そうな光が宿った。

　正規チームが持つショットの先端が、ゆっくりとそれぞれの腕うでに近づいていく。

「お前のような子供が、〝疑わしきＥＯＭ〟の下へ行って、何ができる？」

「……」

「それとも、お前は──何か、できるのか？」

　ＥＯＭの能力を解除することができる、〝アングリィ〟という切り札。

　その存在を、蓮次は──いや、蓮次と叶方は救務庁に秘密にすると決めていた。

　万が一、救務庁がそれを危険視した場合──国家権力によって封ふう印いんされ、〝ハーメルン〟を倒す唯ゆい一いつの手段を失いかねないと考えたからだ。

　二人が抱いだいた危き惧ぐは、今まさに現実のものとなりつつある。

「ここまで話せば、分かっただろう？　我々の意思は、充じゆう分ぶんに説明した。お前が何を考えていようと、そちらの秘密を明かさないかぎり、ここを通しはしない」

　先制攻こう撃げきせずに長話をしたのは、蓮次を無傷で拘こう束そくするため──。

「投降しろ。お前は重要参考人だ。力ずくとなったら軽傷では済ませられない」

　正規チームのメンバーから漂ただよう殺気は、尋じん常じようではなかった。

　彼ら全員が、秋葉原ＵＤＸで戦った魚瀬と同等レベルの戦闘員だとしたら──正面から立ち向かったところで敵かなうはずがない。一対一で、それも背後から不意打ちを仕し掛かけることができても一いつ矢し報むくいるのが精一杯だろう。

　完全に包囲された状態で、ショットもない蓮次には為なす術すべがなかった。

　今にも弾はじけそうな緊きん張ちよう感かんが、ピークに達しようとした時。

『警告。警告。人工衛星ヒマワリが予期せぬ行動を開始しました』

　頭上から音声が響ひびいた。

「なにっ──」

　いっせいに空を見上げる正規チームの下に、紫むらさき色いろの光球が降り注いだ。

　アスファルトの地面。街灯。商店の看板。放置された自動車や、路地に停とめられた古めかしい人力車に到いたるまで──。

　雷門にある全すべてのものが、ひしゃげて押し潰つぶされた。

「うおおおおッッ！」

　思ってもみなかった方角からの不意打ちに、正規チームのメンバーも地面に叩たたき付けられた。正規チーム以外の補助チームメンバーも同様だ。見えない腕に押し潰されるがごとく、全身の骨を軋きしませて鼻血を噴ふき出す。

　無事なのは、蓮次だけ。

　突とつ然ぜんの異変を引き起こしたのは──。

『人工衛星ヒマワリの敵対行こう為いを確認。ガスを注入します』

　警告を響かせるヘルメットの主、人工衛星ヒマワリだった。

　ヒマワリが腕を自らの頭に向け、新たな光球を生み出した。

『ガスを注入──』

　音声が途と絶だえた。光球が生み出す力によって、ヘルメットが粉々に打ち砕くだかれたのだ。

　破は壊かいされたヘルメットの内側から、白い霧きり状じようのガスが溢あふれ出した。

「……蓮クン」

　蓮次が見上げる中、ヒマワリが微笑ほほえんだ。

　懐なつかしい──彼の大切な幼なじみ、大郷夢衣の笑顔だ。

「──」

　呆然と立ち尽くす彼を、空から逆さまに舞まい降おりた少女が抱だきしめた。

「行こう、蓮クン」

　大郷夢衣の声で、耳元で囁ささやく。

　間近で蓮次を見つめる優しげな瞳ひとみが、遠くの空を見た。

　その視線の先にあるのは、スカイツリー──。

「〝ハーメルン〟を……？」

　思わず呟つぶやく蓮次を見て、少女が首を横に振ふった。

　もう一度だけ少女が一瞥したのは──スカイツリーの、さらに向こう。

〝クリティカル・エリア〟と元の世界を隔かく絶ぜつする壁かべ──。

　紫色の境界線だった。

「向こうの、世界へ」

　少女が優しく囁き。

　蓮次の首に、三本の強化ショットを突つき刺さした。
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　弓家叶方は、地じ獄ごくのような光景の中を匍ほ匐ふく前進していた。

「ふう……はあ──」

　感覚ショットを使用して生やした耳形のホーンが、ピクピクと神経質に動いた。

　背の高いビルに挟はさまれた通りは、静せい寂じやくに包まれた谷底のようだった。周囲のビルは半はん壊かいし、電柱は倒たおれ、レイダーや救務庁のメンバーの死体が至るところに転がっていた。

　ショットで強化できる五感が、聴ちよう覚かくだったことを幸運に思う。もし嗅きゆう覚かくを強化するタイプだったら、周囲の死体が放つ死し臭しゆうによって悶もん絶ぜつしていたことだろう。

　秋あき葉は原ばら、電気街。

　先ほど死線を越こえた秋葉原ＵＤＸの、目と鼻の先である。

　叶方は最大限に慎しん重ちようを期して、匍匐前進に集中していた。必要最低限の装備を残して、バックパックも捨て去った。

「……」

　死体でできた道の先に、うずくまっている人ひと影かげがあった。かつてのラジオ会館の手前で、地面に落ちた看板の中をゴソゴソとまさぐっている。

　叶方は息を殺し、その人物がボウガンの射しや程ていに入ったところで──。

「──動かないで。動いたら、撃うつわ」

　素早く身を起こした。人物に向かって、ピタリとボウガンの照準を定める。

　びくり、と看板をいじっていた人物が震ふるえた。

「……カナさん？」

　振り返ったのは、眼鏡めがねを失ったおとなしそうな少女。

　キムラだ。

　魚瀬に切り捨てられ、秋葉原ＵＤＸの最上階から落下したはずの少女が、叶方を見て目に涙なみだを浮かべた。

「良かった、無事だったんですね！　私も、何とか──」

　感動して駆かけ寄ろうとしたキムラの脚あしに。

　ボウガンの矢が突き刺さった。

「あがぁうっ！　ひぃっ……！」

　転てん倒とうして藻も搔がくキムラから、叶方は目を逸そらさなかった。油断せず──否いな、必死の形相で素早く次の矢を装そう塡てんする。

　眼前の少女に対して、もう隙すきは見せられない。

　ある意味で──ＥＯＭよりも危険な相手だ。

「ど、どうして、こんなっ……！　カナさん……！」

「両手を上げて、頭の後ろで組みなさい！　早く！　次は眉み間けんを狙ねらうわよ！」

「ふぅっ……！　ううぅあ……！　ああぁああ──」

　キムラの苦く悶もんの声が、その質を変えた。

　苦しげな呻うめき声ごえが、恍こう惚こつとした喘あえぎ声ごえに変わり──。

「ああああっ……」

　キムラが、とろん、と快感に溶とけきった顔を上げた。頰ほおを上気させて、ブルブルと震える両りよう腕うでを持ち上げる少女に──不器用で未熟だったレイダーの面おも影かげはない。

「──〝ツイスター〟……！」

　叶方は目一いつ杯ぱいの嫌けん悪おを込めて、吐はき捨てる。

　異常に広い視野を持ち、空中を駆け巡めぐる金色の糸を操あやつって〝エリア〟にいる人々を殺し続ける殺さつ人じん鬼き──〝ツイスター〟。

　そんな異常者の名前で呼ばれたキムラは、しかし──。

「ふうぅ……なんで、バレちゃったんですかぁ……？」

　持ち上げた手の親指を囓かじり、粘ねん着ちやく質しつな視線で叶方をねめつける。

　異常に興奮して、髪かみを頰に貼はり付けた女性。同性でさえ寒気を覚えるような妖よう艶えんさが、ボウガンを構える叶方の手に汗あせを滲にじませる。

「違い和わ感かんは、最初からあったわ。はじめて出会った時、このそばで〝ボール〟と遭そう遇ぐうした時からね……」

　正体を見破られたものの、キムラは抵てい抗こうする素そ振ぶりを見せなかった。

　だが叶方は決して油断しない。

「ショットの使い方も知らないような素人しろうとのくせに──〝ボール〟を見た時、あなたは震えて、私たちにごめんなさいと謝ったのよ」

　キムラは艶つややかな笑みを崩くずさない。脚からは血を流し続けているのに、苦痛を感じている素振りすらなかった。

「本当のど素人なら、ＥＯＭの怖こわさも知らないはず。そんな人間が〝ボール〟と遭遇したら、まずは〝何だろう、アレ？〟って疑問を覚えるはず。それなのにあなたはＥＯＭの怖さをよく知ってる様子だった……それも、かなりね」

「あの時は、本当に怖かったなぁ。レンさんの腕が潰れるのを見て、自分がああなったら、どうしようって思ったら──」

　その時を思い出したのか、ビクンと身体からだを震わせるキムラ。

「潰されて死ぬのが先か、気持ち良すぎて死ぬのが先か、考えただけでもう……はあぁああ……」

　口元から一筋の涎よだれを垂らす少女を見て、叶方の背筋に悪お寒かんが走る。

「じ、自分も、死にそうな目に遭あったっていうのに……！」

「だって、殺ヤるのも殺ヤられるのもぉ、堪たまらないんですもん」

　世の中には殺人や拷ごう問もんによって性的興奮を覚える異常者が存在する。眼前にいるキムラという少女も、そういった嗜し虐ぎやく趣味を持ち合わせた性的パー倒錯者ヴアートの一人なのだろう。

　変へん貌ぼうを遂とげた都心、〝クリティカル・エリア〟という異世界が呼び寄せたのは、エネミー・オブ・マンカインドという侵しん略りやく者しやたちだけではない。

　人類社会では生きられない無法者アウトローまでも、棲せい息そくするようになってしまった──。

「違い和わ感かんがあったからこそ、再会してからは警けい戒かいしてそばにいるようにしていたのに……あなたが〝ツイスター〟とまでは気づけなかった。あなた自身が、何度も金色の糸に襲おそわれていたから……！」

「えへへ、なんだか恐きよう縮しゆくです。自分で自分を慰なぐさめるのも、やめられなくて」

　見けん当とう違ちがいに照れる、キムラ。叶方は顔をしかめた。

「でも、あの魚瀬っていう人のおかげで気づいたわ。──あの人があの状じよう況きようで、最後の力を振り絞しぼって攻こう撃げきするなら、どう考えても私かレンを狙うべきだった。それなのに、あの人は迷わずあなたを狙った」

「……」

「つまり私たち三人の中で最も危険なのは、あなただと判断したのよ。彼女が倒れていたのは、あなたに背後からの不意打ちを受けたからだった……！」

「……」

「彼女の傷は紛まぎれもなく〝ツイスター〟の攻撃によるものだったわ。──つまり、あなたこそが〝ツイスター〟ということよ」

　言いながら、叶方はジリジリとキムラとの距きよ離りを詰つめていった。

　両手を上げただけでは、まだ安心できない。一刻も早く拘こう束そくするべきだが、キムラの余よ裕ゆうに満ちた態度が、叶方をより慎重にさせていた。

「死んだと思わせるのなら、私たちの進路……スカイツリーとは逆方向に逃にげていくと思ったわ。案の定ね。──あそこにあった家族写真っていうのも、私たちを自分が仕掛けた罠わなに誘ゆう導どうするための噓うそだったのね」

「本物ですよ？　お父さんもお母さんも大好きですし。たった一つのことだけを除いて、ですけど」

「……？」

「私の名前、木き村むら処女神アルテミスっていうんです。いくら何でも、ヒドいですよね。私が周りの人たちと上手うまくいかないのも、この名前のせいなんです」

　叶方の全身から、冷ひや汗あせが吹ふき出した。

　木村処女神の全身から、異様な殺意が膨ふくれあがっていくのを感じた。

「どういうつもり？　名前を明かすなんて……」

「だって、さっきから話を聞いてたら、私の正体がバレたのって状じよう況きよう証しよう拠こから気づかれただけっぽいですし」

「……？」

「つまり私の能力までは、まだバレてないってことですよね？」

　キムラが言った、直後。

　叶方は此この世のものとは思えないほど、美しい光景を目の当たりにした。

　キムラが滑すべるような動きで、両手を背中に回した。右手を肩かたの上から、左手を腰こしの下から背中に回したポージングは、まさに身をくねらせる女神のようだった。

　穏おだやかな表情で背中のデイパックから取り出したのは、三色のショットと──リボルバー式の拳けん銃じゆう、そして数発の弾だん丸がんだ。背中に直接隠かくしていたのか、それともデイパックが二重底になっていたのかもしれない。

　空中に放り投げたそれらの中で、キムラが摑つかんだのは緑色と青色のショットだった。

　キムラがまず緑色の感覚ショットを自らに注入する。

「──」

　異様な物体がキムラの頭に生えた。

　緑色の宝石で造られたかのように輝かがやく、羊の頭ず蓋がい骨こつである。頭蓋そのものもホーンの一部なのだろう。あたかも女神アルテミスの聖せい獣じゆう、ケリュネイアの雌め鹿じかのごとき枝分かれした角が伸のびる。

　キムラが緑色に輝く双そう眸ぼうを見開いたのは、一いつ瞬しゆんだった。

　見えない何かを見るや、すぐに左手の青い修復ショットで変身を解く。

　すると今度は右手に赤いショットを持ち、自らに注入する。今度はルビーのように赤く輝く雌鹿の頭蓋骨が頭部に生えた。

　拳銃を左手に持ち替かえた上で、空中にある銃じゆう弾だんにパクリと食いつき──。

　赤く輝く唾だ液えきをたっぷりと塗ぬって金色に輝いた弾丸を、リボルバーの開いた弾だん倉そうに直接、吹き飛ばして装塡する。

　一切の無む駄だがない、見とれるほど華か麗れいな所作だった。

　だが叶方は、実際に見とれていたわけではない。

　木村処女神の一連の動きが──あまりにも流りゆう麗れいかつ驚きよう異い的な速度で行われたのだ。

　赤く輝く弾丸を装塡したリボルバーの銃口が、こちらを向いた。

「っ……！」

　叶方は横に跳ちよう躍やくしながら、ボウガンを放った。

　同時にリボルバーから放たれた金色の糸が、地面すれすれを飛んで──顎あごの下から、叶方の頭に向かって急きゆう上じよう昇しようする。

　銃じゆう声せいはしなかった。かすかな風音が聞こえただけだ。

「ぐっ……！」

「ああっ……！」

　二人の呻き声が、重なった。

　金色の糸が叶方の顎をかすめた。小さな裂れつ傷しようを彼女の頰に残して、空へ消えていく。

　一方、叶方が放ったボウガンの矢は──キムラの右みぎ肩かたに命中していた。

　叶方とキムラ、二人ともが地面を転がった。

　先に起き上がったのは叶方だった。ボウガンを装塡する余裕もなく、直接矢を握にぎって、キムラに飛びつく。

「……う、動くな！」
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　仰あお向むけに倒たおれたキムラの両腕を脚で挟はさみ、矢の先せん端たんをキムラの喉のど元もとに突つきつける。

「なんっ──今のは……！　二種類のショットを……？　は、速すぎ──」

　結果的に勝利したのは叶方だが、両者の表情は真逆だった。

　冷や汗を流して息を荒あららげる叶方に対し、キムラは興奮の余よ韻いんに浸ひたっている。

「すごい……早はや撃うちで負けたのって、はじめてですぅ……はああぁあ、カナさんって、やっぱりお上手なんですねぇ……ああぁんっ……！」

「は、早撃ちって──」

　勝ったも負けたもない。

　叶方がボウガンの引き金を引く、その一瞬で──キムラが取った行動は一つや二つでは済まなかった。

　隠した武器を引き抜ぬき、感覚ショットを射うって視野にある気流を見た上で、修復ショットで変身を解き、新たに強化ショットを射ち、銃弾を気流に乗って飛ぶ金色の弾たまに変え、装塡し──もう何が何だか分からない。完全に叶方の理解の範はん疇ちゆうを超こえていた。

「あなた……ほ、本当に人間なの……？」

　叶方は確かに、キムラの能力を見抜くことができなかった。それもキムラが〝ツイスター〟であると、なかなか気づくことができなかった理由の一つだ。

　ただの早撃ち──。

　正確には、驚異的な速度によるショットの使用とも言える。

　これまでも叶方や蓮次が目を離はなした隙すきに、こっそり変身していたのだろう。そのこと自体は予想通りだが──動きの速さが人間離れしすぎていた。

「いくら何でも、速すぎる……それに感覚ショットと強化ショットのどちらとも相性が良いの？　いえ、それ以前に、私たちの前で変身した時は、そんなホーンじゃなかった……変身を完全にコントロールしてるってこと……？」

「ちょっと変身し慣れてるだけですよぉ。はぁあ、気持ち良い……えへへ」

　叶方は顔をしかめた。刺ささった矢を引き抜き、零こぼれ落ちた修復ショットを拾う。

「ショット！」

　青いショットをキムラに突き刺す。

　善意でキムラの怪け我がを治してやるのではない。キムラが強化したままの状態では危なすぎるからだ。「ああ……」と心底、残念そうに唸うなるキムラ。

「──どうしてレンを狙ったの？」

　異常者の変態趣味に付き合ってやる時間も精神的余よ裕ゆうも、今の叶方にはなかった。

「わざわざ罠に誘さそい込まなくても、貴女あなたならいつでもレンを殺せたはず！　目をつけておいて殺さないなんて、何を企たくらんでいたの？」

　キムラは答えなかった。ニコニコと友好的とすら思える笑えみを浮うかべる。

「答えなさい！」

「彼と、お近づきになりたかっただけです。そうだ、彼の女の子の好みって、分かりますか？　私って、彼の恋れん愛あい対象としては、どうでしょうか？」

「ふざけないで……！」

「本気ですよ？　彼の子供を産んだら、どんなのが生まれるかと想像しただけで……」

　ぎくり、と叶方は顔を強こわ張ばらせた。

　そんな彼女の動どう揺ようを読み取ったのだろう。キムラが怪しく笑った。

「彼──人間じゃ、ないですよね」

　ＥＯＭですら無力化する、〝アングリィ〟。

　その能力を、蓮次は──はじめてキムラと出会った時に見せてしまっていた。

「何を、そんな──」

「とぼけないでくださいよっ！」

　キムラが突とつ然ぜん、絶ぜつ叫きようした。ビクリと叶方は身を震ふるわせる。

「ズルい！　ズルい！　あんな力！　なんで、レンさんだけ！　ＥＯＭにさえ立ち向かえるような力！　あんなの、ただの化け物じゃないですか！　人間じゃない！　どうやって手に入れたんですかぁ！　もう一度、そばで見て参考にしたかったなあ！　私だって、こんなにがんばってるのにっ！　何百本、何千本とショットを射って、やっと分かってきたのに！　あんなの、ズルですよ！　いいなぁ！　ズルい！　ズルいんですよぉっ！」

「や、やめ……」

「うああああっ！　いいなぁ！　いいなぁああっ！　怪かい物ぶつ、いいなぁあっ！」

「──やめて！」

　叶方は生まれてはじめて、衝動的に暴力を振ふるった。拳こぶしをキムラの顔面に叩たたきつける。

　鼻血を出して「はぁぁ……」と恍こう惚こつの表情を浮かべる殺さつ人じん鬼き。

「彼は……人間よ」

　ポツリと言ってから、気づく。

「〝私だって、こんなにがんばってるのに〟？」

　動かなくなったキムラを凝ぎよう視しする。

「〝やっと分かってきたのに〟？」

　キムラがうって代わって無言になった。美味おいしそうに鼻血をペロリと舐なめる。

「何が……分かったの？」

「……」

「レンを参考にする？　どういうこと？　答えて！」

「──レンさんのおかげで、やっと始まるかもしれないんですよ」

　べろべろと鼻血を舐めながら、キムラが意味ありげに言った。

「始まる……？　何のこと？　レンは──私たちは、こんなこと一刻も早く終わらせるために……いなくなった人を取り返して終わりにするために──」

「取引しませんか？　私を見み逃のがしてくれるなら、教えてあげます」

　にっこりと、以前の眼鏡めがね少女キムラの笑顔を浮かべる〝ツイスター〟。

「どうして救務庁が、意地になってレイダーを狩かろうとするか……」

　硬こう直ちよくする叶方を見る、キムラの目つきは──。

「そして──なぜ、クリプテッドがショットを落とすか……」

　狩りの女神アルテミスが、獲え物ものの羊を狙うかのようだった。
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　かつての東京都心。

　今や紫むらさき色いろの霧きりが立ちこめる魔ま境きよう、〝クリティカル・エリア〟と化してしまった世界を、蓮次は上空から見下ろしていた。

「──ガァッ……！」

　蓮次の額の右側から、紫色に輝くホーンが生えた。右半身に光るラインが浮かび上がり、右眼が紫色に染まっていく。

「──蓮クン」

〝アングリィ〟化していく蓮次を、後ろから抱だきしめた少女が囁ささやいた。

　人工衛星ヒマワリだ。

　蓮次とヒマワリを空に浮かべているのは、彼女が生み出した光球の力だろう。ヒマワリの背中に貼はり付いた二つの光球から発する光が、蓮次とヒマワリを包んでいた。

　浅草の上空を飛ひ翔しようする蓮次の眼下に、浅草寺が見えた。

　南北に向かって延びる隅すみ田だ川がわと、川沿いを走る首都高速道６号線もだ。その高速道路はつい先日、蓮次とヒマワリが出会ったところでもある。

「グゥッ……！」

　重力は一切感じず、少女に支えられているという感覚すらなかった。

　ただ蓮次の右半身が、燃えるように熱かった。体の右側が溶よう岩がんになってしまったかのようだ。あまりの衝動に左半身にある心臓が悲鳴を上げ、手足を動かすことができない。

「やっと、会えたね」

　背中から、少女の温ぬくもりを感じた。

　しかしビキビキという不気味な音とともに、少女の温もりが消えていく。柔やわらかい感かん触しよくはそのままなのに、人としての体温が失われていく。

「気まぐれで二つに分かれたせいで、想定外の欠けつ陥かんも抱かかえちゃったけど──」

「グゥゥアアッ……！」

　蓮次の頭に生えたホーンが、強きよう烈れつな輝かがやきを放った。

　三本の強化ショットを使用して変身するのが〝アングリィ〟化だ。だが今の蓮次を衝つき動かしているのは、これまでとは全く異なる変化だった。中毒化とも違ちがう。

　蓮次のホーンがメキメキと音を立てて肥大化した。ホーンの根元が滲にじむように拡大していき、蓮次の右みぎ眼めを覆おおう仮面へと変へん貌ぼうしていく。髑どく髏ろのようにぽっかりと空いた空くう洞どうの奥で、蓮次の右眼が輝いた。

　光のラインを浮かべた右みぎ腕うでにも、かつてない変化が生じていた。握り締しめた拳の周りに紫色の霞かすみが凝ぎよう縮しゆくし、皮ひ膚ふの上に浮かぶ手甲──ブラスナックルと化す。

「これで、ようやく私たちの役目を果たせる……」

　背中の少女も、目ま映ばゆい輝きに包まれていた。

　共鳴している──。

　自分に何が起きているのか分からなかったが、それだけは分かった。

　蓮次を襲おそう急激な変化によって、思考能力さえも奪うばわれつつあったが──背中越ごしに重なりあった少女と、鼓こ動どうが一つになっていくのを感じた。

「グゥゥッッ……！」

　自分のものとは思えない呻うめき声ごえを漏もらす、蓮次の眼下に──。

　折れた斜しや塔とうが、見えた。

　展望台から上の部分が倒とう壊かいした、東京スカイツリーである。

「ァァアア──」

　熱い衝動で心と体を灼やかれながら、蓮次は腕うでを伸のばした。

　音もなく空を舞まう蓮次の、すぐ下。

　手を伸ばせば届きそうだ。

　たったそれだけの距きよ離りに──〝ハーメルン〟が居た。

　東京厄やく襲しゆうで、蓮次の想おもい人びとである大郷夢衣を吸い込んだＥＯＭだ。あれから二年間、パートナーの弓家叶方とともに、そこに辿たどり着くことだけを考えて生きてきた。

　何度も挫くじけそうになり、何度も死にかけ、追い求めてきた宿敵が──。

「──」

　蓮次を、見た。

　ドレスに身を包んだ異形の人形が、空に浮かぶ彼をじっと見つめていた。

　蓮次と、〝ハーメルン〟。

　一人と一体の視線が重なったまま──。

「──ァアアアッッッ！」

　すれ違い、遠ざかっていく。

　蓮次の左ひだり眼めから、涙なみだが零れた。

　その涙が怒いかりによるものか、それとも悲しみによるものか、自分でも分からない。

　──うん、待ってる。

　ただ、眼前の敵から取り戻もどすはずだった、大郷夢衣の笑顔が思い浮かんだ。

　二年間、彼女を奪い返すためだけに、全すべてを投げ打ち、全てを捧ささげてきたのに。

　ゆー姉──。

　今の蓮次は、彼女の名を叫さけぶことすらできない。

「ァァァアアアッッッ！」

　叫ぶ蓮次から、ヒマワリが身を離した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、蓮クン」

　直接、触ふれずとも、蓮次は地上に落下したりはしなかった。光球から生まれた波動は、蓮次をしっかりと包み込んで離さない。

「私は、ここにいるよ」

　蓮次と〝ハーメルン〟の間に割って入って、微笑ほほえむ少女。その手首に巻かれたブレスレットの六面ダイスが、カチャリと揺ゆれる。

　違う──。

　彼は弱々しく、首を振った。

　目の前にいる少女は、確かに大郷夢衣と瓜うり二ふたつの顔をしていた。蓮次の名を知っているし、繫つながりも感じる。

　しかし、彼女は──大郷夢衣ではない。

　そのことを蓮次は思い出してしまったのだ。

　そして。

「また、いっしょに〝家出ごっこ〟しよう？」

　そう言って笑う少女は、救務庁の尖せん兵ぺいとしての人工衛星ヒマワリでもない。

　二本のホーンを枝分かれさせ、両目をガラス玉のように輝かせた姿は、人間とすら思えない容よう貌ぼうに豹ひよう変へんしていた。

　何も映さない紫色の双そう眸ぼうは、大郷夢衣どころか、むしろ──。

　宿敵、〝ハーメルン〟に近かった。

「ここから、二人でいっしょに出て行くの」

　蓮次の隣となりに並び、飛翔するヒマワリ。

「それが、私たちの役目で──」

「──」

　スカイツリーが遠ざかると、蓮次の自我も急速に遠とお退のこうとした。

　蓮次の流した涙の痕あとを隠かくすように、紫色の仮面が顔を覆う範はん囲いを拡ひろげていく。光り輝くラインが左半身にまで侵しん食しよくし、頭の左側からも小さなホーンが生えつつあった。

「私たち、みんなで……次の段階へ進むの」

　斜塔を飛び越こえた、そのすぐ先に。

　地上から天空まで延びる、巨きよ大だいな壁かべが現れた。

〝クリティカル・エリア〟と元の世界を隔かく絶ぜつする、紫色の境界線だ。

　都心一帯を円状に──いや、地下も含ふくめて球状にすっぽりと囲い込んだそれは、壁というよりも球体といったほうが正しいのかもしれない。

　強力な斥せき力りよくによって、あらゆる干かん渉しようを拒きよ絶ぜつする境界線。

　元の世界からは、どのような手段を用いても接近が困難とされていた。また境界線そのものに触れると、強烈な衝しよう撃げき──東京厄襲発生時と同様の波動に阻はばまれ、たとえ戦車であろうと弾はじき返されてしまう。

「行こう、蓮クン」

　ヒマワリが自分の周りに、無数の光球を浮うかべた。

　光球が境界線に向かって飛翔する。

　斥力によって拒絶する境界線に向かって。

　ヒマワリが生み出した別の力──引力が蓮次を引っ張る。

「みんなでいっしょに向こうの世界へ〝家出ごっこ〟だよ」

「──」

　消えゆく意識の中、蓮次の視界に紫色の境界線が迫せまり──。

　両者が触れあうと同時に、強烈な衝撃が彼を襲った。

　二年前、東京厄襲に巻き込まれた時と、全く同じ痛みが蓮次を襲う。

　ゆー姉──。

　かき消える直前、心中で想い人の顔を思い浮かべると同時に──。

「──グゥォオアアアアアアアアッッッッ！」

　蓮次の心身を完全に支配した、ＥＯＭ。

〝アングリィ〟が特とく殊しゆ能力を発動させ、紫色の境界線に拳こぶしを打ち付けた。







　　　　０５




　弓家叶方は、ありったけの紐ひもを使ってキムラという殺さつ人じん鬼きを拘こう束そくした。

　隠し持っていた武器やショットを取り上げ、後ろ手に手て錠じようをかける。両足にも手錠をかけ、寝ね転ころばせた状態で腕と足の手錠を、さらに手錠で繫ぐ。拘束具は周囲に転がっている救務庁のメンバーの死体から拝借した。

　殺人鬼、木村処女神から取り上げたデイパックは、案の定、二重底になっていた。通常の取り出し口とは別に、裏側にファスナーがあり、多数のショットを隠し持っていた。

　それだけではない。

「やっぱり……〝エリア〟のあちこちに、ショットを隠しておいたのね」

　先ほどキムラが漁あさっていた看板の中に、三色のショットが詰つめ込んであった。

　その数──数十本。

　秋葉原ＵＤＸで晒さらしていたショットに加えて、これである。どれだけの数のクリプテッドを倒たおし、何人の人間を殺して奪ったのだろう？　キムラの残ざん虐ぎやく性と人間離ばなれした戦せん闘とう力は、叶方の想像を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

「私の〝へそくり〟です。お二人と同行している間も、隠したへそくりを使って、私の仕し業わざと気付かれないように弾だん道どうを工夫して……それはもう努力したんですよ？」

　キムラの恨うらみがましい声を無視し、叶方はショットを詰めたデイパックを背負う。

「──ところで、カナさん。本当にいいんですか？」

　救務庁の電動バイクも、そばに倒れていた。叶方は身を屈かがめて機体をチェックする。

「カナさんなら絶対に、秘密を知りたがると思ってました。気にならないんですか？　救務庁の隠し事と、ショットの秘密……」

「いくら知りたくても、貴女あなたみたいな危険人物を見み逃のがすのは有り得ないわ」

　電動バイクに深刻な故障はないようだった。車体を起こして立たせる。

「ショット」

　中毒化を引き起こすまでは余よ裕ゆうがあったが、念のため変身をやり直す。修復ショットで一度変身を解き、「ショット」と感覚ショットを改めて自分に射うつ。

「そんなの、秘密を聞いてから殺しちゃえばいいじゃないですか」

「……異常者が本当のことを言うとも思ってない」

「だったら、秘密を言わないと殺すって脅おどせばいいし」

「……脅して言うことをきくような相手なら、そうするわよ」

「というか、こんな状態で置いていかれたら、クリプテッドに喰くい殺されちゃうんですけど。ＥＯＭからも逃にげられませんし。人でなしのレイダーに見つかったら、乱暴されちゃうかも……名なは体ていを表さなくなっちゃったらどうするんですか」

「そんな目に遭あいたくなかったら、おとなしくジッとしておくことね。警告つきでこの場所を描かいた地図を、通りすがりの救務庁チームの前に置いていくわ。残りの人生を牢ろう屋やで過ごすことを祈いのってる。──それに、忘れないでよ」

　叶方はキムラを睨にらみ、言い放つ。

「私を殺せばいいと思って名乗ったんでしょうけど……私は、あなたの顔も本名も知ってるのよ。まさか免めん許きよ証しようを持ち歩いてるとは思ってなかったけど、住所も確かめた。ここじゃなくても、元の世界で私が貴女を殺しにいけるのを忘れないでね」

「わあ、それって素敵ですね。お友達がおうちに来てくれるなんて久し振ぶりです」

　緊きん張ちよう感かんのないキムラと、ますます目つきを鋭するどくする叶方。

　二人の視線が正面からぶつかり合う。

「カナさん、何をそんなに怖がってるんですか？」

「……」

「秘密を知るのが怖いんですか？　それに私を──人を殺すのも怖いんですね？」

「……」

「消えた人たちが帰ってくることも、本当は怖がってる」

　叶方はギクリと顔を強こわ張ばらせた。

〝クリティカル・エリア〟に消えた実の弟、弓家奏そう汰たは難病で余命が短かった。

　そんな彼が苦痛なく消えたことを、両親は救いだとすら考えている節がある。

　弟自身も、このまま消えたいと願っているのかもしれない。

　もし、そうだとしたら──叶方のしていることは無意味だ。本人の望まぬ病びよう床しように戻そうとする姉を、弟は呪のろうかもしれない。

　叶方はそれが心底、恐おそろしい。

「狂くるっちゃえばいいんですよ！」

　キムラが嬉き々きとして叫んだ。

「レンさんはカナさんを頼たよりにしてるから気付いてないみたいですけど、カナさんって向いてないですよ！　〝クリティカル・エリア〟に！　ここに来る人は、みーんな狂ってますよ！　そうじゃなきゃ、生きてられないんですから！　それなのに、カナさんだけ、まともじゃないですか！　一周回ってカナさんのほうが異常──ぐえっ」

　叶方が腹を蹴けりつけて、ようやく黙だまり込むキムラ。

「分かってる、そんなこと……！」

　顔を歪ゆがめ、嬉うれしそうに悶もだえる殺人鬼を睨みつける。

「こんな世界に出入りしようとする人間は、みんな狂ってる……！　レンでさえ、そういうところがある……！　そうじゃないと生きられないから……！」

　いっそのこと狂ってしまったほうが、どんなに楽か。

　目の前にいる殺人鬼でさえ──この世界では、祝福されているように思えた。

　叶方は、キムラのように〝エリア〟をスキップで駆かけることはできない──。

「でも、私は……狂えない……！」

　叶方がこの世界に向いていないことは、最初から分かっていた。

　だからこそ馬ば鹿かみたいに慎しん重ちように計画を立て、臆おく病びようすぎるほどトレーニングを積み重ね、子こ猫ねこのように身を震ふるわせながら、おっかなびっくり物もの陰かげに身を隠すのだ。

　向いていないと分かっていても──この世界に侵しん入にゆうする以外の生き方を知らないから。

「──可哀かわい想そうですね、カナさん」

　キムラが一変して、同情の表情を見せた。

「貴女は脱だつ落らくですね。普ふ通つうの人間じゃ、これからの〝クリティカル・エリア〟では真っ先に死んじゃうでしょうから」

「これからの……〝クリティカル・エリア〟？」

「カナさんやレンさんみたいに、馬ば鹿かみたいに失しつ踪そう者しや捜さがしだけをしていた〝奪だつ還かん派〟だけじゃないってことです。むしろお二人は絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆですよ」

　叶方の足あし下もとで、キムラが涼すずやかに微笑ほほえんだ。

「そろそろ、人類が反はん撃げきしても良い頃ころだと思うんですよね」

「反撃……ＥＯＭに反撃するってこと？　そんなこと──」

「できるはずないですよね。勝てっこないですもん。だから〝反撃派〟も表に出てこなかったわけで、私もつまらなかったんですけど──」

　叶方は、ハッとした。

「そういう人たちに見つかったら楽しくなりそうだなあ……レンさん」

　キムラが愉たのしげに口元を歪ゆがませた。

「反撃できる証しよう拠こさえあれば──一度でも、どこかでＥＯＭに一ひと泡あわ吹ふかせるような反撃の狼煙のろしが上がればいいんです。そうすれば色々と変わるし……始まることもあるのに」

「……何が、始まるっていうの？」

「人類とＥＯＭの戦争ですよ」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべ、キムラが譫うわ言ごとのように呟つぶやいた。

「やっと、つまらない一方的な虐ぎやく殺さつが終わって……どうせ敵かないっこないのに、人類の無む駄だな抵てい抗こうが始まる……ああ、どっちにつこうかなあ。どっちになろうかなあ。ズルイなあ、レンさん。私より先に、そこに居るんだもんなあ……欲しいなあ、レンさん──」

　異常者の戯たわ言ごとを聞くのも、それが限界だった。

　叶方は布の切きれ端はしで、キムラの口を縛しばって黙らせる。

「悪いけど、何も始まらないわ」

　バイクに跨またがる。

「私とレンで、終わらせるんだから」

　言い放ち、ハンドルを握った時だった。

　視線を向けた先、スカイツリーがある方角で目ま映ばゆい光が生まれた。

　叶方と蓮次が目指していた斜しや塔とうが、地上に長い影かげを作るほどの強きよう烈れつな光だ。

〝クリティカル・エリア〟を覆おおう境界線──〝ボーダー・ライン〟と呼ばれる球状の壁の一部に、紫し電でんが駆け巡めぐったのだ。

「なっ……！」

「んーっ！　んーっ！」

　絶句する叶方と、歓かん喜きに身をよじらせて暴れるキムラ。

　叶方には一目で分かった。──気に入らないが、一度それを見ただけのキムラも気付いてしまったのだろう。

〝ボーダー・ライン〟の一角に[image: ]ほとばしった紫電、それは──。

「あれは──〝アングリィ〟の……！」

　間ま違ちがいない。〝アングリィ〟の特殊能力が発動した時に発生する紫電だ。

「あそこに、レンが……？　一体、何をしてるの……！」

　アクセルを回し、電動バイクを発進させる叶方。

　去り際に一いち瞥べつすると、キムラが我が意を得たりとばかりに表情を緩ゆるめていた。

「──勘かん違ちがいしないで。レンは、私がこの世界に向いてないって知ってるわ」

　呟き、大通りに出て放置自動車の間を猛もうスピードですり抜ぬけていく。

「知っていながら、私とパートナーを組んでくれてるのよ……！」

　大量のショットを背負い、叶方はさらにバイクを加速させた。
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　決して何者の干かん渉しようも受けつけず。

　人類はおろか、〝クリティカル・エリア〟を徘はい徊かいする人類の敵、ＥＯＭですら近付こうとせず、絶対の隔かく壁へきとされてきた紫むらさき色いろの境界線。

　通つう称しよう、〝ボーダー・ライン〟に、蓮次の右みぎ拳こぶしが命中した。

「──グゥォオアアアアアアアアッッッッ！」

　拳の上に形成されたブラスナックルが、放射状の輝かがやきを放って弾はじけた。〝ボーダー・ライン〟の表面に紫電が[image: ]ほとばしり、大気がビリビリと振しん動どうする。

　境界線から放たれる衝しよう撃げきが──ピタリと止やんだ。

「ガァァアアアアッッッッ！」

　蓮次は左ひだり腕うでを振ふりかぶった。

　紫色に輝くラインが一いつ瞬しゆんで、彼の左腕を侵しん食しよくした。頭部の左側から生えたホーンがメキメキと音を立てて肥大化し、彼の顔を覆おおう仮面が左ひだり眼めまで範はん囲いを拡ひろげる。

　蓮次に残された理性が。

　人間としての左半身が。

　あっという間に〝アングリィ〟化し、紫色に染まっていく。

「ァァアアアアッッッ！」

　紫色に染まった左拳を、〝ボーダー・ライン〟に叩たたき付ける。

　耳障りな大だい音おん響きようとともに、境界線全体が揺ゆれた。

「ォォアアアアッッ！　ガァァアアアッッ！」

　右拳、左拳、と交こう互ごに何度も境界線を殴なぐり付ける、蓮次。

　いや──蓮次ではない。

　秋月蓮次としての自我は、すでに意識の奥底に沈しずんでいた。

　何の感情もない。何の欲よく望ぼうもない。寝ね惚ぼけたまま、最後部の席でつまらない映画を眺ながめているかのようだった。目に映る光景が、本当に現実なのかも分からなかった。

「──グォアッッ！」

〝ボーダー・ライン〟が目を覚ました。

　激しい衝撃が蓮次を襲おそった。地上に激しく叩き付けられる。

　アスファルトを陥かん没ぼつさせて動かなくなった蓮次の背後に、小こ柄がらな人ひと影かげが舞まい降おりた。

「思い出して、蓮クン」

　ヒマワリだ。

　双そう眸ぼうをガラス玉のように豹ひよう変へんさせた少女が、自らの周りに無数のショットを浮うかべた。不意打ちで壊かい滅めつさせた正規チームが持っていたものを回収したものだ。

「前の二つは、ちゃんと役目を果たしたんだから──」

　言い、ヒマワリが後方をチラリと振り返った。

　紫色の双眸の先に見えるのは、傾かたむいたスカイツリー。

　いや──その展望台に佇たたずむ人形、〝ハーメルン〟だ。

「次は、私たちの番」

　三本の修復ショットが空中で先せん端たんを下に向け、蓮次の胸に突つき刺ささった。

「〝解放〟すること──それが、私たちの役目なんだよ」

　蓮次の身体からだが、元の少年のそれに戻もどる。

　彼の意識が秋月蓮次という人格を再形成していく。

「……解……放──」

　だが、それも一瞬のことだった。

　赤い強化ショットが三本、蓮次の喉のどに突き刺さった。

「──グォォアアアアアアッッッ！」

　二本のホーンと赤い仮面が、蓮次の自我を覆い隠かくした。

　彼の身体を乗っ取った〝アングリィ〟が飛び起き、再び境界線に向かって突とつ進しんする。

　電柱を倒たおし、放置された自動車を撥はね飛ばしながら接近する蓮次を、境界線から放たれる斥せき力りよくが押し返す。

　だが、その彼を、ヒマワリの光球が強引に境界線に引き付けた。凄すさまじいエネルギーの波動が蓮次を境界線に触ふれさせると同時に、衝撃が彼を襲う。

　ダメージを受けたことで、〝アングリィ〟がカウンター能力を発動させた。

「ッガァァアアアアアアアッッッ！」

　両拳に光り輝くナックルが生まれた。

　大きく振りかぶった右拳と左拳を、同時に境界線に叩き込む蓮次。

　初撃の数倍もの紫電と大音響が、〝クリティカル・エリア〟の一角を包み込んだ。

〝ボーダー・ライン〟の衝撃がピタリと止み──。

　ピシッ、と。

　東京都心を球状に囲い込んだ、巨きよ大だいな境界線に──ほんの数ミリの亀き裂れつが走った。

「ガァアアァアアアッッッ！」

　ナックルを使い切った両拳で、ひたすらに境界線を殴り続ける蓮次。

〝アングリィ〟の特とく殊しゆ能力によって生まれた亀裂が、徐じよ々じよに大きくなっていく。

　境界線がまたもや衝撃を放った。

　蓮次は弾はじき飛ばされるが、すぐにヒマワリによってショットを注入されて──。

「ガァァアアアアッッ！」

　右拳のナックルを境界線に叩き付け──。

「グォォアアアアアアッッ！」

　立て続けに、左拳のナックルを叩き込む。

　沈ちん黙もくした〝ボーダー・ライン〟を殴り続け、亀裂を大きくしていく。

　その繰くり返しだ。

　変身を繰り返すたびに、蓮次の仮面が顔を覆う範囲が拡がっていった。

　ホーンと一体化した仮面が、ついに顔全体を覆うと──。

　そこには仮面の奥から紫色の眼光を放つ、一体のＥＯＭが居た。

　なぜ、境界線を攻こう撃げきしているのか？

　なぜ、二つの世界を隔かく絶ぜつするそれを壊こわそうとしているのか？

　そこに人類が疑問を挟はさむ余地など、ない。

「──レン！」

　背後から、声が聞こえた。

　拳を振りかぶる蓮次の視界に、一台の電動バイクが映った。境界線の斥力が届かない場所に停止したバイクに、一人の少女が跨またがっていた。

　弓家叶方だ。

　傷だらけでボロボロなのは、ここにやって来るまでに相当の無茶をしたからだろう。それでも修復ショットを使っていないところが叶方らしかった。一本でも多く〝ハーメルン〟戦のために、ということなのだろう。

「な、何をしてるの……？　〝ボーダー・ライン〟を攻撃するなんて……！」

　叫さけぶ少女が、自分のパートナーであることは認識していた。

　叶方の名前や性格などの特徴も、はっきりと覚えている。

「やめて！　ＥＯＭを〝クリティカル・エリア〟の外に解放するつもり？」

　それなのに悲痛な表情で叫さけぶ少女を見ても、何も感じなかった。

「そんなことをしたら……外にいる人たちが──人類が、滅ほろんじゃう……！」

　空に浮うかんだヒマワリ──自分の片割れも、地上の少女に見向きもしなかった。

「行こう、蓮クン。向こうの世界へ──」

　大郷夢衣の声で繰くり返す。

「それが、私たちの役目なんだから……」

　叶方がギクリとして、ヒマワリを見上げた。

「役目……？　レン──〝アングリィ〟の……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、変わり果てた蓮次に視線を戻もどす。

「ア──〝アングリィ〟は……境界線を壊すためにいる……ＥＯＭ……？」

　蓮次は自分の役割を、忠実にこなし続ける。

　己おのれに仕し組くまれたシステムとして、二つの世界を隔へだてる境界線を破は壊かいするために──。

「違ちがう……違う、レン！」

　叶方がバイクを発進させた。より蓮次に接近し、声を張り上げる。

「あなたは──私たちは、そんなことをするためにここまで来たんじゃない！」

　バイクが斥せき力りよくに弾はじかれた。転てん倒とうし、血と埃ほこりで汚よごれた顔を上げる叶方。

「私たち二人で……あそこにいる〝ハーメルン〟を倒たおしに来たんでしょうっ？」

　蓮次は──。

　蓮次とヒマワリ、二人で一つの〝アングリィ〟は──。

　無力な人類が訴うつたえる声などに、耳を貸さない。

「お願い、レン……！　私たちだけなの──」

　叶方の瞳ひとみから、涙なみだが溢あふれ出した。

「どいつもこいつも、みんな狂くるってる……！　救務庁も、レイダーも──誰だれも彼も、ワケの分からないことを言って、噓うそをついて、騙だまし合って、殺し合って……ここには──この〝クリティカル・エリア〟には、もう私たちしかいないの！」

　蓮次が振り下ろした拳の先で。

　大きな音とともに、亀裂が一気に拡がった。

　完全に〝ボーダー・ライン〟が砕くだけ散るまで、もう少しだ。

「消えた人たちを取り戻そうとしているのは、もう……私たちだけなのよ！」

　叶方が、ふらつきながらも立ち上がった。

「私と……レンだけなのよ……！　それなのに、こんなところで、何を……！」

　すでに満まん身しん創そう痍いなのに、それでも叶方は修復ショットを自分のために使おうとしなかった。涙を拭ぬぐおうとすらせず、声のかぎりに叫ぶ。

「秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻すためにッッ！」

　ピクリ。

　境界線を殴る蓮次の拳が、かすかに震ふるえた。

「ほら、レンの番よ！　続きは？」

　大郷夢衣。

　その名前は──穏おだやかに消えつつあった蓮次の意識に、小さな波は紋もんを生んだ。

「レンッ!!」

　だが、その波紋も、すぐにかき消えた。

　最後の抵てい抗こうとばかりに、境界線が衝撃を発したのだ。

　もう何度目かも分からない斥力が、蓮次を弾き飛ばす。

「蓮クン」

　すかさずヒマワリが三本の修復ショットを放ち、蓮次のダメージを回復させる。

　さらに三本の強化ショットが飛来し、蓮次を〝アングリィ〟化させる──かと思いきや、そのうちの一本が、空中で砕け散った。

　ボウガンの矢が命中したのだ。矢を使い果たしたボウガンを投げ捨て、叶方が駆ける。

「思い出して！」

　地面の上に倒れて朦もう朧ろうとする蓮次に、叶方が飛びついた。

「私たちは、何のために今まで生きてきたの……？」

　パートナーの少女が零こぼした涙が、蓮次の頰ほおに落ちた。

「レン！」

「蓮クン」

　ヒマワリが顔を歪ゆがめた。新たに一本の強化ショットを放ち、蓮次に突き刺す。

「──グォアアアアッッッ！」

〝アングリィ〟化し、境界線に向かって走り出す蓮次。

　それでも叶方は、蓮次から離はなれなかった。首にしがみつき、彼に呼びかけ続ける。

「ＥＯＭになんて、ならないで……！　レンは私と同じ、人間──」

　しかし〝アングリィ〟は、止まらなかった。

　ヒマワリが引力で彼を境界線に触れさせる。

「……ッッッ！」

　衝しよう撃げきが蓮次と叶方を襲おそった。

　か弱い人類にすぎない叶方が、為なす術すべもなく後方へ弾き飛ばされた。ゴロゴロと地面を転がっていき、動かなくなる。

「ガァァアアア──」

　一方、〝アングリィ〟化した蓮次は能力を発動させた。

　受けた衝撃を無効化し、亀裂を大穴に変えるトドメの一いち撃げきを繰り出す──はずだった。

　しかし。

　衝撃を無効化したものの、境界線を殴なぐりつけたのは──。

「蓮クン……！」

　空中に浮うかぶヒマワリが、表情を変えた。

　人類を破滅へと導く一撃を繰り出したのは──ひ弱な人間の拳こぶしだった。

「──」

　蓮次が紫むらさき色いろのホーンと仮面を失い、元の人間の姿に戻っていた。

〝ボーダー・ライン〟を殴りつけた体勢のまま、呆ぼう然ぜんとする蓮次の背中から──ポロッと空になった三本の修復ショットが落ちた。

　叶方だ。

　彼女が弾き飛ばされる直前に、蓮次に〝アングリィ〟化を解くための修復ショットを射うち込んでいたのだ。そのため〝アングリィ〟の特殊能力は完全に発動せず、自分に対するダメージは無効化したものの、カウンター攻撃は発動せず──。

「──ッッッ！」

　カウンターが当たらなければ、境界線の衝撃が止まることもない。

　蓮次は無防備な状態で、まともに衝しよう撃げき波はを喰くらうこととなった。

　東京厄やく襲しゆうが発生した瞬しゆん間かん、重傷を負った時と全く同じ衝撃が蓮次を襲った。

　地面に投げ出され、電柱に激げき突とつする。強きよう烈れつに背中を打ちつけ、倒たおれ込んだのは──先に倒れて動かなくなった叶方の上だった。

「蓮クン！」

　ヒマワリが地上に向かって舞まい降おりようとするが──。

　その動きが、空中でピタリと静止した。

「──ショット」

「──ショット」

　同時に二つの声が重なったからだ。

　反動をつけて、二人の人間が立ち上がる。

「弓家叶方は、弓家奏汰を取り戻もどすために」

「六十回目の〝クリティカル・エリア〟侵しん入にゆうを──続行します」

　秋月蓮次と、弓家叶方。

　ただ大切な人を取り戻すためだけに。

　それ以外の一切の望みを捨て、お互たがいだけを頼たよりに生き残ってきた。

　そんな二人きりのレイダーが、肩かたを並べて上空に浮かぶヒマワリを睨にらみつけた。

「敵は難度ＡのＥＯＭよ。──大だい丈じよう夫ぶ？」

「信じろ」

　叶方の問いかけに、力強く応こたえる蓮次。

　パートナーの少女の声は、ずっと聞こえていた。

　彼女の思いも伝わっていた。

　それでも何も感じなかったのは、〝アングリィ〟というＥＯＭだったからだ。

　今の彼は、違ちがう。

　無力だがパートナーの信しん頼らいに応えるためにいる、一人の人間だ。

「蓮クンから、離れて……！」

　ヒマワリが地上に向かって、三つの光球を放った。

「──行くわよ！」

　叶方が三本の強化ショットを振ふりかぶった。──ＥＯＭから攻撃を受けた場合、無条件で〝アングリィ〟化するのが二人の決めごとである。

「ショット！」

　光球から放たれる引力が、蓮次と叶方を引き離そうとした。

　その波動を受けて、蓮次の身体からだが紫色の霞かすみと化し──。

「ガァアアアアアアッッッ！」

　ヒマワリの真横に瞬間移動した蓮次が、紫色に輝かがやく拳を少女に叩たたき込んだ。
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「!?」

　ヒマワリが驚きよう愕がくの表情を浮かべながら、身体を折り曲げた。

　脇わき腹ばらに命中した蓮次の拳から、紫し電でんが[image: ]ほとばしった。ヒマワリの小こ柄がらな身体を電でん撃げきが駆け巡めぐり、頭部に生やした長いホーンが砕け散る。ガラス玉のような双そう眸ぼうから、紫色の甲こう殻かくのような破片がはがれて飛び散る。

「蓮ク──ン──」

　周囲に浮かんでいた光球も弾はじけて消えた。ヒマワリを包んでいた引力の波動も消え、糸が切れたように少女の身体が地上に落ちようとする。

　その小さな身体を、蓮次が抱だきしめた。少女もろとも地上に落下し、強化された脚きやく力りよくでアスファルトの道路上に着地する。

「ショット！　──敵を拘こう束そくして！」

　叶方が駆け寄り、蓮次に三本の修復ショットを射った。

　変身が解けると同時に、蓮次はヒマワリを仰あお向むけに押し倒した。馬乗りになる。

「ＥＯＭ、ダウン！」

　麻ま痺ひ状態に陥おちいっている少女の両りよう腕うでを摑つかみ、地面に押しつけて動きを封ふうじ込める。──レイダーになって二年近く経たつが、まさか「ＥＯＭ、ダウン」という非現実的な言葉を口にする日が来るとは思わなかった。

　叶方もすぐにボウガンの矢を拾い、ヒマワリの首元に尖とがった先せん端たんを押しつける。

「どう──どうして──」

　身体だけでなく、舌も痺しびれているのだろう。能力を強制解除されたヒマワリが、ガクガクと身体を震わせながら言った。

「私と蓮クンは──同じものなのに──私に攻こう撃げきが、できる──の──」

　蓮次とヒマワリは、同じ存在もの。

　確かに、その通りなのだろう。実際、今までは彼女の光球がどのように彼を操あやつろうとも、〝アングリィ〟はそれを自分に対する攻撃とは認識せず、反はん撃げきを行わなかった。

　だが──。

「俺が、お前を敵だって認識したからだ……！」

　蓮次はヒマワリに顔を近づけ、言う。ここが戦場でなければ、傍はた目めからは乱暴な男が小柄な少女に強引にキスを迫せまっているように見えただろう。

「〝アングリィ〟じゃなく──俺がだ！」

　ヒマワリは理解できない様子だった。じっと蓮次の顔を見つめ返す。

「思い出したんだ。お前は……」

　蓮次は、言い淀よどんだ。

　そこから先を口にするのは、辛つらい。

　自分にとって。そして、おそらく──ヒマワリにとっても。

　だが、本当のことを口にせざるを得なかった。

「お前は──ゆー姉じゃない……！」

　顔を歪める彼を見て、ヒマワリが不思議そうに首を傾かしげた。

「それに……人工衛星ヒマワリなんていう名前でもない……！」

　今、目の前にいる少女は、大郷夢衣にそっくりだ。

　それも離はなれ離れになった当時の夢衣ではなく、もっと前──。

　──ただの、〝家出ごっこ〟だね……。

　はじめて二人が繫つながりを感じた頃ころの、まだ中学生だった頃の夢衣に似ているのだ。

「蓮クン」

　あどけない表情で繰くり返す少女を見て、蓮次の胸が締しめ付けられるように痛んだ。

　カチャリ、と少女の手首に巻かれたブレスレットが鳴った。

「あの時、俺たち二人は死ぬはずだったんだ。俺は身体の半分をなくして──お前は、頭を丸ごとなくした」

　東京厄襲が発生した時に、蓮次と彼女に起きたことは夢などではない。

　二人は身体の一部を失い、そこに──得体の知れない何者かが棲すみ着いた。

「覚えてないか？　そんな俺たちに〝アングリィ〟──いや、何て呼ぶのかも分からないヤツが棲み着いたんだ。元々、一つだったそいつが二つに分かれて、俺たちに取り憑ついたんだ！　俺は右半身で、お前は頭……俺はすぐに元通りになったけど、お前はそうじゃなかった。どんな形にすればいいのか分からないみたいだった……！」

　あの刹せつ那な、元の身体を取り戻しつつあった二人の身体が輝いたのは──。

　共有、したのだろう。

　頭を失って元の姿の記き憶おくも失った少女の代わりに──蓮次の記憶を。

　二人で一つのそれは、彼がその時、強烈に思い描えがいた顔を選んだ。

「だから──俺が一番、望んでいた人に……大好きだった人の形になった！」

　蓮次は少女の腕うでから手を離し、目の前にある夢衣の顔を摑んだ。

「俺の記憶が、お前を──その顔にした……！」

　涙なみだを滲にじませ、額を擦すり合わせる蓮次。

　そんな彼を見て、夢衣がニコリと微笑ほほえんだ。

「泣かないで、蓮クン」

「……！」

　優しく笑う、その夢衣の顔も。

　あの時、お互いに棲み着いたＥＯＭを通じて共有した蓮次の記憶がそうさせている。

「──俺たちは、同じだ」

　歯を食い縛しばり、蓮次は額を離した。

「同じＥＯＭが、自分の身体に棲み着いた……中途半端な生き物だ。本当に生きてるって言えるのかどうかも分からないけど、でも──」

　再び間近から少女の眼まな差ざしを見つめ、言う。

「人間の部分は、俺たちは同じでも何でもない」

　ヒマワリが、きょとんとした。

「俺は秋月蓮次っていう人間で……お前にも、ちゃんと人間の部分があるんだ」

「……？」

「ゆー姉でもない、ヒマワリでもない──その身体の持ち主は、本当の顔があって、誰だれかにつけてもらった名前がある、普ふ通つうの女の子だったはずなんだ……」

　ヒマワリは表情を変えなかった。だがその身体が、小刻みに震ふるえ出す。

「その本当の顔も名前も──あいつに奪うばわれた」

　蓮次は顔を上げ、そこに居る宿敵を見上げた。

　折れた斜しや塔とう、スカイツリーの展望台に佇たたずむＥＯＭ──〝ハーメルン〟。

　ヒマワリも震えながら、そのバケモノを見上げた。

「俺は、ゆー姉を取り戻す。だから、お前もいつか、本当の自分を──」

　言いながら再び少女を見下ろし、ハッとする。

「人間──人間──自分──自分──」

　大きな瞳ひとみを見開き、ガクガクと震え出したのだ。

〝アングリィ〟の攻撃が引き起こす麻痺状態は、長くは続かないはずだ。別の要因によるものか、尋じん常じようではない震え方である。

「ヒマワリ……！　どうしたんだ！　おい！」

「人間──人間──私──私は──ＥＯＭ──人間──」

「様子がヘンだ……！　叶方、リペアを射うってくれ！」

　蓮次が懇こん願がんした時には、すでにパートナーの少女が修復ショットを振ふりかぶっていた。貴重なショットを、先ほどまで敵だった少女に迷わず注入する。

「ショット！」

「人間──本当の、私──」

　多少、震えが収まったものの、ヒマワリの痙けい攣れんが完全に止まる気配はなかった。

「き、効いてない……？　リペアが効かないなんてことがあるのか？」

「……ショット！」

　叶方がさらにもう一本の修復ショットを注入した。

　今度は、効果があった。

　ヒマワリの表情が穏おだやかになり、身体の震えも収まっていく。

「……蓮、クン……」

　だが意識は朦もう朧ろうとしているようだ。目を開いたまま、ぐったりとして動かなくなる。

「どうなってるんだ……？　俺が攻撃したせいか？」

「──この子が、レンが言ってたブレスレットの子だったのね」

　戸と惑まどう蓮次に対し、叶方は低い声で言った。二年前、自分といっしょにＥＯＭに取り憑かれた女の子のことは、パートナーの少女にも話していた。

「今のは……薬物の禁断症しよう状じように似てたわ。ショットの中毒化とは違う、本当の意味での離り脱だつ症状ね」

「離脱症状……禁断症状ってヤツか？？　この〝エリア〟で？」

「この子が本当にレンと同じ半ＥＯＭなんだとしたら……救務庁が、そのことを知らないはずがないわ。そんな危あやうい存在を、何の対策もなしに扱あつかうとは思えない。リペアでも完全に治せないなんて、どんな処置をしたのか想像もつかないけど──」

「処置って……」

「逃とう亡ぼうを防ぐための遅ち効こう性の毒物とか、あるいは……洗脳とか」

「──」

　戦せん慄りつし、両目を吊つり上げる蓮次。

　何の関係もない人々からしたら、ヒマワリはＥＯＭと変わらないのかもしれない。

　だがこんな小さな女の子を──。

　蓮次にとっても他人ひと事ごとではない。彼女と同じ半ＥＯＭである彼も、もし救務庁に正体を知られていたら、同じ目に遭あっていただろう。

「……完全に、リペアが効かなかったわけじゃないよな」

　ヒマワリを電柱によりかからせ、蓮次は立ち上がった。

「ええ」

　叶方が蓮次に歩み寄った。見覚えのあるデイパックから取り出した強化ショットと修復ショットを次々と彼のソケットに挿さしていく。

　ヒマワリが持っていた本数も含ふくめると、備え付けたソケットには収まらなかった。それでも少女は彼のベルトやウェアの隙すき間まに、強引に残りのショットを詰つめ込んでいく。

　パートナーの少女は、ショットを届けるという約束を果たした。

　次は──蓮次が、約束を守る番だ。

「ケリをつけよう、カナ」

「ええ……レン」

　持てるだけのショットを蓮次に託たくすと、叶方が身体からだを傾かたむけた。

　蓮次の胸に額を当て、爪つめが皮ひ膚ふに食い込むほど強く握にぎり締めた拳こぶしを震わせる。

「お願い……お願い、レン……！」

　触ふれあった身体を通じて、彼女の思いが流れ込んでくるのを感じた。

「あいつを、やっつけて……！」

　二年間。

　大切な人を取り戻もどすために戦い続けてきたパートナーの強い思いは──。

「〝ハーメルン〟から、弟を……奏汰を取り返して……！」

　蓮次と全く同じものだ。

　彼も取り戻したい人がいて、そのためだけに闘たたかい続けてきた。

「分かった」

　力強く言い、叶方の肩かたを摑つかんで遠ざける。

「俺たちの大切な人を、取り戻してくる」

　斜塔に向かって歩き出しながら、ヒマワリを一いち瞥べつする。

「お前の──君の、本当の顔も……」

　彼の言葉が理解できないのかもしれない。ヒマワリは不思議そうな表情をしたままだったが──しかし、彼から目を離そうとしなかった。

　蓮次は顔を上げ、地面を蹴けった。

　目前にそびえる、傾いたスカイツリーに向かって。

　その展望台で歌う、紫むらさき色いろの人形に向かって。

　前に向かって足を踏ふみ出すたびに、今まで戦い抜ぬいてきた日々が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　だが最も強く思い描いたのは──。

　──ただの、〝家出ごっこ〟だね……。

　大切な幼なじみの笑顔だった。

「──ショット！」

　三本の強化ショットを自らに注入し、高々と跳ちよう躍やくする。

　この期ごに及およんで塔とうの内部を上っていこうなどとは考えない。強化した脚きやく力りよくで勢いをつけて跳とび、心柱部分を囲むように張はり巡めぐらされたパイプ状の鉄骨に張り付く。

「ガァアアアアアアアッッッ！」

　吠ほえ、また跳躍する。

　網あみ目めのように複雑なパイプから、さらに上のパイプに飛びつく。

　──私は、ちゃんと蓮クンを待ってるから。

　想おもい人びと、大郷夢衣の記憶は二年経たっても色いろ褪あせることがなかった。

「グォオアアアアアッッッ！」

　咆ほう哮こうし、猿さるのように次々と上に向かってパイプからパイプへ跳び移うつっていく。

　──うん、待ってる。

　二年もかかってしまった。

　ここまでやって来るのに、大切な人をたくさん待たせてしまった。

「ァアァァアアアアッッッ！」

　地上三百メートル以上もの高さにある展望台に向かって、猛もうスピードで跳躍し続ける蓮次の左ひだり眼めから、涙が零こぼれ落ちた。

　離はなれ離れになった二年前から、蓮次は変わってしまった。

　多くの人を不幸にし、多くの人から憎にくまれ、多くの人に噓うそをついて。

　犯罪者のレイダーになり。

　人類の敵であるＥＯＭを身に宿し、ただの人間ですらなくなってしまったけれど──。

　大郷夢衣を想う気持ちだけは、二年前のあの時から変わらない。

「ァァァアアアアアッッ！」

　ついに展望台に到とう達たつし、屋根の上に飛び上がった蓮次を──。

　其それが出で迎むかえた。

　何重にも重なったロングドレスに身を包んだ、紫色の女の人形。頭の上で複雑に絡からまったティアラのようなホーンと、陶とう器きのように輝かがやきを吸収する双そう眸ぼうは、二年前にはじめて遭そう遇ぐうした時と微み塵じんも変わらない。

〝ハーメルン〟。

　数百万人もの人々を吸い込んだ、東京厄やく襲しゆうで最悪の侵しん略りやく者しやだ。

　救務庁が〝疑わしきＥＯＭ〟と呼ぶ人形が、首から上だけを動かして蓮次を見た。

　その形の良い唇くちびるが、うっすらと開き──。

「──ォォォゥゥゥ……」

　息い吹ぶきとも歌とも分からない、かすかな音を奏かなでた。

　蓮次を、二年前と同じ感覚が襲おそった。

　彼の頭が、肩が、両りよう腕うでが煙けむり状に変化し、〝ハーメルン〟の口に吸い込まれていく。

「──」

　だが二年前と違ちがうのは──完全に吸い込まれる直前、蓮次の体がかき消えたことだ。

[image: ]

　彼はもう奪われるだけの無力な人間ではなく。

　宿敵〝ハーメルン〟と同じ、人類の敵を身に宿す怪かい物ぶつに変わっていた。

　姿を消した蓮次は、人形の横に瞬しゆん間かん移動し──。

「ガァァァアアアアアアアアァアアアアアアアアアッッッッ！」

　人類の敵である右拳で、人類の希望を込めた一いち撃げきを繰くり出した。
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　紫し電でんを放つ、蓮次の拳が──。

「ガァァァアアアアアアアアァアアアアアアアアアッッッッ！」

　紫色の人形、〝ハーメルン〟のこめかみに命中した。

　渾こん身しんの一撃。

　蓮次と叶方、そして人類の万感の思いを込めた拳こぶしが、蓮次と〝ハーメルン〟の間に激しい電でん撃げきを呼び起こした。紫色に弾はじける放電線が空と地上を繫つなぐ。

　大だい音おん響きようとともに、老ろう朽きゆう化した展望台の窓ガラスが木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけた。衝しよう撃げきの渦うずが吹ふき荒あれ、スカイツリー全体が激しく振しん動どうする。

　数百万もの都民を失ってから、二年間もの月日を費ついやして。

　とうとう、蓮次は──。

　いや、人類は──。

　東京厄襲という悲劇の象しよう徴ちようともいうべきＥＯＭに対し、反はん撃げきの一打を喰らわせたのだ。

「──」

　しかし。

　蓮次が振ふり下ろした拳の先で、紫色の人形は──何の変化も見せていなかった。

　唯ゆい一いつ、変わったのは、陶器のような双眸。

　ぎょろり、と濃こい紫色の瞳ひとみが生まれたことだけだ。

　そんな、馬ば鹿かな──。

　呆ぼう然ぜんとして硬こう直ちよくする、蓮次。

　今までに〝アングリィ〟化によって攻こう撃げきしてきたＥＯＭとは、まるで手て応ごたえが違っていた。堅かたい岩や金属を殴なぐった感かん触しよくとも違う、もっと異質の反発力を伴ともなうエネルギーそのものに弾はじき飛ばされた感じだ。

　その感触を、蓮次はつい先ほど体験したばかりだった。

「……！」

〝ハーメルン〟が紫色の瞳を蓮次に向けた。足下の展望台は大きく陥かん没ぼつしたのに、人形の佇たたずまいはピクリとも動いていなかった。光こう沢たくを放つ髪かみの一本すら、揺ゆらいでいない。

　直後、蓮次を衝撃が襲った。

「グォアッ……！」

　またしても先ほど味わったばかりの衝しよう撃げき波は。

　蓮次が殴った感触と、〝アングリィ〟化した彼を弾き飛ばすほどの衝撃。

　それは、そう──紫色の境界線を攻撃した時と、全く同じ現象だった。

「グゥゥッ……！」

　傾いた展望台の上に投げ出され、顔を持ち上げる蓮次。

　数え切れないほどの困難を乗り越こえ、ようやく辿たどり着き、一いつ矢し報むくいたはずだった。

　それなのに〝ハーメルン〟は傷一つなく、眉まゆ一つ動かすことすらなかった。

　それどころか──。

「──ォォォゥゥゥ……」

　何事もなかったように、再び歌い出す。

　蓮次の両りよう脚あしが煙と化した。人形の口に向かって吸い込まれていく。

「グゥッ……！」

　彼は三本の修復ショットを自らに射うった。

　リペアは〝ハーメルン〟の攻撃に対しても有効だった。煙のように細くなりつつあった蓮次の身体が、元の状態に戻った。同時に〝アングリィ〟化も解除される。

「そ、そんな……」

　傾いた展望台の上で、蓮次はガクリと両りよう膝ひざをつく。

「〝アングリィ〟の攻撃が……効かない……？」

　間ま違ちがいなく、蓮次の拳は〝ハーメルン〟に命中したはずだ。

　だが紫色の人形が動じた気配は一切なく、能力を封ふうじることができた様子もない。すぐに彼に対して攻撃を仕し掛かけてきたのが、その証しよう拠こである。

　彼の攻撃が、通じない。

　彼の攻撃が──届いていない。

　まるで都心を覆おおう〝ボーダー・ライン〟そのものが〝ハーメルン〟を護まもっているかのように、〝アングリィ〟の攻撃を阻はばんでいた。

「ＥＯＭの中でも……〝ハーメルン〟は、特別だとでもいうのかよ……」

〝クリティカル・エリア〟という魔ま境きようそのものが、眼前の人形を護っている。

　それを撃げき破はするためには、この世界を打ち壊こわすほどの力が必要だということだろうか？　ようやく辿り着いた果てに、立ちはだかった現実は──。

　蓮次たった一人で打ち破るには、あまりにも厳しすぎるものだった。

「──ォォォゥゥゥ……」

「……！　ショット！」

　だが諦あきらめることなど、できるはずがなかった。

　目の前に宿敵がいるのだ。今ここで絶望することは、蓮次の今までの二年間が──そしてパートナーの少女の想いが、許さない。

「ガァアアアアァッッッ！」

〝ハーメルン〟に攻撃され、蓮次が自らに射ったのは修復ショットではなかった。

　三本の強化ショットだ。〝アングリィ〟化し、人形の横に転移する。

　二度目のカウンター攻撃が、〝ハーメルン〟の背中に命中した。

　しかし──。

「グォアアッッ……！」

　再び、衝撃波に弾き飛ばされる蓮次。

　境界線を攻撃した時と感触は同じだが、〝ハーメルン〟を護っている障しよう壁へきは──〝ボーダー・ライン〟よりも強力だった。衝撃波の発生を一時停止させることすらできない。

「──ォォォゥゥゥ……」

　そして、歌い出す〝ハーメルン〟。

　蓮次は三本の修復ショットを自らに射つ。

「くそっ……！」

　すぐに自分の身体からだが煙に変わるのを見て、新たに三本の強化ショットを射つ。

「ガァァアアアアアッッ！」

　発動した〝アングリィ〟のカウンター攻撃は──。

　人形の周囲の屋根部分を破は壊かいしただけだった。

〝ハーメルン〟本体は、そよ風を受けた程度の変化も見せない。

「ガァッ……！」

　衝撃波に弾き飛ばされ、展望台の上に投げ出される蓮次。

〝ハーメルン〟が歌声を響ひびかせる。

　蓮次は修復ショットを射つ。

「くそぉぉおおっっ！」

　悔くやしさのあまり、三本の強化ショットを射つ蓮次の目に涙なみだが滲にじんだ。

〝アングリィ〟化した蓮次が、〝ハーメルン〟を殴りつける。

　しかし──やはり、何のダメージも与あたえられない。

「ォアアッ……！」

　衝撃波に弾き飛ばされる蓮次の脳裏に、パートナーの少女の泣き顔がよぎった。

　──〝ハーメルン〟を倒たおすためにいるんじゃなかったら、あなたなんか……ただの中ちゆう途と半はん端ぱなＥＯＭじゃない！

　後に叶方は謝ったが、結局は彼女の言う通りだ。

　蓮次は〝ハーメルン〟を倒すためだけに生きてきた。

　多くの人たちを不幸にし、迷めい惑わくをかけながら、大切な人を取り戻もどすためだけに生きてきた。たったそれだけの希望が叶かなえば、その後の人生もどうでもよかった。

　大郷夢衣を取り戻すことさえ、できれば。

　残された人間としての部分を捨て、完全にＥＯＭになることすら厭いとわないのに──。

「うあああぁあああっっ！」

　みっともなく泣きながら、がむしゃらに強化ショットを自らに射ち込む。

　憎にくき〝ハーメルン〟が顔色一つ変えないまま。

　唯一の希望である変身ショットの数だけが、みるみるうちに減っていく──。

「ガァアアアアァアアアアッッッ！」

　拳こぶしを叩たたき付ける蓮次を、〝ハーメルン〟が凝ぎよう視しした。

　その紫むらさき色いろの唇くちびるが、無力な彼を嘲あざ笑わらうかのように歪ゆがんで見えたのは──。

　まさしく何もできない彼が見た、幻げん覚かくなのだろう。

「……ッッ！」

　衝撃波に弾かれて、蓮次は展望台の外側へと放り出された。

　足場となる屋根はない。

　眼下に拡ひろがる〝クリティカル・エリア〟の地上に向かって、落下する。

　加えて──。

「──ォォォゥゥゥ……」

　蓮次の両りよう腕うでが、煙けむりに変わった。

　ショットを射つための腕うでがなくなっては、もう変身することもできない。

　ゆー姉──。

　大切な人を想い、敵に向かって伸のばす腕もない。

「ガァアアアアアッッ！」

　落下しながら、無念さを込めて吠ほえることしかできない。

　今の蓮次は、消えゆく夢衣を前にしても何もできなかった、二年前よりも無力だった。

「グォアアアァアアッッ……！」

　地上に激げき突とつして落下死するか、それとも〝ハーメルン〟に完全に喰くわれるか。

　自分が迎える結末を待つばかりだった、蓮次の咆ほう哮こうが──。

「アアアア──ああああっっ！」

　人のそれに変わった。

「……！」

　蓮次の身体が、地上に落ちる直前でピタリと静止していた。

　それだけではない。彼の〝アングリィ〟化が解け、五体満足の人間の姿に戻っていた。宙に浮うかぶ彼の周りに何本もの変身ショットが浮かび上がり、空になった三本の修復ショットだけが放り捨てられる。

　首を動かして、地上を見ると──。

「レンが死んだら、あなたも困るんでしょう……!?」

　電動バイクに乗った叶方と、後部シートに座ったヒマワリの姿があった。

　ヒマワリは変身し、蓮次に向かって光球を掲かかげていた。蓮次が持ちきれなかったショットを、叶方がヒマワリに使ったのだろう。

「蓮クン──蓮クン──私──私──自分──」

　ヒマワリはまだ安定していない様子だ。

　だがそんな少女に対し、叶方が懇こん願がんする。

「お願い……！　今だけでいいから、レンを助けて！」

　叶方も、泣いていた。無力さに打ちひしがれる、先ほどまでの蓮次のように。

「私には、もう何もできないの……！　目の前に〝ハーメルン〟がいるのに……！」

「自分──自分──私──」

　ガクガクと身を震ふるわせるヒマワリ。

　蓮次も逆さまになった状態で、大郷夢衣の顔をした女の子を見る。

　蓮次は無力だ。いつもなら頼たよりになるパートナーである叶方も、空中展望台にいる敵の前では、無力にならざるを得ない。

「──ヒマワリ」

　独りでは──人間は、どうしようもなく無力だった。

「奪うばわれたものを、取り返したいだけなんだ……」

　蓮次とヒマワリの視線が、重なり合う。

「お前の顔も……いっしょに取り戻すよ」

「顔──自分──私──」

「それでも今のお前には足りないっていうのなら──〝クリティカル・エリア〟中にある修復ショットをかき集めてやる」

　元の身体を取り戻しても、毒がヒマワリを蝕むしばむというのなら。

　治るまで、いくらでも修復ショットを射ち込んでやる。

　その場限りの出任せではない。

　蓮次は本心から、自分と同じ半ＥＯＭの女の子と約束する。

「だから──今は、いっしょにアイツと戦ってくれ……！」

　ヒマワリがガクガクと震えながら、蓮次と叶方を交こう互ごに見比べた。

　かつて蓮次とともに東京厄やく襲しゆうに巻き込まれ、ＥＯＭを身に宿し、今や救務庁の尖せん兵ぺいとなった人工衛星ヒマワリという少女が──。

「──」

　ピタリとスカイツリーの展望台に視線を定めた。

　メキメキという音とともに二本のホーンを肥大化させ、大口を開ける。

「──ガァアアアァアアアアッッッ！」

〝クリティカル・エリア〟全体に響き渡わたろうかという、大きな咆哮。

　それは紛まぎれもなく蓮次の中に宿るもの、〝アングリィ〟と同じものだった。

「──ッッ！」

　蓮次の身体が、ミサイルのごとき速度で急きゆう上じよう昇しようした。

　さらに彼の頭部に輝かがやくホーンが生まれたのは、ヒマワリが能力を使ってショットを彼に射うち込んだからだろう。

　ヒマワリ自身も蓮次とともに飛ひ翔しようし、そして──。

「ガァアアアアアッッッ！」

「グォアアァアアアアッッ！」

　二人の半ＥＯＭと一体のＥＯＭが、傾かたむいた展望台の上で対たい峙じした。

　蓮次の変身は先ほどまでと異なっていた。ヒマワリと共鳴して輝くホーンは太く肥大化し、顔の右側を仮面が覆おおう。紫色の輝きを凝ぎよう縮しゆくした右拳に、紫し電でんを放つブラスナックルが浮かび上がった。

　ヒマワリが頭部に生やしたホーンもますます輝きを増し、枝分かれしていた。ガラス玉のような双そう眸ぼうを輝かせ、無数の光球を周囲に浮かべる。自分の身体と蓮次、そして何本もの変身ショットを宙に浮かべながら、展望台に佇たたずむ人形を見下ろす。

　一方の〝ハーメルン〟は、先ほどまでと全く変わらない姿で唇を開いていた。

「──ォォォゥゥゥ……」

　歌声が響いた。

　蓮次の身体が煙と化した。しかし人形に吸い込まれる直前で、煙が消え──。

「ガァアアアアアアアッッッ！」

　人形の真横に転移した蓮次が、光り輝くナックルをロングドレスに叩き付けた。

　さらに上空から、ヒマワリが無数の光球を〝ハーメルン〟に向かって放った。

「ガァアアアアアアッッッ！」

　大だい音おん響きようとともに、紫電の嵐あらしが〝ハーメルン〟を包み込んだ。

　衝しよう撃げきが傾いたスカイツリー全体を通して、地上までも揺ゆらす。空高く立ち上った稲いな妻ずまが空を抜ぬけ、はるか上空の〝ボーダー・ライン〟の表面にまで伝わった。

〝クリティカル・エリア〟全体を揺らすほどの衝撃が吹ふき荒あれた。

　しかし──。

「グァァアッッ……！」

〝ハーメルン〟を護る衝撃波が、またもや蓮次を弾はじき飛ばした。

　空中に放り出された蓮次を、ヒマワリの光球が受け止めた。宙に浮かんだ修復ショットが蓮次に注入され、さらに強化ショットを射ち込む。

　そして再び、蓮次は──〝アングリィ〟化する。

「ガァアアアアアッッッ！」

「ガァアアアアアッッッ！」

　もはや、どちらが人で、どちらが人でない存在なのかも分からなかった。

　美しいドレスを着た女に、敵意を剝むき出しにして吠える二匹ひきの獣けものが挑いどみかかる。今の光景を第三者が見たら、二体の怪物を美女があしらっているように見えるだろう。

　蓮次とヒマワリで、合わせて一体の〝アングリィ〟だ。

　こうなって、ようやく一対一。

〝アングリィ〟というＥＯＭと、〝ハーメルン〟というＥＯＭ。

　二体の人類の敵どうしの対決が始まった。

「ガァアアアアッッッ！」

　蓮次が輝くナックルで〝ハーメルン〟を殴なぐるが、また衝撃波で弾き返される。

　それでも足りないというのなら──。

　蓮次が、もっと強くなればいい。

　彼が抱かかえる、余計なものを捨てればいい。

「──グォォァアアアアアアアアッッッ！」

　何度目とも分からない、〝アングリィ〟化を果たす蓮次。

　彼の頭部の左側から、長いホーンが生えた。二本のホーンと一体化した仮面が拡がり、顔全体を覆い隠かくす。

　蓮次は自らを侵しん食しよくする、激しい衝しよう動どうに身を任せた。

　彼が余計なもの──人間としての部分を捨て去ってしまえばいい。

　蓮次が完全にＥＯＭ化すれば、ヒマワリと合わせて一体と半分のＥＯＭになる。

　そうなって、はじめて〝ハーメルン〟に立ち向かうことができるというのなら──。

　彼は、それを躊躇ためらわない。

「ガァアアアアアアアッッッ！」

　蓮次の右拳こぶしによるカウンター攻こう撃げきが、〝ハーメルン〟の顔面を直ちよく撃げきした。

　しかし、やはり〝ハーメルン〟は動じず。

　衝撃波が、彼を弾き飛ばした。

　何度となく繰くり返した光景を──。

「──」

　今度は、繰り返さなかった。

　衝撃波を受けた蓮次の姿が忽こつ然ぜんと消え、再び〝ハーメルン〟の前に転移する。

　そして──左拳に生まれた光のブラスナックルを、人形の腹に叩たたき込む。

「グォオアアアアアアッッッ！」

　カウンターの連続攻撃。

　これまでになかった反はん撃げきを受けた、〝ハーメルン〟が見せた変化を──。

「……！」

　蓮次は、見み逃のがさなかった。

　二度の攻撃を受けた人形が、その陶とう器きのような口元を。

　ぷくり、と。

　ほんの少しだけ、膨ふくらませたのだ。

　そう、まるで──吐はき気けを催もよおしたかのように。

「グォアッ！」

　衝撃波に弾き飛ばされ、展望台の屋根に叩きつけられる蓮次。

　修復ショットが彼の変身を解いた。

「うああああああっ！　ショットを！　早く次のショットをくれっ！」

　起き上がって叫さけぶ、蓮次の目から。

　血の涙なみだが溢あふれ出した。鼻血が噴ふき出し、歯は茎ぐきからも血が滲にじんでいる。

　修復ショットを使っても治らない負傷と疲ひ労ろう感かん。──今までは有り得なかった症しよう状じようは、無茶な〝アングリィ〟化による副作用に違ちがいない。

　だが蓮次は、躊躇わない。

「──ガァアアアアアアッッッ！」

　ヒマワリによって強化ショットを射たれるがまま、衝動に身を任せる。

　二本のホーンが頭部に生えた。仮面の奥で双眸を輝かせ、両手に光り輝くナックルを浮かべた状態で、〝ハーメルン〟に向かって突とつ進しんする。

　紫むらさき色いろの人形が、歌った。

　彼のカウンター攻撃を受けると分かっていても、〝ハーメルン〟は歌を止めない。

　そうすることが、其それの使命であるかのように。

「グォァアアアアアアアッッ！」

　蓮次のカウンター攻撃が、〝ハーメルン〟を叩く。

　衝撃波を受け、返す刀で、さらなるカウンター攻撃が人形を叩いた。

　ぷくっ。

　また人形の口が膨らんだ。

　今度は、はっきりと分かるくらいに、大きく。

「……ッッ！」

　衝撃波に跳はね返され、展望台を転がる蓮次。

「──返せ……！」

　修復ショットと強化ショットを射ち込まれ、〝アングリィ〟化する蓮次。

　捨て身の特とつ攻こうを繰り返す蓮次と、受けて立つ〝ハーメルン〟。

　ぷくり、と。

　人形が膨らませた口を、かすかに開いた。

　だが、まだ完全には開かない。

「ゆー姉を、返せぇぇえええええええっっっ！」

　血を吐きながら、〝アングリィ〟化した蓮次が──。

　紫色の人形に向かって、突つき進んだ。

　甲かん高だかい歌声が〝クリティカル・エリア〟の空に響ひびき渡った。

〝ハーメルン〟による攻撃を受けた蓮次が、人形のそばに転移し──身を仰のけ反らせて大きく左右に振ふりかぶった両の拳を、その頭を挟はさむように叩きつける。

「ガァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　左右の拳に浮うかべたナックルが、〝ハーメルン〟を紫電の渦うずで包み込んだ。

　ビリビリと大気が振しん動どうし、紫色の電流がスカイツリーを駆かけ巡めぐる。

「──」

　衝撃の波動が収まると、静せい寂じやくが展望台を包んだ。

　時が停とまったかのように、蓮次とヒマワリ、そして〝ハーメルン〟が動きを止めた。

　人とＥＯＭ。

　人類と人類の敵が入り交じり、沈ちん黙もくするスカイツリーの空を──。

「グッ……！」

　衝撃波が襲おそった。

　空中に投げ出された蓮次を、ヒマワリの光球が受け止めた。修復ショットを射ち、彼の変身を解く。だが蓮次の身体中から噴き出す血までは止まらない。

「ハ──〝ハーメルン〟……！」

　朦もう朧ろうとしながらも、上空から見下ろした蓮次は──。

　その光景を、充じゆう血けつした両目ではっきりと見た。

　紫色の人形、〝ハーメルン〟が一度だけ大きく身をくねらせた。

　そして堪こらえきれなくなったように膨らませた口を開けて──。

「……！」

　空中に、煙けむりの塊かたまりを吐き出したのだ。

　それはスカイツリーよりもはるか上空に立ち上り、分ぶん裂れつして飛び散ろうとするが──。

「ガァアアアアッッ！」

　ヒマワリが空中に放った数十もの光球に搦からめ捕とられた。

　光の玉に囲まれた〝クリティカル・エリア〟の空で、煙が次々と分ぶん離りし、一つ一つが回転しながら、形を変えていき──。

「──」

　人の形となった。

　その数たるや、数百人にも及およぶだろう。

　誰だれもが固く両目を閉じているが、死んでいるようには見えない。血が通った顔色や、かすかに動く胸元が、彼らが生きていることを証明していた。

「シ──ショットを──」

　眼前の光景を呆ぼう然ぜんと見上げながら、蓮次は無意識に呟つぶやいた。

「ショットを……くれ！　早く、次のショットを……！」

　血を吐きながら、展望台を見下ろす。

〝ハーメルン〟が紫し電でんに囚とらわれ、ガクガクと身を揺らしていた。

　彼の攻撃が──〝アングリィ〟の攻撃が、はじめて完全に効果を発揮していた。

「い、今なら……！　今、攻撃すれば、もっと……！」

　だが蓮次の思おも惑わくとは裏腹に、彼の身体からだは地上に向かって降下しつつあった。

　麻ま痺ひ状態に陥おちいった〝ハーメルン〟が、遠ざかっていく──。

「どうした、次のショットを……！　今しかないんだ……！」

　叫びながらも、本当は気づいていた。

　彼の周りに浮かんでいたショットが、もう──一本も残っていないことに。

　そして蓮次や数百人もの人間を地上に向かって運ぶヒマワリが、痙けい攣れんを引き起こしつつあることに。

　ショットを使い果たし、ヒマワリも限界に達しつつある。

　その状じよう況きようを理解していながらも、蓮次は叫ばずにはいられなかった。

「ショットをくれぇぇぇっ！」

　彼の絶ぜつ叫きようが、都心に反はん響きようして消えると同時に──。

　何事もなかったかのように口ずさむ歌声が、再び展望台の上に流れ出した。
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　弓家叶方は、電動バイクを走らせた。

　一足先に地上に降り立ったパートナーの少年のそばで停車する。

「レン！」

　彼女のパートナー、秋月蓮次は血ち塗まみれだった。

「ショットを……くれ……今なら……まだ……」

「乗って！」

　ふらつきながら展望台を見上げる少年を、強引に後部シートに乗せる。

「救務庁の集団がこっちに向かってるのを確認したわ！　急いで離はなれないと……！」

「待ってくれ……ショットを……」

　激戦の反動か、蓮次は意識を混こん濁だくさせているようだった。力なく叶方にもたれかかり、ブツブツと呟き続ける。

「レン……！」

　少年の身体を支える叶方の手元に、一本の修復ショットが飛び込んだ。

　振り向くと、離れた場所にいるヒマワリがこちらを見ていた。両手を空に掲かかげ、〝ハーメルン〟が吐き出した人々をゆっくりと地上に降ろしている。

　痙攣しながらも何百人も支える少女が──ニコリと微笑ほほえんだ。

「……ありがとう」

　その人たちを、お願い──。

　心中で少女に頼たのみつつ、蓮次に修復ショットを注入する。

「ショット」

　蓮次が青い輝かがやきに包まれた。出血は止まったが、完治には至らない。立て続けに〝アングリィ〟化を繰り返した副作用だろうか。

　叶方は自分と蓮次のベルトを繫つなぎ合わせ、二人の身体を密着させて固定する。

「……ゆー姉は……あそこに……？」

「分からないわ。ここからじゃ、全員は見えないから……！」

　言い放ち、アクセルを回す。

　静けさを取り戻もどした〝クリティカル・エリア〟を走りながら、言う。

「奏汰が、あそこにいるかどうかも……分からない」

「……」

「でも──」

　叶方には、まだやるべきことがある。

　まず戦場と化した〝クリティカル・エリア〟を駆け抜ぬけ、救務庁の刺し客かくからも逃のがれながら、東京ドームシティにまで戻ること。

　そこにある〝スポット〟を知る救務庁の補助チームは全ぜん滅めつしたし、〝ツイスター〟も身動きを封ふうじた。今ならば、まだあそこを通って元の世界に帰き還かんできるはずだ。〝スポット〟を塞ふさぐコンクリートも、時間をかければどうにかなるだろう。

　ショットを使い果たした状態で、それらをクリアできるかどうかは分からない。

　いや、必ず遣やり遂とげてみせる。

　しっかりと約束を果たしてくれたパートナーの少年を、無事に元の世界に連れ戻してみせる。それが叶方の責任であり、今の使命だ。

　だから、それを遣り遂げるまでは。

　気を抜くまいと堪えていたのに──。

「でも──やった……！」

　我が慢まんできなかった。

　大おお粒つぶの涙が、堰せきを切ったように叶方の両目から溢れ出した。

「取り戻した……！　消えた人たちを……私たちは、取り戻すことができる……！」

　キムラという殺さつ人じん鬼きは、秋月蓮次という少年を怪かい物ぶつと呼んだ。

　確かに、そうなのかもしれない。

〝クリティカル・エリア〟の境界線を破は壊かいし得る、半ＥＯＭ。

〝ハーメルン〟というＥＯＭにすら勝ち得る、半人間。

　見る者によっては、彼が人類でもＥＯＭでもない怪物に見えることだろう。

　しかし、叶方にとっては──。

「消えた人たちは、ちゃんと生きてる……！」

　たった一人しかいない、ただのパートナーだ。

　友人でもなければ、恋こい人びとでもない。

　同じ目的を共有し──必ず約束を果たしてくれる、たった一人の少年にすぎない。

「ありがとう、レン──」

　涙なみだを流しながら、叶方はさらに電動バイクを加速させた。

「あなたがパートナーで、良かった……！」
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　メールの着信を知らせる音で、秋あき月づき蓮れん次じは目を覚ました。

「ん……」

　ベッドの中から手を伸のばし、スマートフォンの液えき晶しよう画面を表示させる。

『コロス』

　単純にして、明快な殺害予告。

　朝っぱらから刺し激げき的なメールだ。

「やばい……」

　むくりと身を起こし、頭をかきながら目覚まし時計を見る。

　午前９時。二時間前に鳴るはずのアラームは、セットし忘れていたようだ。

「あー、やばい……」

　半開きの眼まなこで繰くり返し、手慣れた操作でメールを削さく除じよする。

　待機状態になって暗くなった画面に、自分の寝ね起おき顔が映り込んだ。

　気を抜くと眉み間けんに皺しわが寄ってしまう癖くせは幼い頃ころから変わらない。目つきが悪いこと以外は、身長、体重なども含ふくめて、同世代の男子と比べて目立つ特徴は何もない。

「……」

　ぐにっ、と右手で右側の頰ほおをつねる。

　痛い。歪ゆがんで不細工になったものの、それだけだ。

　今日も変わらず、右半身は蓮次そのものだ。──まるで生まれた時から、そうだったかのように。

　Ｔシャツにジーンズというシンプルな服に着き替がえ、自分の部屋を出る。

　階段を降りてリビングに入ると、ソファに座った父親が振ふり返った。施せ工こう会社に勤める父は、休日といえど早起きだ。キッチンには母の気配もした。

「ゆっくりだな、蓮次。今日は朝のランニングはナシか？」

「休みの日くらいは、しっかり休むべきだと思うんだ」

　真顔で言い、キッチンに向かう。

「蓮次、朝ごはんは？」

「んー……いい」

　冷蔵庫から牛乳を取りだし、コップに注いで飲む。

「おはよー……」

　タンクトップ姿のだらしない格好で、妹の旭あさひがリビングに姿を現した。

「あ、蓮クン、私のも」

「自分でいれろよ」

「いいじゃん、ケチ！」

　内うち弁べん慶けいの妹に睨にらまれながら、リビングに戻る。

「出かける。部活の友達と会う約束してるんだ。帰り、遅おそくなるかも……」

「うえっ、またあのオタク部の人と？　ていうか、そのダサい格好で出かけるとか、あり得ないんだけど……」

「うるさい」

　生意気な妹の軽口も慣れたものだ。優等生で通っている外面とのギャップを知っているだけに、可愛いものである。

「お前たちは、今日もやかましいな……」

　嘆たん息そくしながら、父親が見ていたテレビ画面のチャンネルを変えた。

『先日の救務庁による第三次大規模探たん索さく作戦の続報です』

　ニュース番組の映像に、秋月家の視線が集まった。

『作戦終了から三日が経過した昨晩、救務庁は救助に成功した２９２名全員の氏名リストを公開しました。〝クリティカル・エリア〟からの帰還を果たした人々は現在、特別な施し設せつで健康状態の検査や質疑応答などを行っておりますが、概おおむね全員が健康であるとの報告がされており、間もなく社会復帰のための特別プログラムを──』

　数日前から、テレビは同じ話題で持ちきりだった。

　テレビの中だけではないし、日本だけの現象でもない。

　世界中が、大おお騒さわぎになっていた。

「本当に消えた人たちが戻ってくるなんてねえ」

　母が呟つぶやいた。父が頷うなずく。

「ああ、凄すごいな──救務庁というところは」

　二年前に消えた人々の一部が、〝クリティカル・エリア〟から帰還したのだ。

　探索作戦は、失しつ踪そう者しやの手がかりを得ることが目的だった。

　だが、まさか──消えた本人たちを連れ帰ってくるとは誰だれも予想だにしていなかった。

　東京厄やく襲しゆうが発生して以来、はじめて人類が奪うばわれたものの一部を取り戻した。

　世界中が驚おどろき、歓かん喜きに包まれるほどの偉い業ぎようを成し遂げたのは──。

　もちろん、救務庁と発表されている。

『失踪者を奪だつ還かんした経けい緯いについては、いまだ詳しよう細さいは公表されていません。ある情報筋では救務庁が研究を続けていた特とく殊しゆな兵器が関かん与よしているらしいとされていますが、救務庁は公式会見において生せい還かん者しやの状態を確認するのが最優先であるとして、情報の公開を先送りにしています。──生還した人たちの関係者の声を聞いてみましょう』

『信じられないです……本当に帰ってきてくれるなんて……！』

『早く会って、おかえりと言ってあげたいです。ああ、もう……』

『早くお爺じいちゃんとお婆ばあちゃんに会いたいです。おかえりなさい！』

『救務庁の皆みなさん、本当にありがとう……！　ありがとう……！』

　リビングが沈ちん黙もくに包まれたのは、テレビに見入っているからだけではない。

　両親と妹が、蓮次の反応を気にしているのが分かった。

「……ゆー姉ねえ、次は帰ってくるといいね」

　旭が蓮次を見て、言った。

　救務庁が公開した生還者リストの中に、大おお郷さと夢ゆ衣いの名前はなかった。

　消えた数百万人のうち、三百人弱の人々が帰ってきただけだ。

　確率的に考えれば──仕方のないことなのかもしれない。

「ああ、そうだな……」

　蓮次は平へい坦たんな声で言った。

「きっと帰ってくるさ。優ゆう秀しゆうだからな──救務庁は」

　テレビから目をそむけ、空になったコップを流し台に置く。

　その後、蓮次は簡単に身み支じ度たくを終えて、自宅を出た。

「行ってきます」

　愛車のクロスバイクを引っ張りだして敷しき地ちを出ようとして、ぎょっとする。

　塀へいの外に、一人の少女が座り込んでいた。

「……」

　大郷真ま愛いだ。抱かかえた両りよう膝ひざの間に顔を埋うめ、じっとしている。

　姉の大郷夢衣の名が生還者リストになかったことは、彼女も当然ながら知っているはずだ。やりきれない気持ちを、また蓮次をなじることで紛まぎらわそうとやってきたのだろう。

　ごめん、な──。

　思わず、そう口にしてしまいそうになるのを堪こらえ、別の言葉を投げかける。

「……次は、きっと帰ってくるさ」

　何の慰なぐさめにもならないと知りつつ、少女の頭に触ふれる。

　振り払はらわれるのを覚かく悟ごしていたが、真愛の反応は違ちがった。

「──どこ、行ってたの？」

　わずかに顔を上げた真愛が、涙の痕あとを浮うかべた目で彼を睨んだ。

「探索作戦があった日……学校、サボったでしょ。知ってるんだから」

「……」

　蓮次は表情を動かさなかった。クロスバイクにまたがる。

「いつも通りだよ。友達と遊んで、ふらふらしてたんだ」

　真愛の視線から顔をそむけ、ペダルを踏ふみ込む。

　そのまま振り返ることなく、地元の住宅地を走る。

　向かったのは高校でもなければ、繁はん華か街がいでもない。市をまたいで、遠方にある国道沿いのファミリーレストランだった。

　24時間営業の店前には、『Ａエｒアｉリｅーｓズ』と書かれた看板が掲かかげられている。

「いらっしゃいませ」

　店内に入ると、顔見知りの林はやしという女性店員が笑顔で出で迎むかえた。

「待ち合わせですね。奥の席へどうぞー」

　蓮次が何も言わずとも、奥にあるいつもの席へ案内される。

「──あなたの遅ち刻こく癖へき……本当に、どうしてやろうかしら」

　先客の少女が、殺さつ人じん鬼きもかくやという目つきで蓮次を見上げた。

　弓ゆみ家いえ叶方かなただ。店内にも拘かかわらずフードをかぶり、有名芸能人ＫＡＮＡＴＡという別の顔を隠かくしている。苛いらついた様子でかじったストローが、歯形で形を変えていた。

「わ、悪い。疲つかれが出たのかな」

　笑って誤ご魔ま化かしつつ、パートナーの少女の向かいに座る蓮次。

「あ、林さん。俺も、いつもので」

「フレッシュジュースですね。かしこまりましたー」

「あれから、何日経たったと思ってるの。その間ずっと休養にあてたのに」

「そうだな。まあ、その……体調は悪くない感じだ、と思う」

「今日はこの後、そのあたりをチェックするわよ。いつものカウンセリングとマッサージ、血液検査にレントゲン」

「分かってるよ。まあ、あれだけの無茶をした後だからな……」

「──お待たせしました。ごゆっくりどうぞー」

　店員がドリンクを置いていくと、二人の間に沈黙が落ちた。

「……」

　二人とも、視線を合わせない。

　店内にいる利用客は少なかった。厨ちゆう房ぼうから、食器を整理する音が聞こえた。

「……いなかったな、カナの弟」

「……レンの幼なじみもね」

　一言ずつ呟いて、また黙だまり込む二人。

　大郷夢衣だけではない。

　叶方の弟、弓家奏そう汰たの名も生還者リストにはなかった。

　覚悟はしていたし、確率的には仕方のないことだと分かっている。

　だが──感情は、そう簡単に納得してくれなかった。

　蓮次だけでなく、叶方も同じ思いだろう。

　パートナーだからこそ、彼女の気持ちが分かった。

「……パトロンは、どうなった？」

　ぼんやりと壁かべの染みを眺ながめながら、蓮次は尋たずねた。

「生還者の中に、パトロンの関係者が一人だけいたわ」

　ストローを指でいじりながら、ぼんやりとした顔で叶方が言った。

「他ほかのパトロンも、ほぼ全員、また援えん助じよの約束を取り付けたわ。──救務庁がやったことになってるけど、今回の成果に私たちが関かかわってることを説明したら、何とかね」

「よく信じてくれたな」

「私たちが報告していた場所で、報告していた通りのＥＯＭから、報告していた通りのやり方で失踪者を取り戻もどしたのよ。──〝アングリィ〟に関しては、レンを〝上級者〟ってことにして普ふ通つうの強化による能力ってことで誤魔化してるけどね。彼らなりの情じよう報ほう網もうを使って、裏付けもとった上での判断でしょ」

「パトロンは救務庁にもコネを持ってるってことか。俺たちも欲しいな、救務庁から情報を流してくれる内通者……」

「ええ、それは絶対に必要ね。酒さか搗づきさんのところの〝スポット〟が、まだ使えるかどうかも……救務庁が逮たい捕ほしたレイダーの中に、あの殺人鬼がいるかどうか次第だし」

「〝ツイスター〟か。まさか、あのキムラさんが……あの人には〝スポット〟の場所を知られてるからな」

「場合によっては木き村むらアルテミス本人を調べて、彼女が使っていた〝スポット〟を横取りしなくちゃいけなくなるかも。ショットもたくさん抱えてるだろうし」

「それは危険すぎないか？　もうとっくに逮捕されてるだろうし、そういうことは真っ先に救務庁が調べ出すだろ」

　気がつけば、今後の計画を話し合っている。

　諦あきらめよう、などとは口にしない。

　そんなことを考えもしない。

「……」

　二人は、ようやく視線を合わせて──。

　ふっ、と微び笑しようする。

「また、一からやり直しだな」

「そうよ、ゼロじゃないわ。私たちは、消えた人たちを取り戻せる」

　叶方が言った。

「そのことが分かっただけでも、スタートラインがゼロじゃなく一になった……」

　ストローを弄もてあそぶ少女が、真しん剣けんな表情を浮かべる。

「これで──世界も変わる」

　蓮次は眉まゆをひそめた。

「世界が、変わる？」

「これまでは〝クリティカル・エリア〟を巡めぐって、この国や世界中の世論は揺ゆれ動いていたわ。失踪者を取り戻すべきっていう奪還派と、〝エリア〟の研究や解明、ひいては都心を奪い返そうという反はん撃げき派、そしていたずらに〝エリア〟を刺し激げきすることを恐おそれる傍ぼう観かん派っていうふうにね。失踪者を取り戻せる確信がなかった今までは、傍観派が増えつつあったけど──」

「俺たちが、失踪者を取り戻した」

　蓮次の言葉に、叶方が頷いた。

「失踪者を取り戻すことができることが、これで証明された。──証明されてしまった以上、奪還派と反撃派が一気に勢いづくでしょうね。残った失踪者を取り戻すべきっていう世論が勢力を増して、傍観派は非難される側になる……」

「そうなると、どうなるんだ？」

「──救務庁よ」

　叶方が断言した。

「救務庁に対する注目度と期待度が増すわ。世論に押されて、予算も人材も一気に増強されて……救務庁が今までとは比べものにならないほど強くなるでしょうね」

　救務庁が、強くなる。

　つまりそれは──。

「俺たち、レイダーにとっては厳しい状じよう況きようになるな」

「ええ、とても」

　悲観的な未来を口にしつつ、二人は笑みを浮かべていた。

「でも、続けるんだろ？」

「当然。だって私たちは、まだ大切な人を取り戻してないんだから」

　取り戻すべき、大切な人。

　それは二年前から、ずっと変わらない。

　何度も失敗し、失敗の数以上に死にかけ、その末にようやく〝ハーメルン〟という諸悪の根源に一いつ矢し報むくいた。

　その結果すらも、蓮次と叶方にとっては幸運たりえなかったが──。

　二人の心臓が動いているうちは、決して諦めない。

　彼らが失踪者を取り戻したという名めい誉よも、いらない。

　次の〝クリティカル・エリア〟侵しん入にゆうを誓ちかい──。

「秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻すために」

「弓家叶方は、弓家奏汰を取り戻すために」

　互たがいの拳こぶしを、重ね合わせた。

[image: ]







　あとがき







　こんにちは、岩いわ井い恭きよう平へいです。

　作中の舞ぶ台たいもそうですが、廃はい墟きよというものは不思議ですね。哀あい愁しゆうやロマンを感じたり、何よりも現実的なのに幻げん想そう的に見えたり。

　そんな感情を呼び起こす理由の一つが、想像力だと思います。廃墟になった過程を想像して、そこにドラマ性を見出す。だからこその哀愁であり、ロマンなんだろうなと。

　じゃあ過程が全く想像できない場合は？　そこには謎なぞというスパイスが加わり、現代を生きる人々による原因究明というドラマが加わり、さらに面白くなるのでは。

　そんな物語を描えがければいいなと思います。




　今作を書くにあたり、担当者様を含ふくむ編集部の皆みな様さま、イラストを手がけてくださっている、しらびさんに多大なお世話になっております。本当に有難うございます。

　読者の皆様、今作を手にとっていただき、本当に有あり難がとうございます。

　また次作でお会いできれば幸いです。
















カバー・口絵・本文イラスト／しらび

カバー・口絵・本文デザイン／ビィピィ
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